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日本産高山植物ノ ート（5）本

一一一ハイツメクサ とユキクラトウウチソウについて一一一

古
向 橋 秀 男

Notes on Japanese Alpine Plants (s)* 

- On Minuartia biflorα＆ Sanguisorbα×kishinamii－一

Hideo TAKAHASHI 

10 ハイツメクサ

ハイツメクサ Mi nuartia bi/Loraは小泉源ーが白馬鑓ケ岳で採集した標本にも とず

き1 大井次三郎（1936）が日本新産を報告したもので， その標本は京大の標本庫に収蔵さ

れている。

原寛(1952）は日本産植物と ヨーロッパまたは北アメリカと密接に関連ある植物群の変異

の研究論文で， Minuartiabifloraが中部日本に産する報告は疑わしいとされた。

その後， 大場達之（1963）が白馬連11像北部の朝日岳で採集 CKPM 12182）したが， 筆

者はその標本にもとづいて， 白馬後立山連峰のフロラ (1969）に新産地として報告した。

また1973年9月に朝日岳の植生調査を実施した長野県大町山岳｜専物館の平林国男氏と信州

大学教育学部の和田清氏に本種の採集を依頼したところ， 果実期の標本が送られてきた。

その生育士山は朝日岳の北斜面（235Qm）の超i貨基性岩の砂疎地で， 近似のコパノツメクサ

と住み分けていたとしづ。

さらに花の標本を見たいと思っていたところ， 1980年8月に白馬鑓ケ岳を訪れる機会を

得て，はじめて開花期の生態を観察することができた。 その場所は白馬鑓ケ岳を富山県側

へ下った斜面にあり ，雪国周辺の岩上草地に点々と生え，近くの岩角地にはクモマキンポ

ウゲやタ カネキンポウゲのような珍稀種の生育も見られた。 日本産ハイツメクサについて

は大井次三郎が報告して以来，長い間人目を逃れてきた。 したがってまだ外部形態の記載

は見られないのでこのノートに収録することにしたL、
多年草。茎は細く叢生して高さ 1.5-6 cm, 上方に多細胞の縮毛が密にある。葉は密生

し，針形，鈍頭で長さ4.5一lQm加，幅O.5-1 mm, 1 !Pf¥があり，緑色で落葉しない。葉は基

部の縁辺に短毛が疎生するほか無毛である。花は単生または2 3個を頂生し， 小梗は短

かく，多細胞の縮毛が密生し， 長さ（3〕5-13mmある。琴片は5個，線状長椅円形，顕

著な3脈があり，鈍頭で長さ2.5 3世間，縮毛がある。花弁は白色，長楕円形，鈍頭で全

時 Continuedfrom Bull. Kanagawa Mus. No. 8, 107 118 (1975) 
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縁または微l"I頭，長さ3-4 mm, 1[1~［約0 . 5mm ， 琴より明きらかにi乏し、の が1果は長さ約 4mm, 

種子は球状の腎円形で径約O.7 mm，ほとんど平消である。

花期 ：7月中旬～8月

生育地 ：；石灰岩地や超Jt［基性岩地に生育地が限られ， 雪田底の砂i縦士山または岩場の草地
に生える。

分布 ：白馬連峰（｜’l馬鎚ケ岳，Ijyj円岳〉

周北極地方では Minuartiarubellaに近似しているようであるが，琴hは鋭頭で花弁

は琴片と同長または僅かに短L、ことによって本種と区別される。 －）j本邦ではホ ソパツメ

クサやタカネツメクサに似るが，ホソパツ メクサとは史の1[1ffi,琴片や種子の形態、で，タカ

ネツメクサとは葉や花が全体に小形であることによ り識別できる。

Morway産 Minuartiabifloraのi供与本を見ると， 等弁トは長さ4-4.5mm，耐巣は長さ約

5棚，種子は径約o.smmと本邦産に比べ，花は大形化している。しかし Floraof the USSR 

の記載と比較する限りでは，本邦産とほぼ一致している。

本種は典型的な周北級植物で， 北アメリカ，ヨーロツ ノミ，シベ リアなどに広く分布し，

南の中央アジアの山岳にも隔離的な帯状の分布域がある。 このように広範な分布域をも っ

ているので3 当然地瑚的な変異のあることが予想できるが， 邦内に収蔵されている楳本で

検討する限り ， 本邦産もこの種のもつ変異の幅に含めてもよいように思われる。しかし，

本邦産の場合，分布の中心から著るしく かけ離れていること， 生育士山においても遺存的で

あることなどを考え合わせると，将来多数の標本によ って比較検討すれば， あるいは亜種

のランクで位置できるかも知れない。

Minuartia biflora (Linn) Schinz et Thell. in Bull. Herb. Boiss. 2 s邑r7 : 407 

(1卯7)

Stellaria biflorαLinn. sp. pl. 422 (1753）.一一－Alsinebiflora (Linn.) Wahlb. Fl. 
Lapp. 128 (1812〕.- A!sine!la biflora Swartz, Summ. Veg. Scand. 17 (1841）一一－

Arenaria sajanensis Willd. in Schlecht. Berl. Gesell. Nat. Fr. Mag. 77. 200(1816) 

Norn. Jap.・Hai-tsumekusa(G. Koizumi) 

Distr. Europe・ Iceland, Spitsbergen, Novaya Zemlya, Scandinavia, Kola Peninsula, 

Arctic Russia, The Alps. North America・ Aleutian Islands, Alaska, Canada, Green-

land. Asia: Siberia, Kamtchatka, Central Asia, Japan, Honshu, Pref. Toyama, Mt. 

Shirouma-yarigatake (KPM 64997, 64998), Pref.恥It.Asahidake (KPM 12182〕

This plant was reported from Central Honshu (Mt. shirouma-yarigatake) in Acta 

Phtotax. Geobot. Vol. 5 .147 148 by ]. Ohwi in 1936, but according to H. Hara 

(Journ. Fac. Sci. Univ. Tokyo Vol. 6, p. 43, 1952), this report is doubtful. For a 

long time since then, this plant has evaded the eyes of many researchers. How-

ever, though only few in number, the existence of this spcies in the mountain area 

of middle Honshu was r巴－confirmedin this report, and the external morphology 

of Minuaァtiabiflora in Japan was describ巴d.

文 献

大井次三自j),1936. ハヒツメクサ 植物分類地哩5: 147-148. 
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Fig. 1, Minuartia biflora (Mt. ShiroLima Yarigatake〕
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Fig. 2, Minuartia biflora A, flower, B, petal, C, gynoecium, D, stamens, E, F, fruit 

with persistent calyx, G, flower, before petal-dehiscenc巴， H,seed. A G, ca x 10, 
H, ca×14. 
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11 ユキクラトウウチソウ

白馬岳で岸浪 (1932）が採集した標本によ って， 本田正次(1933）が新種 Sanguisorba

kishinamii Hondaとして命名したものであるが，それ以前にノト泉秀雄は雪倉岳てや採集さ

れ，学名と和名を用意されていたとLづ 。 したがって和名は小泉秀雄の新称したもので，

命名時にはユキクラ トウチソウと発表されている。

原寛 (1949）は邦産タカネトウウチソウを検討した際， 和名をユキクラトウウチソ ウと

改め，「ややカライ トソウに似た 形質をも っているがやはりタカネ トウウチソウ と別種に

できない」として， タカネトウウチソウの 変種 Sαnguisorba sti1うulataRafin. var. 

kishinamii (Honda) Haraに組変えた。

奥山春季 (1974）は植物ハンドブックのリス トのなかで， ユキクラトウウチソウはカラ

イトソウ とタカネトウウチソウの 自然雑種であるとの見解から 学名 を Sa刀guisoba×

kishinamii Hondaとされた。

筆者は1977年9月上旬，館岡亜緒氏とともに白馬連峰北部の雪倉岳から朝日岳を経て，

恵振り尾恨を｜ご111したが， 鉢ケ岳，雪倉岳，赤男111,朝日岳の標高2000～2400mの広葉草

原で多数のユキクラトウウチソウを観察することができた。 この縦走路沿いには花は緑白

色で花穂が直立するタカネ卜ウウチソウと 紅紫色で花穂が垂下するカライトソウの群落が

各所に展開し， この両集団の接点には花は淡紅紫色で花穂、が直立するユキクラトウワチソ

ウが点在していた。所によ っては群落を形成していたが，花穂の色や形，開花様式などで

一見してP 両種の自然雑種と推定できるものであ った。 そこでこれら 3種の花穂を採集し，

外部形態を比較してみたのが， Tablelである。

Table 1. Comparison of the main characteristics among Sanguisorba stz戸ulata,

S. hakusanensis and S. kishinamii. 

瓦？々 竺二lS. stipulata S. x kishi礼的 S. hakusanenszs 

Inflor巴SC巴ns巴 ind巴terminatetype indeterminate typ巴 determinate type 

Spike. form erect erect. pend ency 

: length 3 8 c皿 4 8 cm. (3)4 10 cm. 

Flower color greenish-white Pale-pink～reddish reddish-purpl巴

purpl巴

Stamens numb巴r 4 4 8 6 12( usually 8) 
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花和、はタカネ卜ウ ウチソウが緑白色で直立し， 開花様式は下方から上へ向かつて｜咲く無

限花序式であるのに対し，カライトソウは紅紫色で一般に垂下し， 花は上方から下へ向か

つて咲 く有限花序式であることで， 両種間には著るしい特徴があ って明瞭に識別できる。

しかし八方尾根のカライトソウにはワレモコウの血の入ったと思われる花穂の直立型もし

ばしば観察される。

ユキクラトウウチソウの花穂は淡紅紫色～紅紫色で直立し， 花は下方から上へ向かつて

｜咲く無限花序式である。 花の色は両種の中間型，花種の形や開花様式はタカネトウウチソ

ウに近い形質を現わしている。一部の個体で琴片を詳細に調べると，琴片の先端は特に色

が濃く紅紫色でカライトソウの， 背面は淡緑色を呈しタカネトウウチソウの性質が見られ

る。琴筒はタカネトウウチソウは一般に無毛または少量の毛があるが， カライトソウは多

毛で，ユキクラトウウチソウは後者に似た毛が多い。

雄しべはタカネ トウウチソウは4本を基本とし， カライトソウは8本を基本としている

が，後者には変異が多く ， 同一個体でも花穂の上方と下方とでは数が異なることもあり，

6～12本まで数えられる。 ユキクラトウ ウチソウは4～8本で，タカネトウウチソウ的な

4本の個体からカライトソウ的な 8本の個体まで連続し， ちょうど両者の中間型であり，

個体による変異があってその数は一定していない。

以上3種を花穂の外部形態で比較してみたが， ユキクラトウウチソウは多くの形質がタ

Fig. 3, Sanguisorba stψulata〔A),S. hakusanensis(B) a吋 S守xkishinamii〔CE）守

5 
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カネトウウチソウとカライトソウの中間的形態をそなえ， 自然雑種であることは疑 う余地

がなし、。タカネトウウチソウに近い形からカライトソウに近い形まで， さまざまな変異の

雑種群が単独または集団を形成し， 一部の生育地では分布を拡大し，繁栄をきわめている。

この地域では長い間に雑種群の分布の拡散が， タカネトウウチソウやカライトソウの純

粋種を滅亡へ追いやる可能性もある。

Songuisorba×kishinamii Honda in a Handbook for・PlantCollectors 449 (1974) 

Sanguisoγba stiρu ’ata Rofin. × S ha!utsanensis Makino 

Sanguisorba l?ishinamii Honda in Bot. Mag目 Tokyo47 . 433 (1933) S. sti 

βulata Rafin. var. kishinamii (Honda) Hara in Journ. Jap. Bot. 23 ・ 31 (1949). 

Norn. J ap. Yukikura tofrchiso〔Honda1933). 

Distr. Japan: Honshu, Pref. Niigata, Mt. Hachi gatake, Mt. Yukikura dake, Mt. 

Akaotoko yama, Mt. Asahidake. 

This hybrid grows in the areas where the communities of Sanguis yγba stiρμρtα 

and S. hahusanensis are adjacent to each other. The characteristics of this hy-

brid are , pale pink to reddish purple spikes standing upright, flowers op巴ning

from the basal to apical end just as ind巴terminateinflorescence, and the number 

of stamen being 4 to 8 which is intermediate of both parents. 

文献

HoNDA, M. 1933. Nuntia ad Floram Japonia巴 XXI.Bot. Mag. Tokyo 47 : 433-434. 

原 寛， 1949. タカネトウウチソウ植物研究雑誌 23: 30 31. 

奥山春季， 1974.採集検紫日本植物ハンドブック pp. 88, 449. 八坂書房
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日本の海岸植生の新群落単位 1 

大場 達之 菅原久夫＊

Neue Syntxa der japanischen Kiisten-Pflanzengesellschaften-1. 

von 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SUGAWARA* 

Synopsis 

1. Cladietum chinensis ass. nov. (Tab. 1) 

Kennat: C.adium chinensis 

Areal・ Honshu, Shikoku und Ryukyu Ins巴In.

Synsystem: Phragmitetea TOxEN et PREisING 1942, Phragmitetalia TOxEN et 

PRE1s1Nc 1942, Phragmition W. KoCH 1926, Cladietum chinensis. 

Die Assoziation kommt an nicht salzigen und brackischen naBen Standorten in 

der Nahe der Meereskiisten vor. 

2. Puccinellietum nipponicae ass. nov. (Tab. 2) 

Kennart: Puccinelli a niρPonicum 

Areal: Pazifik-Seite des NO-Honshu. 

Synsystem. Saginetea maximae 0HsA et SucAWARA 1978, Setario Saginetalia 

maximae 0HsA et SucAWARA 1978, Setario-Saginion maximae 01-1sA et SucA-

w AHA 1978, Puccinellietum nipponici. 

Diese Assoziation bevorzugt Felsspalten, die von Regenwasser angesammelt. 

3. Sedetum cauticoli ass. nov. (Tab. 3) 

Kennart ・ Sedum cauticolum 

Areal: 0-Hokkaido. 

Synsystem: Asplenietea trichomanis BH. BL. 1934, Potentilletalia dickinsii 

OHsA 1973, Potentillion dickinsii Ot1BA 1973, Sedetum cauticoli. 

Das Sedetum cauticoli w品chstan steilen Felsspalten direkt an der Kiiste 

oder in kiistennahe Gebiet. 

はじめに

日本の海岸の植物群落の分類に関しては， i荒湿地に関しては MIYAWAKI& 0HBA 1965, 

F 沼津市加藤学園高校

7 



8 大場・菅原．日本の海岸植生の新群落単位 1

1969, OllBA 1972なと，砂浜については 0 HBA, M 1vAwAK1 & TuxEN 1973，岩石海岸につ

いては 011日A & S ue川NAl~A 1979, /C場 ・菅原1979, N AKANISHI 1980などの研究でほぼその

全容が明らかとな ってきた。 しかし詳細に見れば尚未記録の群落が多く， 著者の1人大場

が日本の海岸植生の概説を試みた時にもかなり多くの新群落単位を追加した（大場1979～

1980）。本報ではこれら未記録の群落単位を順次記載してゆくことにしたL、。

1. ヒ卜モトススキ群集 （表1)

Cladietum chinensis ass. nov. 

標徴種 ：ヒトモトススキ

調査i也．われわれの調査では三浦半島先端部， 伊豆半島の城ケ1!1奇と大瀬1!1奇，能登半島な

どがあり ， 従来報告のあるものとしては紀伊半島 （宮脇 ・鈴木1975), 厳島 〔n1令木 ・中野

1975），屋久島 ・種子島 CTJ?if原 in宮脇編1980〕，西表島（新納ほか1934），などがある。 す

べて海岸附近で調査されている。

士山形 ・土＊ ：主として岩石海岸ーの岩壁基部の湧水の惨出する凹湿地， または｜径起波蝕台

上の凹地で雨時に雨水の滞留する所などに見られ， 伊豆大瀬崎では海岸！IN近の淡水池の岸
に生ずる。ヨーロッ パにかなり広く分布する Cladiummariscusは内陸の淡水域にほと

んど限られて分布することが知られているが， 日本のヒトモトススキは海岸の汽1）＜：.稀に淡

水環境に分布するのと呉っている。 しかし群落の形態は両者よく類似している。日本では

大瀬崎のほか福井県の三方五湖附近でも淡水的環境に生ずることが知られている。

群落は何れにしても中性からアルカリ性に傾いた湿潤地に生ずるが， 夏季などは乾き上

ることもあり，ヒトモトススキは水位変動にかなりの耐性があるようである。 ホl・I質土上に

生ずることが一般である。

群落の形態 ：高さ 1～ 1.8mの密集群落であることが多L、。 ヒトモトススキは大きな株

状となるが群落上層に空間は少なし地表には他の種の混生は少ない。 特に多湿な環境下

では谷地坊主状に高まることがある。

種類構成 ：ヒトモトススキ単独で群落を構成することもあるが， 調査区当り15種に達す

るこ ともある。平均構成種数はほぼ5.6になる。 ヒトモトススキのほか共存する割合の高

いものとしてはヨシ，カモノハシなどがあるが， その他のものは常在度が極めて低い。

植 被 ：点状から狭い帯状，最も広い植分でも幅卜数m，長さ数十mのレベルである。

3♂ ，c:? 

32• 

、、マヘマ
図1. ヒトモトススキ群集の分布

Cladietum chin叩 sis.

。． 
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 December 1980 

季 観：厳冬期には茎」定が枯死するが，容易に倒伏せず顕著である。

人為影響 ：立地が海崖に偏在するために従来人為的影響は少なかったが， ii易養水の富養

化が進むと群落の存立に影響が出るものと考えられる。

隣媛群落 ：群落が比較的孤立しているために隣接する群落は少数で， しかも一定しない

が， シオクグ群集，ヤマイ i~下落などが併存する場合が多L 、。

分 布：ヒトモトススキの分布からすると， 本州の日本海側では能登半島以西，太平

洋側では茨城県以西に分布し，四匡l，九州、｜から台湾，中国南部， マレーシア，オーストラ

リアにまで及ぶものと考えられる。

群落分類 ・アシ， カモノハシを共存するより湿潤な，随分，ヒトモトススキ単独の植分な

どが区分できるが，亜群集などの区分は後考を期したい。 共存する種からするとアシ群匠／，

アシ群目，アシ群綱に所属させるのが妥当であろう。ヨーロッパの Cladietummarisci 

ALLION! 1922もアシ群団に算入するのが一般的である。

文献

宮脇目白（編著） 1980 日本植生誌 屋久島 376pp.

宮脇 目白 ・鈴木邦雄 1975 熊野灘 ・浦神半島の植生 102pp. 横浜

新納義馬 ・宮城康一・新城和治・島袋｜政 1974 八重山群島の植生 成球列島の 自然とその保護に

関する基礎的研究 I : 5 -36. 

鈴木兵二 ・中野武登 1975 厳島（宮島〉の後背湿地に発達するヒトモトススキ群落，厳島の自然（総

合学術調査研究報告）199-210. 

図 2 タチドジョウツナギ群集の分布

Puccinellietuni nipponicae. 

2. Puccinellietum nipponicae ass. nov. 
Lfd.-Nr. I 2 J '• ’J • 6 7 8 

"" 

9 10 11 

' , 

Fcld-Nr. ~ 14 29 32 33 37 !, 15 11 34 39 42 
Probellache (m-): 
Vegetationsbetleckung (7.) 
Artenzah l: 
Kennart der Ass : 
Puccinelha nippon1ca 
Kennarten der hoheren Einheiten 
Cnid1um japonicum 
Sag ma maxima 
Scnstioe Arteに
Pia.Hage :apon1ca 
Triglochin maritimum vac. 
N1pponanthemum n1ppon1cum 
Phragm1tes comm"n1s 

R"mex J apon icus 
Carex pumi la 

I .5 2 0. I 6 4 0.25 Q.25 6 o. 24 12 
40 10 15 3 5 35 BO 70 I 0 30 90 

2 ' 2 2 2 3 3 3 4 

3.4 2.2 2.3 1.2 1.2 3.3 5.5 4.5 2.3 2.3 4.4 Tachidojotsunag1 

+. 2 +. 2 

+. 3 

Hamazeri 
. Hamat>umekusa 

I I +. 2 Touoobako 
Maruminoshibana 
llamag1ku 

. As hi 
I .2 Cishigishi 
+.2 Kouhouslnba 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen Ohba 2 Sept. 1978, Kap Iwaizaki in Miyagi Praf , Honshu (Nr I, 6 8), Ohba 23 Sept 
1979, Same in Iwate P.raf , Honshu (Nr. 2-5, 9), Ohba 23, Sept 1979, Tanesashi in Iwate Prof., Honshu (Nr. 10, 11). 
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10 大場・菅原 ：日本の海岸微生の新鮮落単位一1

写真 l 海山の凶隙に生ずるタチドジョウツナギ群集

Puccinellietum nippo川cae.

2. タチドジョウツナギ群集 （表2)

Puccinellietum nipponicae ass. nov 

保徴種 ．タチドジョウツナギ

，§， ，＼］ 査よ也 ・宮城県北部の岩井附，岩手県鮫および種差。 また宮脇 ・佐々木1980の表28に

おいてチシマドジョウツナギ群治としてあるものは2葉の写真からして明らかにタチドジ

ョウツナギの群終と考えられる（宮脇 ・佐々木1980の p.92. Fig. 57および p.228. Fig. 129 

と TATEOl<A 1970, 1971の Plateを対照せよ〉。宮IJY!.佐々木1980の資料は下北半島東通

村と六ケ所村より得られている。

地形 ・土桜 ：；岩石海岸の海崖査をl山1;:;15，岩隙または小タイド プール状の山！＇¥Fr, 土岐は極め

て少なL、。雨時にはかなり辞任水し， また湖水の飛沫をかなり被る位置に生ずる。立地は乾

天時には1担分濃度は相当に高くなるものと考えられる。 ~するに 7]<./Jiil.およひ1古i分濃度の変

動する環境で，その変動l隔が大である。

I下落の形態 ．グラ ミノイド植物を i：とする疎生鮮稿。他被は一般に20%1こ1i11ない。i海崖

荒原、とも称、し得る。 やや大形の川所乃至＊溜り周辺では 11店数 I-cm種度のやや密生した植分

を梢成することが稀にある。 群治：高はタチドジョウツナギの花茎上端まて、て0・3ocmを越える

ことは稀であるn

回煩椛成 ：タチドジョウツナギのほぼi'j'L独n下i？；で， 他にハマツメクサ，テリハオオノ4コ
などが少量混生するのみである。

植被：点状，最大の植分てザも数mレベル。

人為影響 ：現花の所あまり認められないが一昔15 1~1守人のためにゴミが放置， 投入された植



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 December 1980 

分で群？五の衰退治、見られたη 岩手県催物社、1970によると；岩手県の海岸にはかなり広く分布

し，河口部などにも見られたらしいが， 著者が1977年に三陸海岸を調査し｜時には極めて稀

であった。 これらの産地の相当部分は環境の人為的変動によ って失われた可能性もある。

隣接群落：ハマツメクサ群綱の群第が多く隣接し， 多湿地ではドロイ群集に接すること

が多い。間接してはハマギク群集が高い頻度で存有する。

分 布：岩手県から宮城県にわたる三陸沿岸に限定される。

群落分類：タチドジョウツナギはチシマトジョウツナギに近縁であるが， チシマドジョ

ウツナギ属の多くの種は堀湿地に生じ， その大部分はマリティマイ群綱に所属するから，

タチドジョウツナギj午集をチシマドジョウツナギJil集と同列に扱う立場もあり得る。 しか

しタチドジョウツナギ群集の立地の質や， 共存する 種を見るとハマツメクサ群綱に最も

近い。 ヨーロッパにおいても Puccinel!iafestucaeformisのように 主として 海崖の

Saginetea maritimaeの群都中に生する穣もあり， Puccinel!i a属をマリティマイJ洋綱

の標徴属とすることはできない。従って次のよ 7にハマツメ クサ群綱に所属せしめておく 。

ハマツメクサJl'U岡

ハマエノコローハマツメクサ群団

ハマエノコローハマツメク サir：下回
タチドジョウツナギ群集

日本ではチシマドジ ョウツナギはl続性の泥質地に生じ， タチドジョウツナギは主として

海崖岩上に生ずるが，この両環境はそれほどかけ陥れたものではなく， TATEOKA 1971によ

れば F北半島では両種の生育地が接近し， そこに~~！t穫が形成されているのが見出されると

し寸 。従ってタチド ジョウツナギの組型が泥質地生のものである可能性は強い。三陸沿岸

の沈降による海性泥湿地環境の激減が岩上生のタチドジョウツナギの形成に一役かってい

るのかも女~Iれない。

Sedetum cauticoli ass. nov. 

Lfd -Nr 2 3 4 5 6 7 8 9 I 0 11 12 13 11, 
Fe! d『Nr 42 43 18 19 3S S4 SS 22 48 40 52 S3 ~J 11 

Expo>itiog s w E E SE SE SSW SSW E N ii S SE N 
Neigung ( ) ' 2 90+ 80 90+ 90 90+ 90 90 90 90+ 90+ 70 80 80 90 

Probef l五ch巴（m ) ' 3 6 1 S I 0 9 9 9 25 6 1 5 8 1 s 9 50 
Vege tat ionsbedeckung (') 20 30 I 0 5 5 3 s 5 3 10 20 15 

Artenzahl' 3 3 4 4 4 4 s 5 s 6 6 6 9 

Kenna rt der Ass.' 
Sedum cauticolum 2 3 3.4 1.3 1.2 1.3 +.2 + 2 1.2 1.3 1.2 1.3 3.3 1.3 Hidakamisebaya 

Kennarten der hilheren Einheiten' 
Saxifraga fortunei var incisolobata + 2 1 2 + 2 . +.2 1.2 1 2 + 2 + 2 + 2 Daimonj isou 

Woodsia polystichoid"' ＋ +. 2 Iwadenda 
Dennstaedtia wilfordii +.2 Ourenshida 

Sonstl. B己 Arten' 
Taraxacum shikotanense + Shikotantanpopo 

Dendranthema ar巳ticum var maekawanum 司令 Kohamagiku 
Draba borealis +. 2 1. 3 Ezoinunazuna 
Calamagrostis hakonensis 1 .3 1 .3 Himenogariyasu 
Argelica acutiloba var stenoloba +, 2 + l. I Hosobatouki 
Angelica acutiloba var. iwatensis Iwatetouki 
Ligustrum scoticum var. hulteni' ＋ト！arubatouki

Anemisia littoricola + 2 Hamaotokoyomop 
Seseli ugoensis 十，2 . Ibukiboufuu 

Festuca rubra var I. 2 I • 3 Ooushinokegusa 
Artemisia keiskeana Inuyomog' 
Orostachys malacophyllus + 2 Kornarenge 
Sedum kamtschaticum K1r1nsou 
Youngia denticulata Yakushisou 

Plantago camtschatica Ezooobako 

Potenti lla megalantha Chisimakinba' 
Adenophora triphylla var iapon,ca Tsungan色nrnirn 
Galium verum var. Kawara回atsuba 

Picris hieracioides var glabrescens Kouzorina 

Artemis'a montana + Ooyomog' 
Sagina maxima vac. 亡raosicaulis +, 2 Kitanohamatsume 

-kusa 

Nachweis der Vegetationsauf口ahmen Ohba & Sugawarn 25-26. Sept. 197S, Kap Erim口 inHokkaido (Nr 1 -14) 
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12 大場 ・菅原 ・日本の海岸桔生の新鮮落単位－1

アラスカ南部においては永蝕地形が沈7）＜.した所が多 く， 潮干干！？ーに岩械が露呈する所が広

L、。このような岩盤上に特徴的に出現するのが Puccinelliaρumilaの落群である（P.

ρumilaは日本のチシマドジョウツナギと同一種とされることもあるが， 著者の観察によ

れば明らかに別種である〉。 Puccinelliaρumilaは湿泥地には全 く生せず岩盤上の凹隙

にのみ生ずる。Pρumi laのj洋落は満潮時には全く沈水するので日本のタチドジョウツナ

ギ群集とはかなり異るが， チシマドジ ョウツナギ群集とタチドジョウツナギ群集の中聞の

環境に生ずる群落とい、えよう n

文 献

岩手楠物の会 1970 者手県柏物誌 703 pp. 

宮脇 附・佐 木々寧 1980 下北半島周辺の植生 256pp. 

大場達之 ・菅原久夫 1978 海崖前線の先駆群落ーハマツメクサ群綱ー北陸の植物 25: 173～190. 

TATEOKA, T. 1970 A cytotaxonomic study of the Genus Puccinellia (Graminea巴〕 inJapan目 Bull.

Nat. Sci. Mus. 13 ( 4) : 703-713. 

TA  TEO KA, T. 1971 observation on a mixed population of Puccinellia nipponica and P. kuri-

lensis (Graminea巴）.Bull. Nat. Sci. Mus. 14 (2) : 241-246. 

"" ¥ 0.ク
ι，， 

図 3. ヒダカミセパヤ群集の分布

Sedetum cauticoli. 

3- ヒダカミセパヤ群集 （表3)

Sedetum cauticoli ass. nov. 

標徴種・ヒダカミセパヤ

調査 地： 北海道襟裳p1fjl周辺。

地影 ・土壌 ：ほとんど垂直な岩壁の岩隙に生じ西～南斜面に多く見られる。 海岸の岩壁

に多いが幌満）ii十品、などではかなりの内陸に も及ぶ。

群落の形態 ・ －般に植被率数%内外の疎生群落で岩隙より懸垂するヒダカミセノくヤと岩

隙に固着する若干の維管束植物より成る。

種類構成 ：ヒ ダカミセパヤの他に；；n・在的なものはダイモ ンジソウのみである。 ！irt＇苔矧は
ほとんど共存しなし、。

橋 被 ・11肩数m～卜数mレベル。点在的。
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人為影響 ．極めて急な岩壁にと｜ずるので人為影響は少ないが， 111革家或は111草採取業者ー

による選択的採取が一部に見られるn 保護植物併存；？に指定すべきものと考えられる。

隣接群務 ：より陰1!IT1な岩盤には夕、イモンジソウを主としヒダカミセノtヤを欠く群協が隣

岐して存在する。土撲が保持される岩;jjjl］や大きな岩隙， 緩斜面にはチシマ キンパイ カラ

フトイチゴツナギ群集がある。 更に乾燥した海崖前線にはハマオトコ ヨモギ コハマギク

群集が普遍的に生ずる。

分 布 ：傑裳岬周辺に限られる ものと考えられる。

Jr下落分担 ：アオチャセ ンシダ併綱， イワキンパイ群目，イワキンパ イ併団に属するもの

と考えられる。

文 献（全般〉

大場達之 1979～1980 日木の海岸植生類型 1～3，海洋と生物 4 : 55-64, 5・・61-65, 6 : 

52-55, 7 : 107 109, 8 : 187-189, 9 : 299 303, 10. 378-382, 11 : 449-451. 
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ノイバラ群綱の分類

大場 達 之 ・昔 ）JJI 久 夫

Versuch zur Systematik der japanischen Mantel Gesellschaften 

-Rosetea multiflorae OHBA, MIYA w AKI et TOXEN 1971-

von 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SuGAWARA* 

Synopsis 

In der gemal3igten und subtropischen Breiten z. B. Mantel-, Hecken-, Shlag-, 

Fluf3bett-und Bruchgesellschaften AuGer den gedeihen mehrere Gebiisch Gesell-

schaften FluBbett-bzw. Bruchgesellschaften zeigen all diese Gebiischgesellschaften 

ahnliche Sippenzusammensetzung. Hier sind besonders zu nenn巴ndie reichlich 

vorkommenden Gattungen wie: Rubus, Rosa, Clematis, Vitis, Rhamnus, Loni-

cera, Sambucus uncl Viburnu1何 InEuropa werden die Gebiische-Gesellschaften 

in eine eigene Klasse der Rhamno-Pruuetea zusammengefaBt. In Japan enthaeten 

jedoch Gebiischgesellschaften weitere Gattungen wie Hydrangea, Deutzia, Diosco・

rea, Pueアaria,Actinidia, Aralia und Pleioblastus. Sodas man cliese japanischen 

Gebiische-Gesellschaften in eine eigene Klasse cler Rosetea multiflorea 0HBA, 

M1v八WAKI,et TOxEN 1973 gestellt hat. Bis jetzt ist jecloch cler Aufbau und Umfang 

der Klasse noch nicht ganz gekliirt. 

Wir beschaftigen uns seit langem iib巴rdie Syntaxonomie dieser Gebiischgesells-

chaften, und berichten hier iiber die Ordnung Dioscoreo-Puerarietalia lobatae 

0HBA 1973 die den Kern cler Klasse Rosetea multiflorae bilclet目

Die Klasse Rosetea multiflorae wird auf3er der Orclnung Dioscoreo-Puerarie-

talia lobatae 0HBA 1973, der aus Mantel , Hecken-uncl Schlaggesellschaften 

eutropher Stanclorten zusammengesetzt ist, noch von der Orclnung Rosetalia rugosi 

01-1日A,M1vAWAK1 et TOxEN 1973, die dur℃h die Diinengebiische an cler Meereskiisten 

Norcljapans gekennzeichnet ist, uncl cler Orclnung Weigelo-Alnetalia firmae 011sA 

et SucAwARA 1979, die durch die Pioniergebi.isch巴anoligotropher Standorten darge-

stellt wird, gebildet. 

Der Verteilung der haupt Gebiische-Syntaxa (auβer Salicetea sachalinensis und 

Alnetea japouicae) wird auf Tabelle 1 gezeigt. 

佐沼津市 加j際学園高校
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16 大場 ・菅原 ：ノイバラ群綱の分類

Tab. 1. Der japanischen Gebtischeg巴sellschaft巴nund der巴nhaupt Stander t巴n.
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Roseta!ia rugos1 

Rosetea multiflorae 0HBA, MrYAWAKI et TOxEN 1973 

Kennarten: Pueraria lobata, Celastrus orbicz，.』latus,Smilax china, Sambucus 

sieboldiana, Cocculus trilobus, Clematis terniflora. 

Areal・ Japan, Kor百land China. 

Rosetalia rugosi 0HsA, M1vAw八K1et TOXEぶ 1973

Kennart: Rosaァugosa.

Areal: N-Japan und Kurilen. 

Japanische Diinen-Gebiische. 

Weigelo-Alnetalia firmae Or-IBA et SucAwA11A 1979 

Kenntaxa: Alnus-sectio Bifurcatα，防1eigela-sectioWeigela, Salix vulρina-

Gruppe, Coriariαjaρonica, Buddleja japonica. 

Areal: Japan. 

Pioniergebiische auf oligotrophen Bりden.

Dioscoreo-Puerarietalia lobatae OH日A1973 

Kenn art；巴n・Paederiascandens var. mairei, Aralia elata, Rhus javanica, 

Vit£s ficifolia var. lobata, Wisteria floribunda, Stachyurus Jうraecox,

Akebia trifoliata, Marus bombycis, Akebia quinata, Clematis japonica, 

Ligustrum obtusifolium, Broussonetia kazino/<.i u. a .. 

Japanische Mantel-und H巴ckengesellschaften. 

Cierodendro trichotomae-Mallotion japonici 0HBA 1971 (Tab. 4-A〕

Synonym. Villebnmeo-Tremion orienlalis K. Suzu1<1 1979 

Kennarten : i'vf allot us j aρonicus, Clerodendron trichotomum, Fagara 

ailanthoides, Albizia julibrissin, Caesalpinia jaρonica LL a. 

Areal: Honshu, Shikoku, Kyushu, Ryukyu-und Ogasawara Inseln. 

Schlag und Mantelgesellschaften vor 呂llern im Camellietea japonicae 

Gebiet. 

Rubetum croceacanthi sieboldii K. SuzuK1 1979 (Tab. 4-1〕

Synonyme. Rubetum maximowiczii-sieboldii K. Suzu1く11979, Rubo grayani-

Miscanthetum sinensis K. SuzuK1 1979. 

Kennarten: Rubus croceacanthus, Rubus grayanus. 
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Areal・ Yaku-shima uncl Ryukyu-Inseln. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahmen. M1NowA in M1v.HvAK1 (eel.〕1980(4), 

K. SuvuK1 1979 (14). 

Buddleja venenifeアa-Hibiscusmutabi・lis-GesellschaftM1NowA in M1vA・

IVAKI (ed.) 1980 (Tab. 4-2). 

Trennarten: Buddlieja vene河ifera, Hibiscus mutabilis, Glochidion 

obovatum. 

Areal: S Kyushu, S-Shikoku. 

Nachweis cler Veg巴tationsaufnahmen・M1NOW八 inM1vAwAK1 (eel.) 1980a (10). 

Clerodendro trichotomum f. yakusimensis-Tremetum orientalis K. 

SuzuK1 1979 (Tab. 4 3). 

Kennarten: Villebruneaρedunculata, Trema oγientalis var. orientalis, 

Calli carρα shikoilianα． 
Areal・ S-Kyushu und Ryukyu Inseln. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahmen: K. Suzu1<1 1979 (10〕.M1NowA in M1-

YAWAKI (eel.) 1980a (ll), 0HBA uncl SucAwARA 1978 (4 n. p.). 

Rubo hirsutae-Aralietum elatae M1vAWAK1 et al. 1971 (Tab. 4-4〕

Synonyme: Rosa sambucina Cleroclenclron trichotomum-Ges. MドAWAKIet 

al. 1972, Mallotus japonicus-Zanthoxylum ailanthoicles community I rnw 

1973, Rlrns sylvestris Zanthoxylum ailanthoicles-Ges目 M1vAwAK1et al. 1973, 

Clerodenclron trichotomum-Rhus javanica-Ges. M1vAWAK1 et al. 1974, Aralia 

elata-comrnunity NAKANISHI, HA1TOH1 & TAKEDA 1976, Cleroclenclron tricho-

tornurn-Mallotus japonicus Ges. M1vAWAK1 ei. al. 1976, Rubus crataegifolius-

Aralia elata-Ges. 0HB八 inM1vAWAK1 (eel.〕1977,Fagara ailanthoicles Linclera 

citriodora Ges. M1vAWAK1 et al. 1980b, Albizia julibrissin Ges. M1vAWAK1 et 

al. 1980b, Broussonetia kazinoki G巴s.M1vAwA1<1 et al. 1980b 

Areal: Honshu, Shikoku uncl Kyushu. 

Subass. von Lindera citriodora 

Trennart: Lindera citriodorα 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: how 1973 (3), TovAMA, how & KA-

wASATO 1978 (13), M1vAWAK1 et al. 1980b (4). 

Typische Subass .. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahrnen: M1vA W八K1et al. 1971 (ll). clgl. 1973 

(2), dgl. 1974 (2), clgl. 1976 (1〕，dgl.1977 (2〕，NAKANISHI,HAT 「ORI& TAK EDA 

1976 (18), how 1973 (7), SAITO 1974 (3), clgl. 1979 (1), 01rnA in M1YAWAK1 

（巴cl.)1977 (5), 011BA & Su e 八 WAl~A 1977-79 (14. 11. p.). 

Cyathetum mertensianae 0HnA et SucAwARA 1977 (Tab. 4 5) 

Kennarten. Cyathea mertensiana, Callicarρa subρubescens. 

Ar巴al.Ogasawara-Inseln. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahrnen: 01・1BA & Sue川VARA1977〔9),

Tremetum orientalis var. argenteae 011BA et SucAWARA 1977 (Tab. 4 6). 

17 



18 大場 ・菅原 ：ノ イバラ群綱の分類

Kennart: Tremαorientalis var. argentea. 

Areal: Ogasawar・a-Inseln.

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: 0HBA & SuGAWARA 1977 (12〕

Hydrangetum macrophylla f. normalis-involucratae var. idzuensis 

0HBA 1971 (1975) (Tab. 4-7) 

Synonym: Hydrangeo-Hydrangetum invoiucratae 01・1BA 1971 

Kennarten: Hydrangea involucrata var. idzuensis, Stachyurus praecox 

var. mαtsuzakii, Vitis ficifolia var. izuinsulαァis,Di oscorea seρtemloba 

var. sititoana. 

Areal: Izu-Insein. 

Nachweis der Vegetationsaufnahman: 0HBA 1971 (4), 0HBA & SuGAWARA 

1980 (2 n. p.). 

Moretum australis var. hachijoensis ass. nov. (Tab. 4-8) 

Synonym: Marus kagayamae Geselischaft 0111iA 1971. 

Kennart: Jli[orus australis var. hachijoensis. 

Areal: Izu←Insein. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen・0HBA1971〔3).

Deutzion crenatae ail. nov. (Tab. 4-13〕

Synonym: Euptelion polyanclrae HARADA in M1vAwA1<1 et al. 1977 

Kennarten: Deutzie crenata, Lonicera jaρonica, Dioscorea tokoro, Rosa 

multi/lore, Dioscorea jαρonica, Rubia akane, Smilax riρaria var. ussu-

riensis, Euonymus sieboldianus var. sieboldianus u. a. 

Areal: Honshu, Shikoku und Kyushu. 

Pueralio-Humuletum japonici M1vAWAK1 et al. 1976 (Tab. 4-9) 

Synonyme: Galium suprium f. strigosus-Pueraria lobata Ges. INouE m 

M1vAwA1<1 1972, Berchemia racemosa-Stauntonia hexaphylla-Ges. M1vAwAK1 

et al. 1980, lmperata cylindrica var. koenigii Pueraria lobata Ges. M1vAwAK1 

et al. 198ob・ 

Kennarten: Cayratia jaρonica, Trichosanthes cucumeroides, Humulus 

jaρonicus. 

Areal: Honshu, Shikoku und Kyushu. 

Subass. von Lycium chinense. 

Synonym: Lycium chinense-Rosa multifiore-Ges. M1YAWAK1 et al. 1976. 

Trennart: Lyciu1何 chinense.

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: 0KucA 1978 (4), M1vAwAK1 et al. 1976 

(1), 0HBA 1979 (3 n. p.). 

Typische Subass. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: lNouE in M1vAwA1<1 (ed.) 1976〔26).

0HBA (2Q n. p.）目

Clematidetum terniflorae M1vAWAK1 1968 (Tab. 4 10) 

Synonyme: Rosa multifiora-Stephanandra incisa-Ges. M1vAwAK1 et al. 1971, 
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Kenia japonica Stephanandra incisa Ges. M1vAwA1<1 et al. 1971, Pueraria 

lobata Arundinaria chino-Ges. M1vAwA1<1 et al 1972 p. p., Deutzia scabra 

var. sieboldiana-Ges. !NouE in M1vAwA1<1 (ed.) 1972, Morus bombycis-Ges. 

lNouE in M1vAWAK1 (ed.) 1972, Rhus javanica community 01<uToM1 et al. 1975, 

Pueraria lobata-community MocH1zu1<1 1979, Broussonetia kaempferi Deutzia 

crenata Ges. M1vAwA1<1 et ai. 1980b, Caesalpinia japonica-Ges. M1vAWAK1 et 

al. 1980b, Sinomenium multiflora-Rosa multiflore-Ges. M1vAWAK1 et al. 

1980b, Calystegia japonica-Rosa multiflora-Ges. M1vAWAK1 et al. 1980b, 

Glochidion obovatum-Ges目 M1vAwAK1et al. 1980b. 

Kennarten: Steρhanandra incisa, Viburnum dilatatum, Rubus Parvz二

folius (d.). 

Areal: Honshu, Shikoku und Kyushu. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: M1vAWAK1 1968 (10), M1vAWAKI et al. 

1971a ( 4), dgl. 1971b (6), dgl. 1972 (6〕，!NouEin M1vAwA1<1 (ed.) 1972 (26), 

OHBA & HAsrnoo 1978 (3 11. p.), 0HBA & Suc1vAMA 1974 (5 11. p.), 01<urnM1 et 

al. 1975 (8). 

Pleioblastetum simonii M1NAMIKAWA 1970 (Tab. 4-11) 

Synonyme. Nipponocalametum simonii M1NAMJKAWA 1970, Arundinaria si-

monii Ges. S1-11NODA in M1vAwH1 (ed.) 1972, Arundinaria simonii Ges. M1vA-

wAK1 et al. 1976a und 1976b, Arundinaria simonii-Ges. M1vAwAK1, MuRAKAM1 

et K. Suzu1<1 1980. 

Kennart. Pleioblastus simonii. 

Areal: Honshu, Shikoku und Kyushu. 

Nachweis der Vegetotionsaufnahmen: S1-11NODA in Ml¥'AWAK1 (ed.〕1972(12), 

MJNAMIKAWA 1970 (2), 0HBA (9. n. p.), M1vAwA1<1 et al. 1976a (1〕，dgl.1976b (2). 

Pleioblasto chino-Miscanthetum sinensis M1vAwA1く11971 (Tab. 4 12) 

Syno11ym . Arundinario chino一Miscanthetumsinensis M1vAwAK1 1971 

Kennart: PLeiob!astus chino var. chino. 

Areal: SO Honshu. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: M1vAwAK1 et al. 1971a (21), dgl. 1971b 

(11〕

Pleioblastetum chino ver. gracilidis ass. nov. (Tab. 4 13〕

Syno11ym: Arundianria vaginata-Miscanthus sinensis-Ges. K. SuzuK1 in 

M1vAWAK1 (ed.) 1972. 

Kennart: Pleioblastus chino var. gracilis 

Areal : Hakone und dessen angrenzend巴nGebiete. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen・K.Suzu1<1 in MrvAWAKJ 1972 (4). 

Hydrangeo involucratae-Eupteretum polyandrae M1vAWAK1, 0HBA et 

MuRASE 1964 (Tab. 4-14) 

Kennarten: Hydrangea involucrata, Euρtereaメ＞olyandra.

Areal. Honshu. 
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Nachweis der Vegetationsaufnahmen. Mr、AWAIく1,OllBA et MuRASE 1964 (10), 
MrYAWAl<I, 01くじDAet K. FuJ1WARA 1971 (3), M1vAwA1<1 et al. 1977 (5), NA1<八一

YAMA in M1vAwAK1 （巴d.)1979〔6),O:;sA et SucAWARA (2 n. p.). 

Rubetum ribesioidei ass. nov. (Tab. 4-15) 

Kennart: Rubus ribesioideus. 

Areal: S Honshu und N Kyushu 

Nachweis der V巴getationsaufnahmen: Om3A巳tSuGAWAI~A (7 n. p.). 

Rubetum boninensis 01rnA巴tSuGAWARA 1977 

Kennart: Rubus boninensis. 

Areal・ Ogasawara-Inseln. 

Rubetum trifidii ass. nov.〔Tab.4 16) 

Kennart. Rubus trifidus. 

Areal: Izu Inseln, So Honshu. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: OH日Aet SucAWARA (21 n. p.). 

Actinidio-Vition coignetiae MrvAWAKI et al. 1968 (Tab. 4 c〕

Kennarten: Vitis coignetiae, Actinidia arguta, Hydrangeaρaniculata, 

Actinidiαlwlomi!?ta, Sambucus sieboldianus var. 1勾iquelii,Smilax sie 

boldii LL a. 

Areal: Honshu, Shikoku, Kyushu uncl Hokkaido. 

Tripterygio Vitetum coignetiae ass. nov. (Tab. 4 17) 

Synonyme: Aralia elata Rubus crataegifolius Ges. MrvAwA1<1 et K. FuJtWARA 

1971, Hydrangea paniculata-Actinidia arguta-community loE et KAMEYAMA 

1972. Tripterygium regelii Ges. M1v Aw Al<t et al. 1968. 

Kennarten: Triρterygium regelii, Leucothoe grayana var. oblongifolia. 

Areal. NO-Honshu und Kii一Halbinsel.

Nachweis d巴rVegetationsaufnahmen. M1vAwA1<r et al. 1968 (4), M1vAWAK1 

et K. FunwA t~A 1971 (6), IDE et KAMEYAMA 1972 (5). 

Vitio flexuosae←Actinidietum argu tae ass. nov.〔Tab.4-18) 

Synonyme ・ Vi tis flexuosa-Ampelopsis brevip巴dunculataGes. 0HBA et SuGA・ 

wARA 1975, Clematis apiifolia-Ges. 0HBA et al. 1979. 

Kennart：γiti s flexuosa. 

Areal : Pazifik S巴itedes Honshus. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahmen: 0HBA et al. 1979 (5), 011sA et SucA-

WARA 1975 ( 4), c[g］目 （3n. p.), Or1BA et HAs111r〕0 (3 11. p.). 

Dioscoreo-Vitetum coignetiae MrvAWAKr et al. 1968. (Tab. 4-19〕

Kennart巴n:Dioscorea niρρonica, Schizoρejうonbryoniaefoliα，Euonymus 

sieboldianus var. sanguineus, Dioscorea se1うtemloba,Corylus siebol-

diana, Cynanchum caudatum, Aρios fortunei, Humulus Luρulus var 

cordif olius u. a .. 

Areal : N Honshu uncl Hokkaido. 

Nachweis cler Vegetationsaufnahmen. MrvAwA1什 etal. 1968 (11), 011sA 1973 
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(3), 011sA 1975 (3), 0HBA, SucAWARA et OHNO 1978 (5). 

SDrbario sorbifolia var. stellipilae-Hydrangetum paniculatae ass. nov. 

(Tab. 4 20) 

Synonym: Pachysandra terminalis-Vitis coignetiae-community A1zAwA et 

al. 1979 

Kennarten: Sovbaria sovbifolia var. stelfi1うila,Ribes latifolium, Rubus 

idaeus var.αc uleati ssim us. 

Areal: Hokkaido. 

Nachweis der Vegetationsaufnahmen: A1zAwA et al. 1979 (8) 

Rubo idaeus f. marmoratae-Ribetum sachalinensis M1vAwAK1 et al. 1977 

(Tab. 4-21) 

Synonym. Rubo marmoratae Ribeturn sachalinensis M1vAwAK1 et al. 1977. 

Kennart: Rubus idαeus f. marmoγαtus. 

Areal : V accinfo Pice宕tea-Stufedes Zentral Honshu. 

Nachweis cler V巴getationsaufnahrnen:M1YAWAK1 et al. 1977 (4), 01-1BA (2 

n. p.), 0HBA et HAs1-1100 (2 n. p.) uncl 01-1sA et SucAWARA (4 n. p.). 

はじめに

陸上の植物群落を大分すると森林，草原，荒原になる。 森林のうち最も草原に近い部分

は多くの場合低木林の形態をとり時間的， 空間的に森林と草原の聞に介在する。空間的に

森林と草原をへだてているのはマント1H＇務と して総称される低木群稀である。 これらマン

ト若干1irは自然の状態では森林を 巾狭く縁取る帯状乃至線状の植分を形成するに過ぎないが，

人聞が森林を破l衷するにつれて草原と共に面積をj広大し，人間の生活空間において重要な

地位を占めるに至っている。

日本ではマント群溶（MantelGesellschaft ， 林~とも訳される〉の名称はかなり 普遍し

ているが， 実際のマントH下落がどのような内容を持つものであるのかが明らかでなく，群

務の休系的把握が他の植物rt干落に較べて著しく遅れている。 各地の植生誌のま郎、を見ると
森林や自然草原については詳細であるにも係らずマン ト群治は数個の植生調査を掲け、るだ

けで済まされているのが曽通である。 若者は一地域の植物H下落目録を基礎に群務集団，長

域単位などの体系化を試みているが， マントjf宇治など一部の植物群務の体系化が不充分な

ために著しく不都合を感じている。 マント群落のように広域に普遍的に生ずる植物社下落の

体系化には多くの困脱があるのは承知しているが， まず第一歩として従来記録のある群務

を中心に現段階での仮の体系をあえて提示することにした。 本報に欠捺するマントJ洋落の

12.<:はかなりの数になると忠われるが， 今後広域からの資料収集に努めたいと考えている。

マント1作溶とは森林の縁辺には低木， つる植物などの群落が発達することが多く 3 それ

があたかも森林がマントを着ているが如く森林内の温温度を保全し 3 強光の射入を防いで

いることからの名である。 即ちマ ント j作活とは森林を縁取る とLづ機能からの名であって，

そのn下訟は多様である。 日本でいえばノイバラR干綱を始めとしてブナ群綱，ヤブツノ4キjff
綱，ダケカンハーミヤマキンポウゲJ洋側， オノエヤナギ群綱などの諸1~~泌がマン ト Jt下落と

して機能していることが認められる。 しかし一般に見られるマント群落はノイバラ群綱に

属するものが多く，マント群落イコールノイハラii同町と考えられている商もある。

21 



22 大場・菅原：ノイバラ群綱の分類

ノイハラ群綱は日本の砂浜の植物群落の研究に際してハマナス群落の所属すべき群綱と

して設定されたが，その内容は砂浜の低木林に限らずヨーロッパの Rhamno-Prune tea 

に対応すべきものとして構想された（ 0HeA, M1YAWAK1 und TOxEN 1973）。その際には R.

TOXEN教授が日本で得た多数のマント:ll'f溶の調査資料が基礎になった。ノイバラj洋綱に所

属すべき群落としては， 砂浜の低木群落のほか一般のマント j~'f.落の大半，草地，路傍など

に独立して生垣状をおす低木群落， 崩壊地，伐採跡地なとに生ずる先駆低木群溶などが挙

げられる。 従ってノイハラ群綱の内容を一口で表現するならば日本古来のミやぶミのよう

な諮が適合する。

ノイハラ群綱

Rosetea multiflorae 0HsA, M1vAwAK1 et TOxEN 1973 

襟徴種 ：クズ，ツルウメモドキ，サルトリイバラ，ニワトづ？アオツヅラフジ，セン

ニンソウ

つる植物と低木の混合群落またはそれぞれ単独の群落。 高さ数mレベル～ ト数mレベル。

稀にそれ以上に達する。 幅数m～十数mレベノレの帯状群落として森林縁辺に生ずることが

多いが，先駆的植分では面的にひろがることもある。垂直的には 1～2層構造で，地表の

革本層は通常極めて少なし 出現する種は隣接するヨモギ群綱からの偶生種であることが

多い。 つる植物は多年草と藤本を含む。低木を含めて種子散布は鳥によるものが多く， j試

によるものがそれに次ぐ。 一般に安定的な植分では鳥散布型の種が多く，先駆的植分では

風散布型の種が卓越する。安定的植分は密集計下落となることが多く ， 小鳥の生活環境とし

て重要な意味を持つ。 発達した安定的植分では他の植物群落類型に比較して鳥の採飼， 営

巣，休息に利用される頻度が極めて高い。 開放空聞から森林への円滑な移行に果す役割と

相まってノイハラ群綱の諸群落は景域保全に重要な役割を果すものといえる。

ブナ群綱域に最も広 く分布し，ヤブツバキ群綱にも普遍的である。一部コケモモ トウ

ヒ群綱域にも及ぶが， ここではその空間的地位をダケカンハー ミヤマキンポウゲ群綱に譲

っているのが普通である。

ノイバラ群綱の形態的， 生態的，種類構成上の独立性はかなり明らかであるが，次の諸

群綱に隣接しまたは近似した空間を占めるので構成種に移行が見られるこ ともある。

ブナ群綱 ：ノイバラ群綱の諸群落にはフナ群綱の林縁に生ずるものが多く， 何等かの原

因で森林が疎生的となり環境が陽性に傾くと林内にノイハラ群綱の種が浸入することが見

られる。特にクヌギ ・コナラ林のような薪炭林ではそれが著しL、。 伐採，手入れの頻度の

高い林ではノ イハラ群綱に限らずヨモギ群綱などの林縁の植物群落の種の侵入が多いが，

森林が成熟安定に向うにつれてそれら林縁の種類は森林内から漸次搾出されていく傾向が

認められる。

また主としてヤブツハキ群綱に見られるエノキとムク ノキを主とする肥沃適湿（やや多

湿〕士山の夏緑林は群；結の形成が短期間で足りる先駆Ji下落的性格を有しており 3 クサギアカ

メガシワ群団の極または群落と併立または混合することが認められる。 これらエノキ，ム

クノキ群落とクサギーアカメガシワ群固との区画は更に研究せねばならないが， ミズキ，

クマノミスキ， ノク守ルミなどはなどは丁度この両者の聞に生態的地位が位置しているよう

に見える。 これら先駆的でしかもかなり持続的な高木林については別に報告することとし，

本報ではミズキ P クマノミズキ等を一時的にノイハラ群綱の種類として取り扱っておく 。
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Bull. Kanagawa Pr巴fMus. No. 12 D巴cember1980 

ブナ群綱の種として認みられているもののうちには好陽性が強く， 林縁に多く出現して

マント群務を形成するものがある。 リョウブ，ヒロハツリパナなどはその例であるが今回

はこれらはブナ群綱に属すべきものと判断した。

ヤブツハキ群綱：照葉林域においてノイハラ群綱は夏緑性の低木を主とするので， その

識別は容易であるが， 常緑性の低木および、つる植物によるマント群落が存在し，その所j謁

に問題が存する。 即ちビナンカヅラ，カギカヅラ，マサキなどの群落がそれである。これ

ら群落はノイバラ群綱に所属しないものと判断し， その取扱いについては後考を期したい。

オノエヤナギ群綱：河原のヤナギ林は低木林から高木林までを含むが， その好陽的性格

はノイバラ群綱に近似する所が多く， 河原のヤナギ詳綱の群落中lこノイバラ群綱の種類が

混在することが普通である。 特にノイバラ群綱中の貧養地に生ずるニシキウツギーヤシャ

ブシ群目とオノエヤナギ群綱とはその習性に近似する点が多く， 相互にかなりの種が侵入

混合することが認められる。

ハマゴウ群綱：日本の南半部の砂浜の低木群落を一括したハマゴウ群綱はその立地が北

日本のハマナス群目と対応し， ノイハラ群綱に近似した性格を強く持っている。或はハ 7

コウ群落はノイバラ群綱の群目として扱うのが妥当であるかL知れない。

ヨモギ群綱：林縁のすそ群：溶を主体とするヨモギ群綱は多年草を主とする群落であって

ノイハラ群綱の低木群落とは明らかであるが， キイチコ属の一部の種はヨモギj洋綱中によ

く共存し革本的生活をしているものが見られる。 クマイチコ＼ニガイチゴ， ミヤマニガイ

チゴ，クサイチコなどがその例であるが， 我々はこれらの種の生活の本拠を ノイ バラ群綱

にあると仮定して作業した。 この点は今後再検討の必要がある。

ススキJ附岡：ススキ群綱は多年草を主とする貧養～仁F＇性， 乾燥～中性立地の草原と規定

できるが，従来報告された群落中lこはかなり低木の種類を含んでいる。特にマルパハギ，

ヤマハギなどのハギ類， テリハノイバラなどの低木が真にススキ併綱に属するものである

のか．或はノイハラ群綱に本拠を有すると解すべきかは論議の予士山がある。

ハンノキ群綱：ハンノキは極端に湿潤な場所から中性環境の二次林にまで生じ， もしタ

イワンハンノキを同一種とするならばその育地は崩壊地にまで及ぶ。 このうち最も湿潤な

部分がヨーロッパの Alneteaglutinosaeになら ってハンノキ群綱とされるが，この群

綱には標徴種を欠く 。ヨーロッパの Aleteaglutinosaeもまた楳徴種が欠蒸している。

要するにハンノキ群綱はその独立性が疑しく， 従来のハンノキ群綱に算入されていた群落

の大部分はフナ1洋綱に編入されるであろう 。 しかしイソノキ， ミヤマウメモドキ，ウメモ

ドキ， イボタノキ等を主とする湿地の低木群落あるいはハン ノキ林のマント群務はノイバ

ラ群綱に編入するのが最も適当であろうと考える。 しかしこれにはハンノキ群綱全体の再

検討を要するので本報ではこれら湿地の低木群落についてはふれなかった。

ハンノキ群綱以外のiilll地低木群落としてはホザキシモツケの群務があるが， これもノイ

バラ群綱に入るべきものであろう 。

コメツツジーハコネコメツツジ群綱：ブナ帝の風街地， 岩角地に主として生ずるコメツ

ツジ類の群落は低木抑落であって ノイバラ群綱に近似した性格， 即ち森林と草原の中間に

位置する。べニパナツクパネウツギ，ハナヒリ ノキ類などは両群綱にわたって生じている。

ブナ帯以上に生ずるガクウラジロヨウラク，スノキ類， シモツケ属などについても同様

な問題がある。 これらについては今後更に検討を進める心算である。

ノイバ ラ群綱の分布域は現在確定できないが，構成種の分布からすると 日本，朝鮮，中

23 



24 大場・背原 ：ノ イハラ鮮綱の分類

固とその周辺地域ということになろう。 以下群日以 Fの各群格単位について記述した分ギ1-i

域は構成種の分布域からJfl!Lしたものである。

ハマナス群目

Rosetalia rugosi 0HBA, M1vAwA1<1 et TuxEN 1973 

時徴 T!l－ハマナス
北日本の海岸砂丘の後方に密な低木林市ーとして生ずる。 1frtIJ,1n集等の詳利｜については

01-1s八，M1vAwA1<tuncl TuxEN 1973を参照。前記論文では独立の群目としたが，或は卜コロ

クス昨日の一群固とするのが妥当であるかも知｜れないの

ニシキウツキーヤシャブシ群目

Weigelo Alnetala firmae 0HBA et S uGAWA l~A 1979 

t:~i1数分）j~群 ・ ニシキウツギ属タニウツギ節， ハンノキ属ヤシャブシ節2 ヤナギ属キツネ

ヤ ナ ギ~l'! , ドクウツギ， フジウツギ。

崩l衷i也， 火111l天主M；士山などの先日区植物i配給。 この群uについては 011rAuncl SucAWARA 
1979参！！札 尚同論文で新昨団としたエゾニ ワトコーパツコヤナギ問団はこの桝目に所属す

るものと考えているが，これについては別に報告する予定であるの

トコロークズ群白

Discor号。－Puerarietalialobatae OasA 1973 

叫徴相 ：キブシ，ヤマクワ，ヤマウコギヲ コウゾ，フジ 3 ナツフジ p キカラスウ リ，

マタタピフハンショウスノレ，ク マヤナギなど。

恒知楠成 ：ツル植物と低水から成 り，液巣を結んていμにより分布をひろげる種頬が多い。

t.or.町古

)ff Orn 

＇＂＂印可

。勺開

c;c? 

cffe 

図 1. クサギーアカメガンワ群図の分布

GesamtareaJ von Cierodendro-Mallotion. 
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Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 December 1980 

ツル植物は！除本と多年生のものが多く 3 一年生ツノレ1直物は少数てvある。

』下誌の形態 ． 密集した高さ数m～十数mの群）~。 自然的な永続的な植分ては111m数m内外

の帯状で森林を縁取るが， 伐採跡地などの二次的植分では而としてひろがる。草木層は少

なく，ヨモギ群綱の種，または森林の林床の種類が大Ii［）分を占める。

環 境．林縁，伐採跡地3 刺地の境界，農道周辺，河原、，土手など。不定期に数年紅

J去の間隔でメljり取り等の入手の入る所に多く生ずる。

分布域 ：群綱の分布域とほぼ同じと考えられる。

群落分類・これまでに報告されている諸資料を総合すると次のような群聞が区分できる。

クサギーアカメガシワ群団

Clerodendro Mallotion 0HBA 1971 

標徴種 ：アカメガシワ？カラスザンンョウ，イヌピワ， グサギ，ホウログ イチゴ，ア

オモジ，イイギリ，ハマクサギなど。

種類構成 ・主として粗六分校， 急速生長型の低木～ill:i高木を主とし，ツノレ植物をともな

つ。

群落の形態：密集した低木～亜高木林， 遷移後期の退化相ではツル植物の少ない亜高木

林となる。

環境 ・ 温暖，肥沃，適湿な林縁または伐採跡地，道路泣く而など の 特にi~n 、土壌を好む 。

分布域 ：本州！こ｜コ自［）以南，四匡I,/t..)・l・I，琉球コ 主として照民林帯に分布し，本州北部お

よび北海道にも断片的植分が見られる。に｜コ匡｜南部，台湾にも分布が及ぶものと考えられる。

群部分担 ：これまでに報告された群集でこのH、F団に所属するものとしては次のものがあ
る。

リュウキュウハライチコ ホウロクイチコ群集

Rubetum croceacanthi siebol.dii K. SuzuK1 1979 

標徴種．リュワキユウノtライチコ，リュウキュウイチコy ウラジロカンコノキ（cl.)

分布域 ・九州、岡部，琉球。

リュウキュウイチゴ ススキ群落〔鈴木1979）としてススキ併綱のものとして記録され

ているものも種類組成上本群集に帰結する。

宮脇ほか1974が名瀬市から報告したリウキュウイチコー ウラジロエノキ 1 ：：~落は， その組

成表からすると本群集の極と後出のアマクサギーウラ ジロエノキ群集の種が全く共存し，

区分ができない。鈴木1979はこれを区分したが吏に検討を要する。

ウラジロフジウツギ フヨウ群落

Budd!eja venenifera-Hibiscus mutabilis Gesellschaft 

識別種 ウラジロフ ジウツギ，カンコノキ，フヨ ウ 〔？〉

分布 域 屋久z烏から記録され四国にも及ぶものとJfl定される。

後述のアマクサギ ウウラジロエノキ1W集によく似た組成を有するが， より乾燥，内問

地に生ずる。 独立の群集とするかアマクサギーウラジロエノキ群集の下位'i＇位とすべきか

更に検討を立をする。

アマクサギ ウラジロエノキ群集

Clerodendro-Tremetum orientalis K Suzu1くI1979 

25 



26 大場・菅原 ：ノイバラ群綱の分類

標徴種 ：アマクサギ，ハドノキ，ウラジ ロフジウツギ，ハスノハカヅラ， ウラジロエ

ノキ，ハマサノレ トリイバラなと。

分布 域 ：九州、｜南部，琉i求。

宮脇ほか1980のウラジロ フジウツギーフヨウ群訴はこの群集に合められるかと思う 。

マルハチ群集

Cyathetum mertensianae 0HoA et SuGAWARA 1977 

標徴種 ：マルハチ，オオパシマムラサキ

分布 域 ：小笠原諸島

球琉のアヤへゴの群落も同線にこの群団に包含されるものと考える。 木性シダの多くは

熱帯， 亜熱帯の二次的， 代償的な JtotJ~ を構成する ことが多く ， 極相林の真の構成種となる

ものは少ないらしし、。この点 ］.Sc1,M1rnOsENからも同様の見併を伺ったことがある。

シロガネムクノキ群集

Tarenetum orientalis var・.argentae 0HnA et SucAWAllA 1977 

標徴種 ．シロガネムクノキ

分布 域 ：小笠原諸島

アマクサギ ウラ ジロエノ キ群集に艇めて近似したものである。 シロガネムク ノキがウ

ラジロ エノ キと区分できないものであるとするならばこの俳集はアマクサギ ウラジロエ

ノキj洋集に吸収される。 ここでは初島 (1976〕の分類学上の見解に従って群落分類上も区

別してお く。

ラセイタタマアジサイーガクアジサイ群集

Hydrangetum macrophyllae-involucrata var. idzuensis 0HoA 1971 

標徴種 ；ラセイタタマアジサイ，シチトウエヒヅル，シマウチワドコロ。

分布 域 ：伊豆諸品。

後述のタマアジサイーフサザクラ昨集にやや近似したものであるが群団は別のものと考

える。

ハチジョウグワ群集

Moretum australis var. hachijoensis ass目 nov.

標徴種 ：ハデ ョウグワ

分布 域 ：伊豆諸島

先にハチジョウグワ群落として報告したものである。

クサイチコータラノキ群集

Rubo-Aralietum elatae MllAWAK1 et al. 1971 

識別種 ・クサギ（アマクサギ ウラジロ エノキ群集に対して〉。

分布 域 ：木州，四国，九州、l

クサギーアカメガシワ群団のうち本州、｜中南部から四匡／，九州の穴部分に生ずる摘分はク

サギ，アカメガシワ，ヌルデを主としよく似た群務を形成している。しかし群溶の構成種は

南ほと豊かで，北上するに従って貧化する。その著しい例はアオモジーとカラスザン ショ

ウで，アオモジは九州中部以南に限られる。 カラスザン ショウは本州北端近くまで分布す

るが，本州の中北部て、は海岸にほぼ限定されて内陸には極めて少なL、。 この両極に注目す
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るとクサギーアカメガシワ群団の残部はカラスザンショウとアオモジを有する部分， カラ

スザンショウのみを有する部分， 同障をともに欠く部分とに3分できる。この両極を欠く

ような群落については既にクサイチゴ タラノキ群集の名がある。 この群集名はその実体

に対して適切ではないが有効な先行名であるから群集を大きく見て上記の3/'.ff）分を総合し

てクサイチゴータラノキ群集のー卜に一括することにしたい。 また下位区分としてはアオモ

ジI凶作集と典型亜群集の2個のみを認めておく η 北上するに従って食化する群集を細分す

るとなれば際限がないからである。

琉球からはクサギーアカメガシワ併団に近似の群：結が数個記録されている。 即ちオオノt

ギ，クス ノハガシワ，ウラジ ロアカメガシワ，タイ ワンクズ，イ ルカンダ等の1洋治：である。

このうちオオパギ群務はヤブツバキ群綱に収容されることがあるが『 これは不適当と考え

る。琉球のこれらの先駆低木群？客には／イハラ併綱の種が少なく， 多く は近似の別の種に

置き換っている。これらの群落がノイバラ群綱に所属すべきものか， 或は別個のH下綱を成

すべきもかのは更に琉J:jF，台湾， 中国南部等の資料を得ないと結論を下し得なL、。 ノイバ

ラ群綱の主l'.fl）は温帯〈夏緑林帯〉に本拠があり ；｜ヒアメリカ， ヨーロッパ等の同質の群：均年と

対応する種属が多いのに対し， 日本のクサギ一アカメガシワ群団はDE熱帯型の府二j高が多く

ノイパラi洋綱内では異質な感がある。 これを更に追求すればクサギ アカメガシワ群団と

琉球以南の距熱帯～熱千It

伯Zはある。

ウツギ群団

Deutzion crenatae all. nov. 

標徴種 ：ウツギ，スイカツラ， ノイバ ラ， トコロ，ヤマノイモ，マユミ， アケビ，シ

オデ， トキリマメ，モミジイチゴ。

'•OO印n

1000町

2000，η 

～ IOfOm 

Cb 

ζ5フ

ぷ
図 2. ウツギ群団の分布

Gesamtareal von Deutzion crenat:ie. 
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種類仙成 ．主として細～，－，－，大分校，中程度生長の低木とツル植物

I下落の形態 ： 高さ 1 ～数m ， 特に一｜ 数m ／ こ達する密集～ややij/[ ~l:J洋孫。

環 境； 主として向陽，l吃燥地の林縁，特に急斜而に生じ，道路法而等にもえtiuする内
分 布域：本州，匹｜国，九州、｜↓こでLとして分布し北海道にも及ぶと考えられる。

群1＇＆分知 ・かなり 多くのH下集が識別されると思われるが， 現在までの資料て1液認できる

のは次のj作集であるの

クズーカナムグラ群集

Puerario-Humuletum Japonici M1vAWAK1 et al. 1976 

楳 f故障 ．ヤブガラシ，カラスウリ ，ヤブマメ，カニクサ 3 キツネササゲ，カナムグラ。

分布城 ．本州、l，四国，九州、｜に広く及ぶと考えられるが， 我々の得ている資料は関東地

方南部のもののみである。

主としてツル植物を主体に肥沃で土成の深い所に生じ， 人家周辺などに多い。 ！！~%＇林帯

に結びついたものであろうわ 先にクズーカラムグラm集 （古脇ほか1900〕があるが，これ
は放棄された畑地等においてヨモギ川綱の多数の種のHVi存中にクズ， カナムグラが生ずる

もので本lfY＇集としては先日 IU1's，初期的な相と考えられるの 群集の内容からすればカラスウ

リ ヤブガラシ併集のような名が迎、片しているが若 ！の内容変更の度に昨集名を 変えるの

は混乱のもとであるから初出のとおり クズーカナムグラIf下集を起用するの

海岸や河原などに多く見られるクコの群訟はイイ下集に合まれると考える η クコ！lliH下集の

名で扱うことにしたL、。

センニンソウ群集

Clematidetum terniflorae M1、AWAK1et K. Fu11wARA 1968 
i~~ 徴柿 コゴメウツギ，ガマズミ ，ナワシロイチゴ（識別府i），キンギンポグ n

分 布 J誠：本州，四匡l，九州。北海道にも及ぶと考えられるがJi｛［かでない。

向陽型マ ント ~r下訴の典型で， ~~ 山林骨？から夏緑林骨；にかけてJムく 分布する 。 この Ii下予定に

与えられた名としてはセンニンソウli下集 （宮脇ほか1968）最も古い。 これもここに定めた

j洋務の内平年からすればコゴメウツギーウツギJi）＇築のような名の方がより迎当している η

メダケ群集

Pleioblastetum simonii M1N1、MIKAWA1970 
J機微程 ：メ ダケ

分布 J:uJi ： ヱ｜寸｜、｜関東以西， ｜註｜ 国 ， ） ~j、I·[

ササnrの群F存の分紅l上の{l＇［置についてl土定説がw~ く他ιi土 ~.Z. , HY結集団のとりまとめなど

に際して不都合が多かった。今林床性の性格の強いササ属を別として， 我々の生活Mに多

いメダケ属について考えてみたL、。 メダケ属の大部分の種は~論草木ではなく ， また高木

でもwい、ことは明らかで， 生活型よりすれば低木またはそれに近似のー型とするよりほか
はないの ヤブツバキ脱綱J!J£において低木の密集昨落として考え得る群綱はオノエヤナギj洋

綱，ハマゴウ群綱， ハンノ キ群綱そしてノイハラ群綱があるのみである η メダケj同の群訟

が前3者に編入しれ7ないのは耗類梢11x:，立士山その他からして明らかである。 メダケ屈の相

は空間的には草原と森林の，＿，－，問にf1l.ii11＇するか ， あるいはそれに相当するさ｜三厄状の集地とし

て草木川務，－11に独γ／するの また放！＼~1:111 などの二次遷移においても多年草1t下終段階の次に l8 
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現することが多い。 メ夕叩ケ属の種が開放的な林内にf車：；長することがあるが，これは ／イ ハ

ラ君

ないのは明らカ、て”あるσ メダケ属は防士山を好む低木であって，その1：下核は当然分類 l二ノ イ

バラ群綱に帰結する。 メダケ属の名種はそれぞれ独立の群集を成すものと考えられるが，

ここでは従来報告のあるものだけを取 り上げておく 。

メダケ群集は川竹の名があるように河川の岸に密集して生え， また海岸の森林「）＂if縁など

にも生じ一般に深い土；肢を好むの

アズマネザサ ススキ群集

Pleioblasto chino-M.iscanthetum. sinensis M1 YAWAK1 1971 

標徴極 ：アズマネザサ

分布 J:~ ： ；本州中部以北。

アズマネザサーススキ群集はスス群綱に属するものとして発表されたが， その種類組成

を見るとススキ群綱の楳徴種が極めて少なく ， ノイバラ群綱に属すべきものであることは

明らかである。 アズマネ ザサは ウツギJi下回に普遍するので或はセン ニン ソウ群集の盟JI'~集

にでも扱うへきものであろう 。西日木の放牧牧野のネザサ ススキ群集はススキ群綱に属

するものと考えられるが， ネザサの育地すべてがススキ群綱に属するとは考えられない。

放牧圧の加わらない所のネザサ群落は ノイ バラ群綱に属するものであろう。

ハコネグケ群集 （主！？称〉

Pleioblastetum chino var. g:racilis ass. nov. 

襟徴 種 ：ハコネダケ

箱根とその周辺のi-11地に見られるハコネダケの；／｝（＇一裕は高さ2～3mlこ達する密集11下落で，

主としてブナ帯風衝地に発達する。 そのjff落の大dll分は伐採，山火などの跡地に生じた二

次植生と考えられるが， 厚い粗腐f[11iと密集した竹祈にi/}jけ、られて選移が停滞している。

タマアシサイ クサザクラ群集

Hydrangeo involucratae Enpteletum polyandr・aeM1vAw1九KJ,Or・rnA et ML;iiAsE 

1964 

jjW徴種 ：フサザクラ，タマアジサイ 7 ヤマアジサイ 。

分成域 ：：料、｜、｜，四匡／，;Ir.ナ｜、｜

照葉林哨戸上部から夏緑林帯下部に分布し， 礁の多い河床，沢状崩壊地などに先ずる先駆

群落でミヤマグマワラビー シオジ群集などの湿潤林の先駆群落を成す。 乾燥～中＇ti:環境の

ニシキウツギ ヤシャブン群自の諸j伯作に対応するものである。安定した植分ではブナ群

綱の湿性林の構成種が多く混在し， これをもってフナ昨綱の群落であると考えられること

もあるが， これはもとより計二落の退化摘であってタ マアジサイーフサザクラ群集の本来は

先駆的植分にある。 やや1j!Z;;i,、た河床の；lし駆的植分にはヤナギ群落と11.2し，オノエヤナギ群

綱の極が混入することもあり ， このような植分を根拠にオノエヤナギj洋綱に所属させられ

る場合もある。

カシイチコ群集 〈新称〉

Ruhetum trifidii. ass. nov. 

調 斉 地：伊豆諸島の三宅島，大島，作11奈川県の真鶴半島， jjcj1岡県の沼津，富士p 初島
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などで調査資料を得た。 何れも海岸附近であるか伊豆諸島では海抜300m以上に及ぶ。

地形 ・土i装：王F坦地から40度位の斜面にわたって生じ， 主として東斜面に多い。肥沃，

適混で過度に被陰されない場所，即ち 1Elのうち相当時間直射光を受ける場所に見られる。

道路の法面周辺に多いが， 自然崩壊地の縁辺や小崩壊地下端の有機質の多い崩土上にも見

られる。 伊豆諸島では伐採跡地にも生じ，また畑，宅地などの境界に生垣状に生育する。

群裕の形態 ：高さ 1～2.5 m;p;！度の夏緑低木j洋：ぷ。カジ イチゴの幹は直立密生し， ほほ

100%に近い植被を有し，群治下層の植紋は極めて薄い。 カジイチコ地下茎で著しく繁殖

する。

種類構成 ：外見的にはカ ジイチゴの単純群落で， へクソ カズラ，ヤマノ イモ，カラスウ

リなどのつる植物のほか，肥沃地を好む畑地主jt草群落の種，即ちツユクサ， ムラサキカタ

ミミ，オニタ ビラコ，ヤエムグラなどが共存することが多い。

植 被 ・おおむね線状または狭い帯状のひろがりを持つが，伊豆諸島では 1辺数十m

程度の面的ひろがりを持つものも稀に見られる。一般的には1/5000程度の植生図にかろう

じて表現できる程度である。

季 観 ：夏緑性，春～初夏の開花見Flには白花が上lr'rJi雪に咲くので著しい。秋～冬期に

もカジイチコの幹は緑色を持つので他の群落との区画は明瞭である。

人為影響 ：多くの調査地は道路縁など人為的環境下の遷移途中相として生ずるが， 伊豆

諸島などてvは火山灰地の林縁などに自然的なやや持続的なマン トHt・務として生ずる例が認

められる。 ま た沿海地では生i~用な ととして植えられ，またそれが基となって鳥による種

子運搬によって二次的に拡散しているものも見られる。

隣接群落 ：自然的な植分ではイ ノデータブ群集，ヤブコウジースダジ イ群集なと， また

ニオイウツギーオオパヤシャブシ群集， ハコネウ ツギーオオノtヤシャブシ群集にも よく隣

接する。 また群落前縁にはヨモギJj:下綱のすそ群落を ともなうことが多L、。

分 布 ：伊豆諸島，房総，三浦，伊豆などを主分布域とする。 カジイチゴは紀伊半島

から西日本の沿岸に知られ， また日本海沿岸の数地点からも知られている（鳴橋 ・里見

1972〕。しかしこれらの多く は二次的な産地，即ち国内における帰化と考える。カジイチゴ

の本来の分布域はイ ソギクの分布域とほぼ同一ではないかと我々考えている。 二次的なカ

ジイチゴ群集の分布として我々は福島県小名浜でも見ている。

lt下落分類 ：卜位単位は区分できなL、。 上級単位としてはウツギ併団に所属するものと考

えられる。

利 用 ：日本の照葉林域のうち特に沿海部では道路周辺なと人工構築物と自然林との

境界に造成して有効であると思われる。 地下茎の発達により土壌補促力はかなり強く ，向

陽地から半日陰地まで適応力が幅広い。 埋立地などでも有機質を充分供給すれば生埼とし

て有用であろう。

ビロウドカジイチゴ群集 （新称〉

Rubetum ribesioidei ass. nov. 

訊！？青 地 ：伊豆諸島，三宅島の各地7ケ所η 海抜l80mより350mf年l近に至る。低地には

少ない。

士山・形土壌： 北～東斜面の被陰地。 適il量からやや湿潤地を好む。谷ぞいの斜蘭に多く，

二次的に道路の切り割り面にも見出される。 肥沃士山を好む。全くの新鮮な火山灰（スコリ

ア〉 上には生じない。
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Tab. 4. Ubersi.chtstabelle dcr Dios巴。reo-Pucrarietaliarobatae Ohba 1973 (Rosctca multiflorac Ohba, HLyowaki ctτuxen 1973) 

A Clerodendro trichotomae出 !lotionjaponici Ohba 1971 B U曲 目エm crcnatae all. nov. 
1 Ruhet田町田eacanthi-sieboldii K. Suzuki 1979 9 Puer町 臼－HumuletumjaponicL M1yawaki ct al. 1976 
2 BuddleJa venenifera Hibiscus mutabilis-Gesellschaft a Typische Subassoziation 
3 Clcrodcndr。噌Tremetum。ricntalisK Suzuki 1979 bSubass. v。nLye ium ch1nense 
4 Rubo hirsutoe-Aralictum elacac M1yawaki cc al 1971 10 Clcmatidecum ccrniflorae Miyawaki 1968 
a Subass. von Lind era cicriod。ra 11 Pleioblastetum simonil Hinam1kawa 1970 
bτypLSche Subassoziation 12 Pleioblasto ch1no-HLscanchetum si .. ensis Miya~aki 1971 

5 Cyachetum mcrtensianae Ohba ct Sugawara 1977 13 Plc1oblascccum chLno var. gracilis ass. n。v.
6 Tremecum orienralis var argenceae Ohbo et Sugawara 1977 14 Hydrangeo involucracae-Eupcerecum polyandrae MLyawaki eと al

7 Hydrar、getummacrophyllae-involunata var idzuensis Ohbn 1975 15 Rubctum ribesi。idOLass. nov. . 
8 Horetu品australisvar. hachijoensis ass. nov. Rubetum boninensis Ohba et Sugawara (ausgelassen) 

16 Ru.bctum tnfid1i ass. nov 

C Actinidio-Vition coignctL脱出yawakiet al. 1968 
17 Tripterygio VLtetum co1gnctiac aoo. nov. 
18 VLtLo flcxuosac-Actinidictum argutae ass. nov 
19 Dioscoreo-Vitetum coignctiac M1yawaki et al. 1968 
20 Sor'lario-Hydrangctuo paniculatae ass. nov. 
21 Rubo Ldaeus f mormorotoc-Ribetum sachalinensis Miyawaki et al. 1977 

引

一
円
百

。
一2
8

9
4
－
ヲ
』

C
一
均
一

引

幻

市

一
日
叫
同

日開

一
時

幻

時

一
げ
7

日円

一
同
日

B
一
恒

一
同
日

9a 9b 10 

10 ; ' 
ゐ6 J 41 

日

一
9

3

7

一8
b

6

一7
は

5

一6
9

3

一3お
R》ukνubaraichLgo 
R》uk,u-LthLgo
Ura] i rn-kankonokL 

Uraj fro-fuj iutsugi 
Kankonok i 
Fu you 

Hadonoki 
Uraj iro-enokL 
Shima-sarusuberi 
Tosa-rnurasaki 
Yakushiraa-aj Lsai 

Maruhachi 
Ooba-shi箇amurasakL

Shirogane-mukLOokL 

Rase Lt a-ta司aaJ>Sai 
Ha＜ニhLJou-bbusln
Slachitou-obizu四
YanagL-ich五go
ShLn凶－uch孟wadokoro

Hachijou-guwa 

Akamegasluwa 
Inub>wa 
Oumurasah-sh1k1bu 

Iigirエ
ShLmaguwa 

V
I

E

 

－
 

IV 
I 

v v v 
II III V 
I III III 
I . I 
+ II I 

N<.・ 

Zahl der Aufnahmcn: 
Kenn-und TTcnt国rtedcr Ass.: 
Rubus croccacanthus 
Rubus grayan旧S
Glochidion tri>ndrum (D〕
Trennortcn der Gesellschafc: 
Buddleja venonifera 
Glochidi。nob。v3tum
HibLSCUS mutabilis 
Kenn-und Trennanen d er Ass ．ー
Vdlebrunea peduuculaLa 
Tr•<.a orientalLs v onentalis 
Lagers trocmia subcost ata 
Col hcarpa shLkokLana 
Hydrangea chinensis v. grosse,.rrata 
Kennarten der Ass 
Cyathea mertensun• 
Callicarpa subpubese<ns 
Kenna ct der Ass • • 
Trema nnentalLs v. argentea 
Kenn und Trcnnartcn dcr Ass.: 

II円~drangea Lnvolucrata ,._ idzuensis 
Stachyucus praccox v. matouzokii 
Vitis ficifolia v. izuinsularis 
Ocbregcasio edulis (D) 
Dioscorea septemloba v. sititoana 
Kenna rt der Ass.: 
Morus australLs v hachLJoensis 
Kcnnarten des Verbandes・ 
Hallotus Japon Lcus 
FL to s erecta 
Calhcarpa japonica v. luxurians 
l<lesu polycarp" 
Morns austra lL• v au舗trahs 

Ka<asu-zanshou 
Ao肌~j i

Houroku-1chLgo 
Kusagi 
Arna kusagL 
Kanakugin。ki
Nanban-kLbushi 
Hozen。ki
Kumnno-mi zuki 
Bosun。hokozura
Satsuma-sank1r01 
Mubc 
Beg。
Jakecouibara 
Ha回－sorucoriLbara
KaJrnokL 
T• n ha- nobudou 
NemunokL 
Hamaku語a包ム
Kak且ba-Kaukonoki
Sasaba－録制•kHaL
Ryukyu-daku 
H岨 a－川口dou
Karas ug •ba- sanhrai 
Yaeνamaー語enninsou
Kekarasuun 
Ryukyu-karasuun 
Horihego 
KLdach且－n,ndou
Sendan 
Yamaha,. 
No-asagao 
R> roudo-ichigo 
H•kusanboku 

Vabugarnshi 
Karesuuri 
Knntmuguτa 

Kuko 

Kogome-ut印 gi
Ga回 zumi
N•woshLro Lchigo 
Kinoinboku 

1
1
φ
 

1
 

II 
I 

II 
II 

工工I 

. nr 

・ ．

・．
・ －
・ ．
・．
・．

・ ．
・ －

・ ー
・．
ー ．

・．

－－  

. . 
・．

・．
・．

・．

1

－
r
l
－
r
－
E
＋
－
－

r

－
r

－
z

－
I
＋

e
 

I

1

 

－
 
V
一
V

V
I

a
－
－

I
T

－
O
z
a
－－

－

E

I

e

－

Z

一

I

I

I

－

－

7
1

・
I

I
I
I

V

I

I
I
－
I

r
－
－

r

r

－

－－

e
E
I
＋
r
r
r
－
－
－
－－

－
 

I

I

I

I

I

I

－

－

 

I

I

I

 

－

v
－

V

＋
I

I

I

－－

I
φ

・

・

・

・

I

・・

I

I

【

I

I

I

－

r
－
－
－
I
＋
 

I
 

Medake 

A'uma”。ezasa

Fusa-zakura 
Tama-a』i.sai.
Yama • J 1'aL 

Buoudn-kaj iich>go 

KaJL-ich1g。

Utsup 
Noiboro 
Tokar。
Mayumi 
MomLj i-ichigo 
Yabu-mamc 
IbotanokL 
Shiode 
必《one
Kanikusa 
Tokui－旧日

Hakone-dake 

I

I
I
＋
1

・
【
・
＋

1
1
 

III 

I III r I III IV ＋ 
I III IV r l II I ＋ 

IlI V I I I I II r 
r Ill r II I 
＋ 111 r III II 
III I ＋ て

Ill II II I 
II II ＋ r r 
I II 令 r 
r ＋ 

II 

＋
工
I
I

I
－＋

r
I

YA 

Ku rozuru 
Hanah且r五nokL

Sankaku-zuru 

UchLwa-Jokoro 
Yumnto~ayum 

MLyarr.a nLgauri 
Ke-aburachan 
KLknba dokoro 
Ezo-aJLS8' 

Ho zak 1 -na.naka町>ado
Eza-<uBurt 
Ezo-,ch1eo 
UdRL-kanha 

ShLnano-knchLgo 
HLy聞 a-uraJLT0-1.chig。
τ。ga-sugun
Sarunashi 
Yama-budou 
Nori u tsue• 
MLyama-matatabi 
Ryobu 
Ku町，.－LCh1go
Ezo-n1w•toko 
τsuno-hashLbamェ
Miyar.ui-n1ga-1ch1go 
Ik釘阻
Korohana-sou 
Hosunoha-ichigo 
Sawa-futagi 
日od。－imo

φ

＋

I

I

 

I

－
 

Hekuso-kozu ro 
h凶 u
Taranoki 
Nu rude 
Kibu,h; 
Mitsuba-akebi 
Suikazura 
Ebizucu 
Fuji 
Ya薗ano-imo
MLZukL 
Yamagu"3 
(;on>ui 
Kusa-ichigo 
Hanshou •ur u 
A血acha-rnru
Murasak>-sh,kLhu 
Ki-kaτasuurL 
Tcriha-n。ibara
Ya宵羽buki
Nosasage 
Akcbi 
Kuma-yanagi 
Gaku-aJLOaL 
Ocbo-1bota 
Maruba-utsugi 
Kouzo 
Butanzuru 
Na乞su-fuJi
Kaede-dokoro 
Nagaba-mom1J 1ichigo 
Inu-,.nshou 
Yabui~ara 
N,ga-Lchム笛O
Matata~i 
lhyodor且－Jougo 
Ugu1su kagura 
S色ndan
Tsuru-kou'-O 
Ko gaku-ucsugi 
Suzu団~－ur1

Yama-ukog1 
Ooh•-uman。－suzukusa
Taukuo;;neu t sue>. 
Aburagn' 
Eb主gara－正chig。
Y位置＇ －tcnha-noLbara
GagaLmo 
Ku~o 

Okaiboto 
Mi E笛ubo-ucsugi
H且me-d。koro
Yabudeman 

BaLka- utsu•i 
Abura-chan 
K凋na-utsu路工
HathLJ。u-Lb。ta
Ko-botan-7.uru 
Yama-eashuu 
K。bano-botan＇－＇』ru
日。soba-umanosuzukusa 
Tsuzura-fuji 
Yana-Lbara 
TGukush> >hara 
Naoashiro-gu市i
Ku roume--modoki 
Yama-fuj i 
Ko-tsukubane-ut sugL 
Ama-zuru 
Gaku-ucsugi 
Umanosuzukusa 
Is。noki
Kfri 
Tankui-mame 
>laruba-gum 
Ukogi 
ZumL 
OnL-tsuruuwe「aodokL
Kurokanba 
τsun-bana 
Kedara 

NishLkL-utsugλ 
Hakone-utsug1 
Yoma-hannok司
Tani-utsugi 
Bakk。－yanagL
Sh込ba-yanagi
Ooba-ya.habushi 
Miyru・a-yashabushi
>"UJL-ut<ugL 
D。ku-utsugi
Yat1an凋ra•hi

~ic i-utsuet 

Fuj i aan•h i ki -,ostugi 
Ooncko-ynna8L 
Keyamo-hann。kL
N。－budou
τsun刷 me『nodoki
Sarutori->bara 
NL‘oatoko 
Km別iebi
Senn1nsou 

l 

II 

・ー

－＋

－
z
I
V
－
Z
I

－
－
 

I

I

I

－
 

E
 

・
I

・
－
I
I
I
－
E

・
I

・
－
－

A
V
E

E

I

－

－
令
＋
－

e
・・

Z
I

I

I

I

 

－
 

・・

I

・・

・

・

・

I

・

＋

AT
－
－
－

－

－

－

－

－

－

－

I

・

－

E
 

TA 

－
A’
・
・

・・

r
E

・
I

－
＋
－

－
－
－
－
－
－

z

－
－－

E

・
・
’
目
’

’
o

？ム

II 

II I 

+ r 
＋．  

II III 
II II 

ー令

. II 

＋ 工工
I 

・．

I
T
－
 
－
 

u

・
・
l

－
－
－

－
－
－
－

z
－－

z

r

・

－
－
－

r
－
r
I

＋

＋
＋

・

II 

11 

’ 

1

1

1

 

T
＆
 

rヒヨ．
IV G 
.GJ 

よ凹
白 x

II日

11Elv－－
－

 

：

：

ー

い
同
出
｜
｜

m

V

I

d

i

－

－

V
V
I
I
I
 

じ
トト
回
J

＋

ロ

＋

vt

II 

II 
III 

－ 

II 
I 
＋ 

z
・・

9

＋

－－

1

E

II 

I 

I 
[f 

II 
r 

II 
＋ 

． 
． 
－ 

－ c 
r 

c 
φ 

+ l.l 
＋ ー

. Hl 

－－  ． φ 

II r 

I 
+ ． φ 

• r 

・．

II 

II 

＋ 

－ 
[ 

． 
． ． 

． 
． 
＋ 

I
I
Z
＋
＋

I
1
r
＋
I

・
I

－【

γ

’
r

I

I

I

－
 

－
Z
－

r
A’
I
I
I
－
－

’

E
r
－
I
r

－
－
－

－

＋

目

r

’

r

I

I
 

I

I

 

I
－
I
I
I
－
V
I
I
I
t
I
I
Y
＋
I
I
r
i’
I
＋
E
＋
’

A’
I

I

I

－
e
 

Z
I
I
－
Z

I

l
－
－

1

1

I

I

 

ヤ
1

・

7

A

T

A

T且

VA

可

A

Y＆

z

e

I

 

1

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・・

陶

工

II 
r 

r
z
I
乞

I
 

II 

φ 

r
z
I

r
＋

I
 

I
 

T 

－ 

r 
r 
r 

－ ． ． 
． 

． 

． 

－ 

r 

r 

－ ． ． 

r
Tム

r
I
 

III 
11 
IV 

([ 

l 

E
E

Z
＋

r
I
I
I
I
－

I
T
＋

r
r
－
 

I

I

I

－
 

E

E

 

－
－
－

－
e

－

－

－

－

－

－

－

1

・

－
 

－
z
I

－

E
E

－
－
＋
－

－
－

－

－

－－

－
－
－
－
－
－

r
＋

r

・

・
・
・
・
・

I

－
工
・
ェ

ー

I
i
T
I
I
V
I
I
I
－
I

I
＋
I
Z
E
－
－
＋
＋
＋

I
E
r
r
＋
＋
r
r
z
φ
E
－
r
r
＋
r
r
r
X
 

I
I
I
－
I

I

I

－
 

I

I

 

V
E
I
V
I
I

I
＋
・
＋
ゆ

Z

I
－

－

e

e
r
r

－－

－
r
r
I
I
I
－

－
φ

av

I

H
－

－

u

I

I

I

I

 

－
 

1
I
I
r
－
－
－
－－

A’
e

z

’

白

E3

－

－

－

－

－

－

－

－

－－

－
－
－－

－
－
－

－
－－

－－

－

－

e

－
z
・
・
・

・
・
・
・

・

・

1

I

 

－
 
V
I
I
I
－－

I
I
A’
z

・

＋

－

－
－
－
－

E

－

－
－
－
－
－
－
－

＋

－－

－

I

I

I

－
z

I

E
 

I

I

I

－
 

1

I

・
・
・

・

・
・
・
・
φ

－－
1

・

目

・

・

・

－

a

－
r
r
r
＋
r
r
I
Z
A’＋

E
E
－
－
－
－
－

－
 

II II 
＋＋  

V Ill 
. I 
I I 

r + 

川市
山
町
田

1

F•Har a ailanthoides I I 
Lindera citri。dora I t 
Rubus si•b。ldiL llII 
Clerodendron trichot冶mumv tnchoto ・ • 
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Su .. bUCUS SLeboldi.m" V・m'queln
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Di。scorea j apon; ca 
c。rnusc。ntr。versa
Morns austrnlis 
Euscaphis japonLca 
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Clematis Japonico 
Gynoste園田 pentaphyllum
Call孟carpajaponica v. japonica 
T<ichosanthes kLrLloYii v. J8pon1ca 
Rosa multiflora 
Kern a J apon Lta 
臥』111as1aεcuncata
A《ebu quLnata 
＂き<ehemLaracemosa 
llydrangM macro品yllaf. nor.回 lLS
Ueustrum ovalLfolium v ovalLfolium 
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針 。ussonetLakaunoki 
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j一一一一A加 Tit<S一同
Rubus phoenicolas>us 
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VLburnum pl;catum f to口匂店主osum
Plnladelphus coronarius 
Parabcnzorn praccox v. praccox 
Stephanandra tanakae 
LLgustrum ovahfolrnm v. pocificurn 
Cle箇at孟s ap• ifolia v. biternota 
Smilax sieboldii 
Clematis pier。ta且
Aristrochia onoe< 
Sinomenium aoutuw 
Rosa sambucina 
Rosa mult>flora v adenochaeta 
Ela川oagn"spungen' 
臨阻nusjaponLca 
W吐stcnabrachyhotcys 
Abclia serrata 
VitLS sacchanfera 
Hydrangea scandens 
Ariscrochia debLlis 
酎羽田luscrenat冶
Paulownia romcntosa 
酎1yncoh。sia vol<』bilis
Elaeagnus macrnphylla 
Aじ•nthopanax ncboldianus 
"3lus sieboldii 
白 l
Rha凪nuscostata 
白』onymusoxyphyllus 
Aralia elata v subin也rm.is
Arten der Wn.elo-Alnetabo firmae: 
，.’gela decora 
' •1gela coraeensis v. じoraeensis
Alnus hLrsuta v sibi"ca 
lioigcla hortensis 
Salix bakk。
Salix japonica 
Alnus sieboldiana 
Alnus fir阻av. hirtella 
"'ddleja japonica 
α>riana iaponica 
p。pulussieboldiL 
Wcigcla coraeensis v fragrans 
Weigel a fuJ Lsanensis 
Solix futura 
Alnus hirsuta v. hirsuta 

K•nnarten der Klasoc: 
ぬovelop'1sh<eVLpcdunculata . 
C•las t四 sorbLculatus v. orb1culatus . 
S血 laxchrna 
Sambucus SLebo ld••nus v. _.cboldianus . 
c。cculus tnlobus • 
Clemat'" ternLfloca • • 

Begleiteで undsonstige Arten au‘g•l assen werdcn. 
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Tab. 2. Rubetum ribesioid巴iass. nov. 
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Datum' Jah" 
Monat 
Tag 内

Probeflaohe (m＂） ・
Vegetatrnnsbedeckung (7.) • 
Artenzahl. 
Kennart der Ass ．・
Rubus n besio•deu s 4 .4 3. 3 4.ゐ 33 3. 3 3 3 S. S Bnoudokai uchigo 
Kennarten der hohern Ernhe.ten. 
Hydrnagea macrophylla f normalis 2 3 2 3 

De"t"a crenata I. 2 I. 2 
Ru bus trifidus I. 2 
L•gustrum hisauchii 
Lon"era 3apon"a I , 2 
Calhcarpa 3apon"a var luxunans I I 
Clematis t e rn• foha 
Stachyurus praecox var matsuzaki• 
Alnus s.ebold.anus • 
Son<tiee Arte引
Polystichum polyblepharum v fibril! I I 
Dry opεeris erythrosora I . 2 2. 3 
Ca re吹 osh•mens.s

Nephrolepis auriculata 2.3 2.2 
Eurya iaponLca + 
Viola k"sanoana var hie hi toana I 2 
Tracherospermum asia tlcum 
ArdLSia 3ap。Til.Ca
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AuBerdem 3e e1nmal rn Nr 3, M1scanthus condensatus I 2, Polygonum cuspidatum var. termrnale 
I 2, rn 4・Kadsura3apo01ca +, Young1a 3aponica +, Leptogramma molhssima 3.3, Hedera rhombea 
+, D1plaz1um subsrnuatum +, Concephalum con1cum 4.4, rn 6・L1pansformosana var hach13oens1s 
+,Camellia 3apon1ca 2 3, Piper kadsura I 2, Carex lenta 1.2; rn 7. Sohdago virga-aurea var 
praeflorens + 2, M1scanthus srnens1s 1.2, Aster agerato1des var httoncola I 2 

Nachwe1s der Vegetat1onsaufnahmen. Miyake Insel rn Izu-Inseln(l-7) OS= Ohba & Sugawara. 

群落の形態 ：高さ1.5～l.8mの低木群落， 低木は基部から分岐して上向市状で植被率は

80～90~弘低木個体聞に空間が多く ， 下層にかなりの草本を共存する 。

種類構成・ 出現種数は8～14極，平均9.8種。 低木としてビロワドカジイチゴ，ガクア

ジサイ， ウツギが多く ， 草木はべニシダ，アスカイノデ，タマシダなどのシダ頒とオオシ

マカンスゲが多い。 ツル植物は地表型のテイカカズラを除き少ない。

植 被：ほとんど常に線状， l隔1～3m 長さ数十m程度の植分が多い。1/5000の植

生図にかろうじて表現し得る程度。

季 観 ：夏緑低木群落でビロウドカ ジイチコは点頭して葉の下に咲くので外観として

目立たない。

人為影響 ：沢ぞいの湿irm木の林縁に持続的に生ずるが北内きの道路周辺にもひろがる。
かなりの頻度で伐り取られる道路法面にも存続するの

隣接群落 ：ほとんど常にタプ林， 前線にハチジョウアザミ群務をともなう ことがある。

分 布 ・伊豆諸島から本州中南部，四匡l，九州、｜の太平洋岸に及ぶ。

群落分類 ． ウツギl~'f団に収められる 。 小笠原のオガサワラカジイチゴ群集は極めて近似

した環境ーに生ずる。

ミヤママタタ ビ ヤマブドウ群団

Actinidio-Vition coignetiae M 1vAWAK1 et al. 1968 

椋11~ F重・ヤマブドウ，サルナシ，ノリウツギ，ミヤ77タタビなど。

種類構成：比較的長命の低木と版本に若干の多年生ツル草を混ずる。

群落の形態 ：高さ数m～ ｜→数m，時に2om以上に達する密集群落。

環 境 ：主として被陰または半日陰の湿潤， 肥沃地に生じ，少数の群落は向陽士山にや

や疎な群落を形成する。

分布；域 ：本州，四国，九州， 北海道の夏緑林帯に分布。
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クロ ヅルーノリウツギ群集 〈新称〉

Tripterygio-Vitetum coignetiae ass. nov. 

楳徴種 ・クロヅル，ハナヒリノキ

分布域 ：本州と北海道の日本海側および紀伊半島。

プナ林の向陽林縁に生ずる。

サンカクヅルーサルナシ群集

Vitio flexuosae Actinidietum argutae ass. nov. 

標徴種 ：サンカ クヅル。

分布 域：本州の太平洋岸

ブナ帯の林縁に生じキクハドコローヤマブドウ群集に対応する太平洋岸のブナ帯のマン

ト群落である。

キクパドコローヤマブドウ群集

Dioscoreo Vitetum coignetiae M 1YAWAKI et al. 1968 

楳徴種 ：キクパドコロ，ウチワドコロ，サンカクヅル， ツノハシバミ ，イケマ，ユモ

トマユミ，ホドイモなと

分布 域 ：本州，四国，九州，北海道に分布するものと考えられるが，現在までの報告

は本州iこ限られる。本州中部以北の日本海側山地には極めて普通で，ジ ュウモンジシダー

サワグルミ群集の林縁，またはその伐採跡地に生ずることが多＼ 、

ホザキナナカマドーノリウツギ群集

Sorbario sorbifolia var. stellipilae-Hydrangetum involucratae ass. nov. 

ιOOOm 

1000.明

2000.n 

toor. ... 

。判明

ζ，：？ 

3・’・

図 3. ミヤママタタビ ヤマブドウ鮮団の分布

Gesamtareal von Actinidio Vition coignetiae. 
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楳徴種 ・ホザキナナナカマド，エゾスグ リ， エゾイチゴ

分布域 ．北海道

新潟県生態研究会 (1979）によ って報告されたフッキソ ウ ヤマブドウ 群落は独立の群

集を成すものと考えられる。

シナノキイチコー トガスグリ群集

Rubo idaeus f. marmoratae Ribetum sachalinensis M1vAWAK1 et al. 1977 

楳徴種：シナノキイチコ

分布域： ：本州、｜中部

赤石山系，八ヶ岳などのシラ ヒソキ｜干の伐採跡地などに生ずる。 群集名となっているトガ

スグ リは普通ではなく，むしろコ マがタケスグリが共存する場合が多い。
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足柄 層 群の 岩 脈の方向に つ いて

メ岳、
7 刀K 勇

Direction of Dykes in Ashigara Group at the Base of Izu-peninsular 

Isamu lMANAGA 

Abstract 

Ashigara group of Plio-Pleistocene located at the base of Izu peninsular or on 

the extension line of Suruga and Sagami Troughs, intruded by numerous sheets 

and dykes, is supposed to be dislocated by a folding stress. The author restored 

the dislocation of dykes to the original orientation by moving the bedding plane 

of the group in order to investigate the maximum principal compr巴ssionalstress 

axis （σHmax) from th巴 preferredor允nta ti on of dykes. 

This result indicates to my mind that the average direction of 内 maxwas NW 

SE when dykes intruded into the group at the area. 

はじめに

ODE (1957〕，松田 ・他 (1978），他によ って，岩脈の卓越方向がその地域の応力場の平

均的な圧縮主応力軸の方向を示すことが指摘されて以来，岩l脈併の平岡分布及び卓越方向

から岩脈群形成時の応力場を復元する試みが小林 (1979）等によ ってなされてきた。

中野 ・杉田・ 井口 ・小林 (1979,1980）は， 同様の方法 （岩！Hf\ t:l~、〉に よ って伊豆半島の

古応力場の復元を試み， 神縄断層Jj南，矢倉岳地域の岩IH制作の卓越方位 。Hmaxの方位〉

がN-S土lOCであ り， 伊豆半島は金u,n 山一神山一月加｜折 ）＇，~i-1~1 1也峠 松崎町を結ぶ帯を

境として，O"Hmaxの方向が西側地域でN S方向，東側地域でNW-SEないし WNW

-ES E方向と大きく異なることを指摘した。

伊豆半島全体は新第三紀を通して安定した地塊（M ATUDA 1962）とされているが，伊豆

半島のつけ根に分布する足柄層群は， 新第三紀一第四紀に激しい裕rlt1運動を受けており ，

その中に貫入している岩脈は， もし摺1ll1前に貫入したと仮定すれば岩脈貫入後に摺｜治運動

を受けて変位しており ，必ずしも現住の岩脈の方位の卓越方向が σHmaxを示さない可能

性が考えられる。小論では，岩脈の現卓越方向が， そのまま貫入H寺の応力場の主応力iii!!！の

方向を示すものかど うかを検討し3 足柄層群に岩l服が貫入した時点での σHmaxの方向を

推定する。

足柄層群貫入岩脈の時期

足柄層群に貫入している岩脈の形成時期について， KuNo(1951）は，足柄層群中に岩脈

と同じ岩系の火砕岩，溶岩流が存在することから足柄層群堆積l時であるとした。 ただし？
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図 2.

2-a 計測した岩脈をシュミ ット・ネッ ト

の下半球に投影した図

2-b 計測した岩脈の貫入していた地層の

傾斜を水平にもどした時に示す岩脈を

シュミ ット・ネットの下半球に投影し

た図

2- C 貫入していた地層の傾斜を水平にも

とした上に，更に貫入していた地層の

走向を一定方向 （真北〉にそろえた時

に示す岩脈をシュ ミット・ネットの下

半球に投影した図

矢倉岳貫入岩体については， 足柄層群摺曲直後に摺｜並lの興部に貫入したとしている。足柄

層1Wの機岩中に足柄層鮮を貫ぬく岩脈と同様の安山岩燥が存在する（今永1977）ことから，
筆者も同様の考えを持っているが， 矢倉岳貫入岩体については，地層に concordantに貫

入した sillのような岩体（今永1980）を考え，その貫入時期については地層のi佐積時の可

能性を考えている。

しかし岩脈群の形成時期について， すべてが足柄層群摺曲前に形成されたものかどうか

の最終的な判断は絶対年代の測定にまたなければならなL、。

岩脈の卓越方向

足柄層鮮の泥岩 ・砂岩 ・レキ岩の互層を貰ぬいている岩脈が， もし足柄層鮮が摺1111する

前に貫入したと仮定するならば， 岩脈法によ って応力場の復元を図るためには， 岩脈を摺

｜並lの影響を受ける以前の状態、にもどした後に岩脈の卓越方向をff!ijらねば， 測った意味がう

すれる。なぜならば， 足柄層群の傾斜は30°～gooの間にあり，このような摺曲が岩脈の元

の走向と傾斜に与える影響はかなり大きなものがあると考えられるからである9
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38 今永 ：足柄層群の岩脈の方向について

そこで足柄層群の摺｜性l前に貫入した場合の岩脈の卓越方位について調べてみることにし

た。

足柄層群中の岩脈 ・岩床は， 下部！脅から上部周にわた って貫入しており， 特に中部の畑

砂岩泥岩層 （神奈川県1980）中に多く貫入している。 これらの岩脈 ・岩床のうち酒匂川及

びその主な支流に沿って分布する 9本の岩脈 Cl送11に分布を示す〉について， その走向 ・

傾斜を測定し，更に岩脈に貫人されている士山屈の走向 ・傾斜を測定した〔表1）。

それらの岩脈の走向 ・傾斜をシュミット ・ネットの下半球に投影し図2 aに示した

〈この図はまた摺｜泊後に貫入したと仮定した場合の岩脈の方位を示している）c

次に各々の岩脈が貫入した地点の地層の走向 ・傾斜から走向をそのままにしておいて，

傾斜角だけをooにもどしたときに，それを貫ぬく岩脈の走向 ・傾糾がどのように変化する
かをシュミット ・ネット上で作図によって求め図2 bに示した。 これは岩脈が摺曲過程

てフj（平面内て“元の位置から回転した可能性を考えないて。摺曲による傾斜だけを元にもどし

た時の岩脈の走向 ・傾糾を示している。

d！は日

大a
』虫、
岩
;JE 
岩
豆
層

↓ 

瀬

戸

族
主号

屠

図3-a

3-b 

3-C 

ヤガー鞠子橋間の岩脈の露頭 （酒匂川右岸）

同岩脈の貫入している層序

3- aの右側の岩脈を接近して見た図
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表 1 計測した岩脈と， 岩脈の貫入していた地層の走向傾斜

No. 場 所 岩幅（ m脈〉 〔足柄層J符走向・ 傾斜〉 岩！派走向・ 傾斜

滝 沢 0. 3m 〔N75°W,45° N) N90°W, 58° S 

2 7竜 沢 3 m (N77°W, 42°N〕 N63°W, 62° S 

3 樋 に1 矯 4 m 〔N65°W,60° S W〕 N30°E, 60。Nw 

4 川 西 橋東 5 m (Nl5°E, 42°W〕 Nl0°W, V 

5 ／／ 2 m (Nl5°E, 42。W) N25°W, V 

6 ヤガ 酒匂 川岸 2 m 〔N25°E,48°W) Nl6°W, 86°E 

7 rm 沢 4 m (N25°E, 40°W) N75°W, 80°S 

8 t田 沢 5 押t (N25°E, 40°W) N45°W, 80°E 

9 畑 沢 3 m (N40°E, 57°NW) N65°W, V 

次に岩脈が貫入している地層の傾斜を元にもどすのみではなく， 摺曲によ って水平方向

に若干回転した可能性を考えて岩脈が貫入している地層の走向を一定の方向 （例えばN方

向〉にすべて統ーした上で地層の傾斜をooにも どした場合に岩脈の走向 ・傾斜がどのよ う
なパターンを示すかを図2 cに図示した。

以上の結果を見ると図2 bが一番 降定方向への集IP性が良く， その方向はNW-SE
である。区12-cは方向のばらつきが一容激しい。

これらの岩脈の形成時期について， すべてが足柄層群摺曲前に形成されたものではない

かもしれないが， 確かなことは， ある一定方向に最も良 く集中するのは図 2- bに示すよ

うに岩脈が摺曲前に貫入したと仮定した場合であり， その集中の方向はほぼNW-SEで

ある。

このことは貫入時期が足柄層群堆積期（鮮新1±1:－洪積世の一時期〉で， この時期にNW

-s E方向の内max があ ったからだと考えるのが最も適切な考え方ではないだろうか。
図2 bにおいて特異なNE- S W方向を示す岩脈（No.3）がある。 これは山北町西方

の新樋口橋の国道 246号バイ パスのトンネル端の岩脈（図1中のNo.3）である。 この岩脈

は日向凝灰質砂岩泥岩層 （神奈川県 1980）の 頁岩中に貫入 している。 111日は約4mで，

chilled marginを｛料 、頁岩との contactは北側でN30°E60°W （南側ではN25°E,48°W 

であり〉，この岩脈と頁岩の contact lineはもめており，また岩J]j¥内部の節迎にスベリ ［百｜

のあることから岩脈形成後変動を受けたこ とがわかるη 更にこの岩脈の露頭から南西500

mの足柄橋端の酒匂川河岸には頁岩中に幅3～ 4mの岩床がある。 この岩床は走向に平行

な幾つかの小逆断層鮮によ って階段状に切断されながら全体として強く摺11J1を受けている。

そしてこの逆断層群の1つN37°E, 56°Wの断層は酒匂川沿いの段丘磯層を切っている。ま

た山 口橋，~樋口橋にかけての足柄層群は走向NW S EでSW傾斜を示し， これは是柄

層群のこの付近の一般的走向NE- SW, NW傾斜と大きく異なっている。 このことは岩

脈貫入後，この付近に特別激しい摺曲作用が仰~＼、たこと を暗示している 。 またこの岩脈の

貫ぬく士山層の走向N65°W をこの付近の足柄層群の 般的走向 N30°Eにまて府回転してみる

と， この岩脈の走向が一般的岩脈の卓越方向NW方向と良く一致する（匡／2-cの3）。

以上のことを考えあわせると， この岩脈の走向NE- S Wは岩脈形成後の摺出｜運動によ っ

て岩脈初生方向から大幅に巨l転したものと推定される。 しかし図2 b, Cの集中度から

見てこのように走向まで回転させるよう な摺曲運動は極 く狭い地域に限られていたと考え

39 



40 今永 ：J-f1丙層群の岩脈の方向について

られる。

足柄層群中に発達する岩脈と岩床はともに多数ある。 そして岩脈と岩床が足柄層群形成

中に同時に貫入したものとするならば封圧の比較的低い浅い所で貫入したものと考えられ

る。このことはヤガの鞠子橋上流 lOOmの酒匂川右岸に見られる図3-aに示すような 2

本の岩脈からも推定される。 両者はともに帽40cm以下である。図中左側の岩脈（dykeB) 

は， 走向 ・傾斜N20°E,36°W, Nl5°E, 40°W等を示す足柄層群の泥岩 ・砂岩，レキ岩

の互層を貫いている。

dyke B は右端で1 J1~［30cm，走向 ・ 傾斜N75 °W , 35° Sを示し，中間部で帽22cm，走向 ・傾

斜N80°E,18°S, N55°E, 16° S を示し ， 左端てや岩脈の－ t~l3が 1 /1ij\ 1Qcmの岩床（sheet C) 

に移り変わっている。この岩床の走向 ・傾斜はN30°E,35°Wを示す。

同岩脈を図3-b層序図中に示すと上の層序て。岩llff（の形態をとり， Fの層序で岩床の形

態に移行している。 これは見掛けよのもので，露頭で見えないところで Fの層序から岩脈

が続いているものと推定される。

図3-aで右側の岩脈（dykeA）は図3 cに拡大して示すように走向 ・傾斜Nl9°E, 

38°Wの足柄層群の頁岩 ・砂岩の互）習を貫ぬいて波状にくねくねと曲がって貰入している。

その右端は1/1日40cmてー走向 ・傾糾がN52° E, 20° S E, 中央でN50°W,44°W，左端でN63°

W, 28°Wを示している。

このように岩脈がくねくね曲がって貫入したり， 途中から岩床に移り変わったりしてい

るものは， これらが地表に極近い所で応力場に影響されずにかつてな方向に貫入したこと

を示していると考えられる。

また同じ岩質の溶岩流や火砕岩が足柄層群中に多数挟まれていることからも？ 岩l脈の貫

入した場所は地表に近い封圧の低いところであったことを示しているものと考えられる。

岩床の貫入は応力場を示すものでなL、。 また地層摺曲後貫入した岩床であっても既存の

地層の居四百としづ弱線に沿って貫入したものであり ， その地域の応力場を示すものでは

ないと考えられる。よってこの小論において地加に concordantに貫入している岩床を検

討からはずした。

なお 1~：1野 ・ 他 (1980）が23本の岩!Vilの方位を N s ±10°に集中するとしているのは，
筆者の調査した岩脈のJ;i；医方向と大きな違いがある。 あるいは岩床も含めて計測したもの

ではないだろうか。

まとめ

足柄層Jr下分布地域についてN S性（狩野 ・他1979, 11コ野 ・他1979・1980）応力場の存

在が言われてきたが， 足柄層群中の岩Wf（の1払也方向から見た限りでは岩脈形成時にはNW

-s E性の応力場にあり， 沖縄断胞を北へ押すようなN-S性の応力場ではなかったこと
が推定される。
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広島県海田の沖積層産貝化石の14c 年代

松島義章I) 尾田行令2)

Radiocarbon ages of the molluscan fossils from the alluvial deposits 

in Kaita, Hiroshima Prefecture. 

Yoshiaki孔1ATSUSHIMA1)and Yukinori 0DA2〕

Abstract 

Two radiometric ages upon 14C were obtained from the molluscan fossils colle-

cted from the upper part of the alluvial deposits of Seno River Delta, Kaita-cho, 

Hiroshima Prefecture. 

The result indicate that the lower horizon of the deposits (llm below sea level) 

is 5270士20Qy.B. P., and the upper horizon (2m below sea level) is 2210 ± llOy. B. 

P. in age. These data fit with the stratigraphic sequence of the sampls. Each 

measur引 nentsfalls whithin the culmination and the later stages of the Jommon 

Transgression, respectively. 

はじめに

先に筆者らは広島湾の東｜羽を占める海田の瀬野川三角州における海成沖積層2層準から

採集した貝化石について報告した（松島 ・尾田， 1976）。

今回，この2層準の貝化石を使って， それぞれの14c年代測定をおこない絶対年代が明
らかになったので報告する。 さらにこれと近接する瀬野川右岸の上部砂層から採集した貝

化石について記し， あわせてそれらの地質古生物学的な意義について若干ふれてみる。

14 c年代測定結果

試＊＇I・ Cl) 

測 定値 ：2210±110y.B. P. (260 B. C.〕

測 定番号 ：GaK 7945 

測 定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部〉

測 定試料 ：マガキ Crassostreagigas (T HUNBERG) 

採 集者 ：尾田行令 （国立三瓶青年の家〉

採集日 ：1974年10月

採集地点 ：広島県安芸郡海田lllJ 広島県立海田高校前の国道ノくイパス （松島 ・尾田，

1976の Fig.2，×1）。北緯34°21'55＂・東経132°31100＂，地表から約3m

1）神奈川県立博物館 Kanagawa Prefectural Museum, Yokohama 

2）国立三瓶青年の家 The National Sanbe Youth House, Ota, Shimane Prefecture 
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44 松島 ・尾田 ：広島県海田の沖積層産貝化石の14c年代

下方の海抜一2m

図l 広島県海回の

瀬野川三角州か

ら産出した貝化

石採集地点（×

印）.x 1, 2：県

立海田高校前の

国道バイパス，

×3 国道バイ

パス海田橋〔瀬

野川右岸側），w 
-E：沖積層地

質1ur面 （図2〕

試料の産：i犬・試＊＇＇のマガキを合む貝化石は， 県立海田高校前を通る 国道バ イパス工事に

宇和、新しく掘られた露頭の地表から約3m下方の地点産出した。 貝化石の

包合周は若干の腐植物を含む主に granule犬の石英粒からなる灰｜士l色粗砂

である。本）留は 1~11野川三角州に分布する上部砂層 CUS）である。 試＊＇＇は

上部砂j習の上部より採集したものである。

貝殻の保存状態はあまり良好でないが， 殻の厚い大形の二枚貝が多く，巻貝は少ない。

特徴種にはマガキのほかアサリ，オオノガイ， カガミガ イと巻貝のへナタ リがあけ、られる

（表1〕。それぞれ両殻のそろ った個体が主体をなすことから， それらは現地性材H黄による

ものといえる。 これらの種は湾奥部潮間帯から水深2～ 3mまでの砂泥底に生息するη

試料（2)

測 定値 ：5270士200y.B. P. (3320 B. C.) 

測 定番号 ：GaK-8502

測 定者 ：木越邦彦 （学習院大学理学部〉

i!'W定試料 ．ゴイサギ Mαcoma tokyoensi s MAKIYAMA，イセシラガイ Anodontia

stearnsi ana Ov AMA 

採集者 ：尾田行令 （匡｜立三瓶青年の家〉

採集日 ：1974年10月

採集地点：試料 (1）と同一地点〔松島 ・尾田， 1976の Fig.2, x 2），地表から約12

F方の海抜－nm
試料の産状 ．試＊＇＇のゴイサギ，イセシラガイ は多量の腐植物をまじえたH音灰青色の砂質



瀬野川三角州の海成沖積層から産出した貝化石リスト表 1

Vertical 

d工stribution

Localities 

names 

A 

R 

R 

Japanese 

AKAGAI 

MAGAKI 

UNENASHITOMAYAGAI 

ISESHIRAGAI 

KESHITORIGAI 

KESHIZARLGAI 

Habitat 

mS, sM 

R, shS 

R, sh 
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NO 
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Nl 

Nl 

Nl 

X3 

A 
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names Species 

UMENOHANAGAI 

MARUHENOJIGAI 

TORI GA I 

CHIGOTORIGAI 

MIJ INSHIRAOGAI 

HAMAGURI 

URAKAGAMIGAI 

HIMEKANOKOASARI 

ASARI 

IYOSUDAREGAI 

SHIOFUKIGAI 

CHIYONOHANAGAI 

SHIZUKUGAI 

ドAGAMIGAI

OKISHIJ IMIGAI 

S, mS 

s, ms 

S, mS, sM 

sM, mS 

s 
s 

sM, mS 

mS, sM 

mS, sM 

mS, sM 

s, ms 
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Nl - 2 

N 1 - 2 

N 1 - 2 

Nl - 2 

NO 1 

Nl 

NO 

Nl - 2 

NO - 1 

Nl 

Nl 

NO - 1 

Nl 
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NO 

c 

R 

R 

A 

A 

R 

A 

A 

R 

c 
R 

R 

R 

c 

c 

R 

c 

A 

c 

A 

(Nomura) 

GOISAGIGAI 

HIMESHIRATORIGAI 

ICHYOSHIRATORIGAI 

USUZAKURAGAI 

CJNOGAI 

M 

mS, sM 

S, M 

川

mS, sM 

M 

同M
円

N 1 -2 

NO - 1 

NO 

NO - 1 

NO - 1 

R 

R 

c 
c 

A 

R 

c 

Ma coma十okyoensisMak1yama 

M. incongrua CV. Marすens)

Arcopagia （作erisca) diaphana (Deshayes) 

Fabul ina mi nu十ョ (Lischkel 

R a「en呂「la oonogai Makiyama 

SCAPHOPODA 

Den十aIi um (Pa 「aden寸aIi um)oc十a門gulaiumDonovan 

Mya CA「enomya)

YAKADコTSUN03Al

UMININA 

SANAGIMOTSUBO 

MAKIMISOSUZUMEMOTSUBO 

SHIMAHAMATSUBO 

HI川ETSUNETAGAI

EZOTAMAGAI 

KINUBORA 

AWAJ IKUCHIKIREMODDKI 

NAGAITOKAKEGIRI 

OGASA凶ARAMOTSUBO

SHINOBUGAI 

YAK I MORI 

AZUMAITOKAKE 

ARAMUSHIR8GAI 

MUSHIRC3Al 

NI BAH I MESHYAJ I KU 

MAKI GI NUGAi 

KOHOSOKUCH I Kl RE 

EBARAKUCHIKIRE 

KUCHIKIREGAI 

MAMEURASHIMAGAI 

HIMEKOZARAGAI 

SUGAI 

HENATARIGAI 

KAWAA I GA I 

HOSOUMININA 

mS, sM 

Br, S, M 

sG, mS 

S, M 

R, S, mS 

5，川，A

A, Z 

M 

S, M 

G, R 

S, M 

M 

s 

mS, sM 

M 

S, M 

S, mS 

s 
G, S, M 

G, S, M 

S, M 

ts, mS 

S, M 

R 

R 

Nl 

NO 

NO 

NO 

NO 1 

Nl - 2 

Nl - 2 

Nl 

Nl 

Nl - 2 

N 1 - 2 

Nl 

Nl - 3 

Nl 

NO 

NO - 1 

NO 

NO 

（
U

円
U

1

l

M

N

U
山
門

M
川

N3 

Nl 

Nl 

Nl 

R 

R 

c 

R 

R 

c 

R 

A 

c 
A 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

A 

R 

R 

c 
R 

c 
R 

R 

R 

R 

D
H

円

円

門

代

円

n

A
円

c 

R 

R 

R 

R 

c 
R 

R 

R 

R 

KAM I SUJ I KA I KOGA l・DAMASH I 

HIMEKOMETSUBUGAI 

TOKUNAGAMAMEHIGAI 

TSURARAGAI 

YOWAKOMETSUBUGAI 

KOMETSUBUTSURARA 

MATSUSHIMAKOMETSUBUGAI 

S, M 

S, M 

S, M 

ms 

S, M 

M 

N 1 -2 

N 1 - 2 

N 1 - 2 

Nl -2 

Nl -2 

Nl - 2 

c 
R 

c 
R 

R 

R 

Pa十巴lloi da (Ch iazacme己） pygmaea (Dunker) 

Tornus sp. 

Li sso十es十a sp. 

Lune I la co「ona十a CG明eIi n) 

Ce「i十hidea cingul a十日 (Gme Ii口）

c. dj己djariensis CK. Ma 「十in) 
Ba十iI I aria cumi ng ii (Crosse) 

B. mul十lto「mis (Li schke) 

Eufenel la pupoides (A. Adams) 

Diala s十riC十a Habe 

Aus十「alaba pie十日 (A. Adams) 

A. sp. 

Cl a十h「afenel I日 「e十lculδ十ョ CA. Adams) 

Ep i十oniumangus十δCDunke「）

E. yokoyamai Suzuki e十 lchimura

E. sag am i e口seazumanum (Yokoyama) 

Balcis sp. A 

B. sp. B 

N巴ve「l十a ves i ca I is (Phi I i pp i ) 

Tee十O「旧十ica j an十hos十omoidesKuroda e十 Habe

Re十icunassa japonica (A. Adams) 

Hinia fes十lva (Powys) 

Ni O十ha livescens (Philippi) 

Paradillia nivolioides (Yokoyama) 

Ac十己eopγ「amiseximia (Yokoyama) 

一一一←一一一O百百罰ち而i万一ro古05TO市laJ寸汀王百町石百SiS!OKoyama 
0. sp. A 

0. sp. B 

Syrno Iヨ subcinc十eI I a Nomura 

Evalea omaensis Nonu r己

Chemn l十Zia abseida Dal I and Ba 「sch

C. sp. 

Turboni I la sp. 

Ti be 「la ebaranδ（Yokoyama) 

T. pulchel la (A. Adams) 

Ringicul日 dolial is Gould 

Cy Ii chna十ysangus十a (Gou Id) 

Coleophysis minimus (Yokoyama) 

Rh i zorus tokun司gai (Makiyama) 

Ac十eocina decora十日 (Pi I sb「y)

A. e×i Ii s (Dunker) 

Di don十oglossa decora十Oides Habe 

Deco「lfe「 ma十usimana (Nomu「a)

GASTROPODA 

Nl - 2 

Localities 

PELECYPODA 

Scapharca brough十oni i (Sch「enck)

Pee十en sp. 

C「δ5505十reagigas CThunbeγ9) 

T「己pezium (Neo十rapezi um) Ii ra十um CReev日）

Anodon十1a s十earn5iana (Oyama) 

Alveniu5 ojianus (Yokoyama) 

Card i十eI I a (Ca 「dl十eI Iona l h己nzawai

Pisidium sp. 

Pi l lucina pisidium (Dunker) 

Ni pponomyse I I a ob I onga十呂 (Yokoγama) 

Fuluvia mu十ica (Reeve) 

F. hunge「to「di (Souerby) 

Mi C「oci「cedi I ec十日 (Gould) 

Me「巴十「i＞く luso「la CRtid l円g)

Do5 i ne I I a pen i c i I I a十日 (Reeve) 

Phaco5oma japonicum (Reeve) 

Cyc I i na s i nens is ( Gme I in) 

Veremolpa mic「呂（PiI sb「y)

Tapes japo門icaDe5hayes 

Paphia (Pa「己十apes) undu I a十a (Born) 

問ac十ra vene「lto rm i s Reeve 

Rae十a pulchel la (A.Adams et Reeve) 

Theora I ub「lca Gould 

A 

XI : site I, 2m below sea level, granule sand; X2 : site 2, I Im below sea lever, sandy silt; X3 : site 3, 

Im below sea lever. 

Frequency A : abundant 15+ spp., C : com皿on5 to 14spp., R : rare I to 4spp .• 

Verticaldistribution NO : tidal (intertidal) zone, NI : euneritic zone, from low tide mark to 20 - 30m deep, 

N2 : mesoneritic zone, from 20 - 3αn to 50 - 60m, N3 : subneritic zone, from 50 - 60m to 100 - 12白n.

Habitat Al : on algae, Br : brackish, fS : fine sand bottom, gS : gravelly sand bottom, M : mud bottom, mS : muddy 

sand bottom, R :・ rocky bottom, S : sand bottom, sh : shell, shS : attatched on shell, sM : sandy mud bottom, 

Z : zostera zone. 

R 
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7 貝化石産出5：貝殻と腐縞物，6：基盤岩類，

LC：下部泥周，LS：下部砂層，UC：上部泥屑，US：一｜官官砂層

3 1沙際，4：シノレトと泥炭，1：表土，2：砂，

B：基底1深層，

瀬野川三角州の沖積層地質横断固（W-E).

地点とHCイ｜三代i則定値 （y.B. P.), 

図 2.



46 松島 ・尾田： 広島県I毎回の沖積層産貝化石の1-1c年代

シルト屑（と部泥居，UC〕の上部から得られた。 共産種には全般に殻の

薄い二枚貝と小11；の巻貝が多く，いずれも保存が良L、。 多産種はケシトリ

ガイ，ウメノハナガイ，サナギモツボ，マメウラシマなどがあり， ？虫内湾

i生種のイヨスダレ， チヨノハナガイ， シズクガイ， ヒメカ ノコアサリも普

通にみられる（表1）。 これらの種は内湾の干潮線下から水深20～30mの泥

底ないし軟泥底に分布する。

考 察

広島湾沿岸の太田川三角州や瀬野川三角州におけるがJ:r積層の層序は， いずれも上位より

表土 （s s），上部砂層 cuS〕， 上部泥層 （UC),下部砂層 （LS）であり， その下に
基底1派層と考えられる砂j深層 〔B）が横たわる（建設省計画局ほか， 1964；松島 ・尾田，

1976）。

試がI・ Cl）の約2200年前の測定値と試料 （2〕の約5300年前の測定値は， それぞれ上部

砂層と上部泥層の形成年代を示すことが明らかになった。 しかもいずれの試料も両層の上

部から得られていることから， 両府jのl住積末期1の年代を示すものといえる。したがって瀬

野川三角州のほぼ中央部における上部砂層の形成は， 今回の測定値から約5000年前から約

2000年前にかけて堆積したものと批定される。 貝類遺骸群集の生態的特徴から約2200年前

の海田の入江における湾奥部潮間帯が， 瀬野川三角州の中央部にあったことを示唆する。

一方上部泥層は， 今回，その ヒ限の年代が求められたが，下限については明らかでない。

また，本層の中部に介在していると推定されるアカホヤ火山灰層についても，今までの調

査では確認されていない。 これらの点は隣接の太田川三角州の資料が参考になる。

これまでの広島平野の調査から太田川三角州に分布する上部泥居の中部には， 灰l有色火

山灰質綱砂の薄j雷が介在することが知られていた（建設省計画局ほか，1964）。 この火山

灰質細砂層は柴田 (1973）が， 市街地の中心部で報告した透明な平板状の火山ガラスの浮

石薄層であ り，町田 ・新井｜ー(1978）が明らかにした約6500～6000年前の降下年代を示すアカ

ホヤ火山灰層にあたる。なお，前回（1980）は約6400～6300年前の｜岩手下年代を明らかにした。

最近藤原ほか (1980）は， 太田川三角州前縁のやや西側面に位置する南観音地区で採集

した試料を用いて，沖積層の14c年代淵lj定とアカホヤ火山灰層準の確認をおこな っている。
それによれば， 14c年代は上部砂層上部 （海抜 O. 7m）が1470士85( N 3104), 上部砂

層下部 （海抜一7.2m）が， 4180士90(N -3039), 上部泥層中部（海抜一l7.2m）が5220

士95(N-3038）である。 アカホヤ火山灰は， －18.0～－20.3m問の上部泥層に「1に厚さ20
cmの乳白色火山灰質例砂と して介在していることがつきとめられた。 なお，この付’近にお

ける上部泥層の下限は－22mにみられる。 これらの結果から泥層の椛積速度を考慮し上部
泥層の形成を求めること約7000年前から堆積がはじまり， 約4300年前まで沈積していたも

のと推定される。 引続き上部砂崩は上部泥層を被って約4300年前から約1400年前にかけて

堆積がおこなわれたものといえよう 。

以上のように太田川三角州の上部砂層と上部泥屑との形成年代が明らかにな ったことか

ら，瀬野川における上部泥層の年代を類推すると， 太田川とほぼ同時期の約7000年前から

七51）泥層の堆積がはじまり， 前述のように約5000年前までの約2000年間であ ったものとい

える。なお， 瀬戸内の明石川三角州においても上ti日泥層は約7000年前から堆積のはじま っ
たことが知られている（前田，1980）。さらに瀬野川の上部砂層のlit積が南観音士山区よりや
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48 松島 ・尾田： 広島県海田の沖積層産貝化石の1<c年代

や早い約5000年前からはじまるのは， 本地域における三角州形成の主体をなす前置層 （上

部砂層〉の前進速度が大きかったものと考えられる。すなわち，南観音地区は，太田川三

角州の先端部に近い側面に位置しているのに対し， 今回の調査地点は瀬野川三角州のほぼ

中央部に位置することから， 約5000年前には早くも前置層の先端がこの付近まで到達して

いたことを示すものであろう。 同様に上部砂層堆積末期の年代も本地域の方が約700年も

早く約2000年前を示し，この時期に早く離水したことが予想される。

上部砂層上部の貝化石

貝化石の新産出地点（×3）は， 前述の14c年代測定試料を得た地点 〈×1,x 2）か
ら北西方に約300m離れた瀬野） If右岸である〔区11)。 これは国道ノ〈イ パスの瀬野）Ifにかけ

た海田橋橋脚工事に伴い掘りだされた土砂より採集する。

員化石を包合していた位置は，地表から 2～3m下位の海抜一1～ 2 m （×3）地点

である（図2〕。貝化石包含層は×1地点と同様に granule大の石英粒を主体とする灰白色

粗砂からなり，上部砂層上部の層準にあたる。

貝殻の保存状態は比較的良く， 大形の二枚貝が著しく， 巻貝は少な＼'0特に両殻の合わ

さったマガキ，アサリ ，カガミガイ ，ハマグリ が多産する（表 1）。 同定できた貝類は巻貝

類6種，二枚貝類9種の計15種である。 これら大部分の貝が湾奥部潮間帯の砂泥地に生息

する極からなり， 産状からみて現地性堆積によ るものと考えられる。

員類遺骸群集の示す古環境

先の報告で層位的に下位の上部泥層中の×2地点における員類遺骸群集は， 内湾の潮間

帯下より上部浅海帯の泥底に生息するイヨスタレ， ウラカガミ， シズクガイ ，ケシ トリガ

イ， マメウラ シ？で特徴づけられるC群集が見られ， 上位の上部砂層中の×1地点では，

湾奥部潮間帯砂泥地に分布するマガキ， ウネナシトマヤガイ，オキシジミ，イボウミニナ

のA群集とハマグリ ，カガミガイ，アサリからなるB群集の混合fp集が見出された（松島・

尾田，1976）。これらの群集の示す生態的特徴，堆積物の垂直方向への層相変化，明らかに

なった14c年代から海田湾の環境変遷を求めると，約5200年前の入江は広 く泥底が発達し，
唯内i性I霊のイヨスダレ， シスクガイ，チヨ ノハナガイ， ケシトリ ガイ，ヒメカ ノコアサリ
などが生息する海水の動きのやや不活発な海況にあった。 しかし， 約5000年前ごろから瀬

野川三角州の発達で前置層先端が， この付近まで到達すると内湾は急速に縮小浅化し醐度

も低下していった。

今回の×3地点より得られた員類は， 前述のように湾奥部潮間帯に分布する種で占めら

れる。 それらはマガキ，オキシ ジミ，イボウミニナで特徴づけられるA群集とハマグ リ，

カガミガイ，アサリ， シオ フキ，ヒメ シラトリからなるB群集との混合群集である（図3）。

両群集の割合はA群集よりB群集の方がやや優勢となる。 この点は包含層の層相が籾砂で

あることと符合する。

この混合群集は×1地点で明らかになった群集と一致する。 ×3地点の層準が×1地点

と同じ上部砂層の最ヒ部に位置し， ×1地点と同じ群集がかなり雌れた地点でもみられた

ことから， 瀬野川三角州の上部砂層上部を堆積させた頃の海田湾は， A群集 ・B群集の生

息するのに最適な環境にあったことを示す。 この時期は14c年代の結果，約2200年前であ
り，約2000年前には離水したものと推定される。
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ま とめ

広島湾の東開に位置する海聞の瀬野川三角州における海成沖積層上部の2層準の14c年
代測定値は， 上部泥層上部（ nm）が5270± 200 y. B. P.，」二部砂層 上部（－ 2 m）が

2210±110y. B. P であった。

上部泥層の形成年代は約7000年前から約5000年前であり， 上部砂層は約5000年前から約

2000年前である。 上部泥j苦1±住積末期（約5200年前〉の海田湾は，イヨスダレ，アカガイ ，

ゴイサキ， シズクガイ，ケシトリガイ，マメウラシマなどの強内湾性種が生息する水深の

かなりある内湾であったが， その後の上部砂層の形成で縮小浅化され，約2200年前には湾

央部が瀬野川三角州の中央部にあり，そこにはマガキ，ウ ネナシ トマヤガ イ，オキ シジミ ，

イボウミニナのA群集とハマグ リ， カガミガイ， シオフキ， アサ リ， ヒメシラトリのB群

集が分布していた。 さらに，約2000年前には離水したらしい。

謝 辞 本稿をまとめるにあたり御指導御助言をいただいた東京大学理学部の鎮西清

高助教授， 14 c年代測定をしていただいた学習院大学理学部の木越邦彦教授に心から感謝
の意を表する。 なお本研究に使用した費用の一部は，昭和53・54年度文部省科学研究費補

助金総合研究（A）代表者井関弘太郎， 課題番号 ：338032による。
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図版説明

海田の海成沖積層上部妙、層の貝化石 （原寸一大〉

産lH地点 ： 国道バイ パス海田橋 Ci~~i野川右岸｛QIJ X 3)

PL 1. 1：ハマグリ （Meretrixlusoria), 2 アサリ （Tapesja抑制ca),3：オキシジミ〔Cycli向。

sinensis), 4：カガミガイ （Phacosoinajaponica), 5：シオフキ （Mactraveneriforinis〕， 6: 

イチョウシラ トリ〔Arco戸agiadiaρhana〕， 7：オオノガイ （Myaarena円。 oonogai)

PL 2. l, 2：マガキ （Crassostreagigas), 3, 4：ウミニナ （Batilla打。削ultifo抑制is), 5：ヵワア

イ〔Cerithdeadjadjariensis) 
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神 奈 川 県の 小口市乳 類相につ いて

今 泉吉典キ ・小林 容生料 ・吉行 上！！，＼ 子ヰ・ILi口佳秀料

Small mammal fauna of Kanagawa Prefecture, Japan. 

Yoshinori IMAIZUMI*' Mineo KOBA y ASHI**' Mizuko Y OSHIYUKIぺ

aηd Y oshihide Y AMAG ucm**. 

Summary 

To clarify the sprecies distribution of small mammals in Kanagawa Prefecture, 

Honshu, Japan, collections were made by the authors in 19 selected study areas 

during a period fr一omMay, 1973 to March, 1974. In total 163 specimens of Ura-

trichus hondonis, Aρad emus sρeciosus, Aρodemus argenteus and Eothenomys 

lrngeus were obtained by 36 trap night collections. In addition, Micromys j aρ0-

nicus, Microtus montebelli, Petaurista leucogenys, Mustela itatsi and Sus 

teucomystax were recognized in several areas by field observations. Among the 

collected sp巴cies,AJうodemussρeciosus was most widely distributed and obtained 

in every study areas with exception of a study area I wagami, near the tip of Miura 

Peninsula. The next in the distribution was Urotrichus hondonis being absent 

from Iwagami and Kuriharna of the same peninsula. The distribution of Apodemus 

argenteus was not so extensive. We failed to obtain this species from any study 

areas in Miura Penisula. From this evidense it can be estimated that Apodemus 

argentus which pref巴rsdark forest probably absent from this well developed 

district of peninsula isolated from mountainous regions of this prefecture by a 

broad band of cultivated field. 

Forest bats such as Afyotis hosonoi, M. (rater, etc., which are common in forest 

of Mt. Fuji area were not obtained or observed in spite of all sorts of efforts. 

This probably means that the forest of the study areas are poor and not suitable 

to inhabit for those bats. 

I はじめに

県下における哨乳類相に関する調査報告には田代 (1953）， 今泉 (1961), 今泉 ・吉行 ・

小原 (1964〕，柴田 (1964），小林 ・山口 (1971）などがあるが， いずれも断片的で， 全県

下に亘って調査したものはみられない。

国立科学博物館 NationalScienee Museum, Tokyo 

村神奈川県立博物館 KanagawaPrefectural Museum, Yokoham司
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今回のように， 県 卜の国立および国定公園指定地域外の広い地域にわたって，｜特乳知相

の調査がおこなわれたことは初めてである。 しかしながら哨乳類相は，晴乳類の特性から

みて，短期間の調査では？ その全貌を明らかにすることは困難である。少なくとも 2～3

年間は同一地を継続調査する必要がある。 したがって，今回のように 1年間という短L、期

間に20カ所にも及ぶ調査地域の口市乳組本目を解明しようとすることは， タ台と不可能と言って

よし、。 このようなわけで，この調査報告は口市乳類相の一端を示すものにすきないことを特

に｜折わっておかなければならなL、。現地調査に際しては富士自然動物園今泉忠明氏，東京

農業大学北原正宣氏ならびに国立科学博物館小原 版氏に絶大な協力を得た。 ここに記し

て感謝の意を表する。

II 調査方法

nflj乳類相の調査は単一の方法でおこなうことが不可能で， 少なくとも大型H甫乳類，小型

地上楼n市乳類および翼手類の三つに分け， それぞれ異なった方法で調査をおこなう必要が

ある。 この場合の小型地上棲晴乳類とは，ネスミ用およびモグラ用のトラッ プを使って採

集できる範囲のもので，モグラ知， トガリネスミ傾，ネズミ ~J~i が含まれる 。 翼手？；買は森林

棲および洞窟棲のコウモ ＇）究員である。 大型日甫乳~！~ とは翼手類と小型地上棲口甫乳類を除いた

陸棲ll甫乳類で， イタチ，タヌキ等の食肉類，シカ，イノシシ等の偶蹄類のほか， サル，ム

ササビ，ノウサギ等も含んでいる。

大型目前乳類は野外における目撃に よって比較的容易に砲を判別できるだけでなく， 多く

は足跡や糞からもその存在を知ることができるが， 反面行動域がjムいため広範囲に亘る捜

索が必要である。

大型url1乳類と違って小型地上桜日甫乳煩は， 野外観祭で種を同定することが治んと不可能

であるから，どうしても採集を必要とする。 これは翼手知も全 く同様である。小型地上棲

口甫乳類のうち真正モグラ類の採集にはアメリカ式モールトラッ プを用いたが， その他の種

類にはマウス用スナッ プトラッ プ（はじきワナ〉およびシャーマンライブトラップ〔生捕用

箱ワナ〉を用いた。餌はスナップトラップにはメリケン粉にピーナツバターをまぜたものを

用い，シャーマンライブトラッ プにはオートミールをF則、た。一調査地点に設置するトラ

ップの数は毎回 100個以上とし， できるだけ多くの環境に亘って設置するように努めた。

ー調査地域の採集には最低2日聞を裂する。 トラッ プを前日の日没前に設置し， 翌朝まで

放置した後回収をおこなった，森林棲の翼手類はコウモリの活動時間帯の日没～早朝にハ

ンテンク4ルー トと思われる森林内に綱を設置して採 集を試みた。なお，これと平行して，

強力ライトで飛朔個体の探索をも行なった。 また洞窟性の翼手一類は調査地域内の廃坑等に

入洞して， 生息状況を調べた。＋m穫されたものは頭骨標本および仮剥製標本に製作した後
同定をおこな った。

III 調査結果

① 星ケiJ_1lth域（足柄下郡湯河原町〉 ・・・・・この調査地域では1973年6月22EIから23日に

かけて1回採集をおこなった。 トラッ プは標高814.6mの星ケ1LJ山頂より200m位低い附近

を通る林道にそ って設置した。 この地点で得た採集結果は次の通りである。ホン シュウヒ

ミズ Urotrichushondonis 2個体，ホ ンドアカネズミ AρodemusSJうeciosus61固体，
ホンドヒメネスミ Aρodemusargenteus Gアgenteus51固｛本。



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 Decemb巴r1980 

この調査地点では真正モグラ類とコウモリ類についても調査をおこな ったが， いずれも

採集することができなかった。

φ 最来寺地域（南足柄市大雄山最乗寺〉 ・・・この誹1査地域では1973年 6)'J 2日より 3

日3 および7月14日より15日にかけて2回採集をおこなった。 6月における調査地点は最

乗寺より長泉院に通ずる林道の途中にある二次林の仁，，にトラッ フを設置した（楳高 200～

250m〕。 この地点で得た採集結果は次の通りである。 ホンシュウヒミズ Lirotァichus

hondonis 1個何人ホンドアカネズミ Aρodemusspeciosus 4個体，ホンドヒメネスミ

Aρodemus argenteus argenteus 2個件、

コウモリ類採集用の網は道路に平行してスギ植林の林縁ならびに林内の道路から数m林

内に入った沢の2箇所に設置したが， 採集できず，飛朔個休も発見できなかった。なお林

縁にはモグラの坑道と忠われるものが多数見られたが， 採集することはできなかった。

7月の調査は最乗寺わきの標高350～400mにある到来樹林の中にシャーマンライフトラ

ップのみを設置して採集をおこな ったが失敗に終った。

④ 高松山地域（山北町〉 ・・・田・この調査地域では1973年10月13日より14日にかけて l回

採集~行なった。 トラッ プは尺里川にそ っ た混合林に設置し， 一部分はミカン畑の＂＇＇に設

置した。 何れも標高は l70m前後である。この地点で得た採集結巣は次の通りである。ホ

ンシュウヒミズ Urotrichus hondonis 4佃休， ホン｜、アカネズミ Aρodemus sβe-

ci osus 2個体。

コウモリについては，尺里川l河111'1'地域は僅かながら周辺部に低水混交林がみられたので

飛朔個体が見られるようにこころがけたがその生息は認められなかった。 また，この地点
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図 1. 調査地域
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ではホンドヒ メネス ミが採集できなかったが， 環境条件からみて，採集回数を増すことに

よって恋らく生日、をjj'(i（認することができる と思われる。

ψ 渋沢地域（秦野市〉－ この調査地域では1974年2月17日より181:1，および3月28日

から29日にかけて2匹｜採集をおこなった。2月の採集ではトラッ プを，丘陵の楳高約32lm付

近にある広葉樹林の中に設置した。 この地点で得た採集結果はゆくの通りである。ホンシュ

ウヒミズ Uァotrichushondonis 1個｛本，ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 2 

｛悶体，ホンドヒメネズミ Aρodemusar genteus ar g-enteus l個↑本。

3月の採集では前l旦｜の誹l査地と， それより約lOOm雌れた地点（襟高260m〕の両地点に

トラッ プを設置した。 この地点での採集結果は次の通りである。ホンシュウヒミズ Uro・

trichus hondonis 1個｛本，ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 3 {l~I体。

各調査において真正モグラ舶の採集も試みたが失敗に終ったの2巨｜自の調査においては

ホンドヒメネズミを採集することができなかった。 ホンドヒメネズミの棲息密度が極めて

低いように見えるのは， 採集地が明るい広葉樹林であ ったためであろう。

（忌 本郷地域（横浜市瀬谷区〉 －この調査地域では1974年3月31:1より4日， および

3月16日より17EIにかけて2回採集をおこな った。3日から 4Elにかけての採集では， ト

ラッ プを住宅街と水団地帯に固まれた針葉樹林の中lこ設置した（標高65m）。この地点での

採集結果は次の通りである。 ホンシュウヒミス Urotrichushondonis 2 {l!'!I休， ホンド

アカネズミ AJうodemussρeciosus 2個体， ホンドヒメネズミ Aρodemusargenteus 

argenteus 1個体。

16日から17日にかけておこなった採集では， トラッ プを前回設置した地点と， その地点

より北に約 1km離れた5TE地（際高70m）に設置した。 この地点での採集結果は次の通りで

ある。ホンシュウヒミズ Urotrichushondonis 1位｜併りホ ンドアカネズミ Aρodemus

speciosus 1個体。

2回の採集において真正モグラ紅！の採集も試みたがいずれも失敗に終った。

① 1r;,g取山地域（大磯町〉 ・・・・・この調査地域では1973年9月27日より28日， 12月24日よ

り25日， 197MI三2月23日より24日，および3月301:1より31「lの41亘｜にわたって採集をおこ

なった。

1973年9月の採集においては標高50～60mにある広民樹林のl「！に，シャーマンラ イブトラ

ップのみを設置したが，小型日甫乳主flが生，出、している火と予想した火に，サワガニが生息して

いたことと，トラップ。に入れた餌にア リnrが集まったことが原因して採集は失敗に終った。
12月の採集ではトラッ フを株高100～l50mにある11；柴樹林の1:j1に設置した。 この地点で

の採集結果は次の通りである。ホンシュウヒミズ Urotァichushondonis 2個体，ホンド

アカネズミ Aρodemus sρeciosus 5{1古川本， ホンド ヒメネズミ Aρodemusargenteus 

ar genteus 3 {l!'!I体。

1974年2月の採集で1ま楳高180～200mの広柴樹林の＂ Iコにトラッ プを設置した。 その採集

結県は次の通りである。 ホンシュウヒミス Urotrichushondonis 2個体y ホンドアカ

ネズミ Aρodemussρeciosus 1例外；。

3月の採集では山頂付近（標高200m）を中心lこ広史樹林の中にトラップを設置した。そ

の採集結果は次の通りである。ホンドアカネズミ Aρodemussρeci osus 2個体，ホ ンド

ヒメネズミ Aρodemusar genteus ar genteus 1個体。



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 12 D巴cember1980 

この地域では2回にわたって真正モグラ矧の採集を試みたが， いずれも失敗に終った。

なお， 1973年9月の調査においてもコウモリ類の生息を調べたが， JI~朔は全 く 認められな

かった。

⑦ 陣馬山地域（津久井郡〕 この調査地域では1973年6月17日より18日， 9月15日

より16日，および12月2日より3日の3巨｜にわたって採集をおこなった。

6月の採集は標高約360mの針葉樹林のに！一11こトラッ フを設置した。 その採集結果はゆくの

通りである。ホンシュウヒミズ Urotrichushondonis 1個体，ホンドアカネスミ Aρo

demus sρeciosus 3位｜体。

この地点では真正モグラ類の採集も試みたが， モーノレトラッ プを設置するのに適した場

所がなく，結局採集は失敗に終った。 なお，コウモリ類の生）~、も調べたが， 全 く確認でき

なかった。

また，この地点、ではホンドヒメネズミが採集できなかったが， 111頂付近には生息してい

るので，採集の回数を増やせば生息を確認することができるものと思われる。

9月の採集では様高750～soomのクヌギ林の中にトラップを設置した。 その採集結果は
次の通りである。ホンシュウヒミズ Urotrichushondonis 1 個体， ホンドアカネスミ

Aρodemus sρeci osus 8個体。

トラッ プを設置した地点がクヌギ林の中であったためか， ネズミ支店ーではホンドアカネズ

ミのみが採集された。真正モグラ類の採集も試みたが，失敗に終った。また，山頂付近で

コウモリ類の生息について観条をおこなったが， 生息、は確認てvきなかった。

12月の採集では前回トラッ プを設置した地点より山頂の近くにある uー｜小屋付近の楳高
750～800mの植林した桜の木の下にトラッ プを設置した。その採集結果は次の通りである。

ホンシュワヒミス Urotrichushondonis l個件、，ホ ントヒメネズミ Aρodemusargen-

teus argenteus 1個体。

この調査地域では1971年より1973年5月までの聞に数凶小型哨乳煩の採集をおこなって

いるので，その結果も加えておく 。ホンシュウヒミス Urotrichushondonis，カゲネス

Eothenomys !wgeus, ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus, ホンドヒメネス

Apodemus arg-2nteus argenteus，ホンドイイタチ J'vfustelaitatsio 

ホンドイタチは山小屋の中で死体で見つけたものである。

③ 沢山地域（伊勢原市〉 この調査地域では1973年11月17日より18日にかけて 1lfi.I採

集をおこな った。 トラッ プは浅間山と沢山の中間を通る林道わきの標高400～450m間近に

ある混合林の中に設置した。その採集結果は次の通りである。 ホンシュウヒミズ Urotri-

chus hondonis 5個体，カゲネズミ Eothenomys!?ageus l個体，ホンドアカネズミ

Aρodemus sρeciosus 7個｛＋：， ホンドヒメネズミ Aρodemusargenteus argenteus 

6個体。

この地点ではカゲネズミの生息、が確認できたことは，特記すべきことであろう 。また，

カゲネズミ以外の種個体が比ii安的多く採集できたが3 各種の生息、密度が高いのかどうかは

明らかでなし、。 またここにはイノンシが多く，その通路とヤマイモなどを掘った穴を多数

11在認することができた。

① 飯山地域（厚木市〉 一 ーこの調査地域では1974年l月6日より 7日，および3月30

日より31日の2回採集をおこなった。1月の採集においては標高283mの白山山頂附近の
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混合林の中に， トラッ プを設置した。 その採集結果はゆくの通りである。ホンシ ュウヒミズ

Urotrichus hondonis lイ悶体，ホン ドアカネズ ミAρodemus sρeci osus 11悶イ本。

この地点では真正モグラ矧の採集も試みたが失敗に終った。

3月の採集では楳高150～18Qmにある飯山観音の－f・の針葉樹林， および桜の林の中に，

トラッ プを設置した。 その採集結果は次の通りである。 ホンシュウヒミズ U刊行ichuτ

hondonis 1個体。

この回の採集ではホン シュウヒ ミズ 1個体を得たのみであるが， これは恐らく30日夜の

降雨が影響したものと思われる。

これら 2回の調査でホ ンド ヒメ ネスミ が採集できなかったが， 採集の回数を増やすこと

によ って，恐ら く生息が確認できるであろう 。なお， ムササピ Petauristaleucog引 1ys

の生息を確認した。

⑬ 鳶尾山地域 （厚木市〉－ －この調査地域では1974年2月16日より 17EI，および3月

20日より21日の2回採集をおこな ったc

2月の採集では標高234mの山l寅附近の広柴樹林の中lこ， トデァ プを設置した。 その採

集結果は次の通りである。ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 2個体。

平地から山地帯にかけて極く 普通に生息しているホン シュウヒミズとホン ドヒメネズミ

が，この地点では採集できなかったが，採集の回数を増すことによって， 恐らく［1在認て、き

るものと思われる。

3月の採集においては楳高約 100mの地点にト ラッ プを設置した。 この地点は草原で，

ススキが優占していた。その採集結果は次の通りである。 ホンシュウヒミズ Urotrichus

hondonis 2個体，ホンドアカネズミ Aρodemussρeci osus 2個体。

R 仏果山地域（愛甲利0・ー・・・この調査地では1973年5月26日よ り27日，および11月12
日より13日の2回採集をおこな った。

5月の採集では楳高約330mの針葉樹林，混合林， 伐採地などの中に， トラッ プを設置

した。コウモリ採集用の網は混合林内の路上に設置したが， 採集できず生息を確認できなか

った。その採集結果は次の通りである。ホンシュウヒ ミズ Urotrichus hondonis 2個

体，カゲネスミ Eothenomyskageus 1個体，ホンド アカネスミ Aρodemussρeciosus 

1個体，ホン ドヒ メネズミ Apodemusargenteus argenteus 1個体。

上記のほかにムササビ Petauristaleucogenysの分息を確認した。

11月の採集は標高約300mの松林の中に， トラ ップを設置した。 その採集結果は次の通

りである。ホンシュウヒミ ズ Urotrichushondonis 51固｛本。

この地点では真正モグラ類の採集をおこな ったが， 失敗に終った。 なお， この地域には

イノシシとシカも生息する由であるが，確認することはできなかった。

⑫ 石老山地域（津久井郡〉．．，．．．この調査地域では1973年9月23日より24日にかけて 1

回採集をおこな った。 ト ラップは楳高350～400mJlj•J近にある顕鋭寺岡周辺の杉林， およ び

落葉広樹樹林の中に設置した。 その採集結果、は次の通りである。ホンシュ ウヒ ミス Uro-

trichus hondonis 1個体，ホンドアカネスミ Apodemussρeci osus 4個体。

この地点ではホンド ヒメネズミが採集できなか ったが， 訴h需の回数を増すことにおいて，

生息、を確認することができるものと思われる。 上記の生息がi確認て。きた種類のほかに，ム

ササビ Petauristaleucog・enysの生息を確認した。真正モグラ頒のモグラ塚がみられ，
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i架さ2ocmのト ンネルが道路上lこ2～3見られたので採集を試みたが失敗に終ったわ

⑬ 栗原地域（座間市〉・…この調査地域では1974年1月27日より28El，お よび3月16

日より17日にかけて2回採集をおこな った。

1 月 の採集では標高約65m l~－t近にある荒地に固まれた針葉樹林の中にトラッ プを設置し

たのその採集結果は次の通りである。ホンシュウヒミズ Urotrichushondanis 1個体，

ホンドアカネズミ Aρodemusspeciosus 21固14s:o

この地点では真正モグラ矧の採集も試みたが失敗に終った。

3月の採集ではトラッ プを前｜亙！と同じよう な環境をしている標高約65mの荒地に設置し

た。その採集結果は次の通りである。ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 4個体。

各調査においてホ ンドヒメネズミは採集できなかったが， この調査地域の環境からみて

本極はすでに絶滅したように思われるの

⑬ 城山地域（津久井郡城山lllJ)... －この調査地域は小倉山を中心にした地域である。

ここでは1973年10月27日より28日に 1回採集をおこなった。 トラッ プは山頂附近を通る林

道わきの標高200mにある混合林の中に設置した。 その採集結果は次の通りである。ホン

シュウヒミズ Urotrichushondonis 11固｛本，ホンドアカネズミ AJうodemussρecz・osus

3個体，ホンドヒメネスミ Aρodemusargenteus argenteus 1個体。

この調査地域は1974年1月の山火事によ ってすべての林木は焼失し， 調査当時の環境は

破j袋された。

⑮ 五力団地域 （｝ If崎市多摩区〉・・・・・・この調査地域は現地視察の際， 鉄道設置のために

相当開発が進み，採集を試みるような環境がみあたらなかったので調査を中止した。

⑩ 鎌倉地域（鎌倉市山JIJ奇〉一一・・この調査地域では1974年1月24日より25日， 2月10日

より 11日，および3月10日より 11日の3回採集をおこな った。

1月の採集では標高約50mにある広東樹林の中に， トラッ プを設置した。 その採集結果

は次の通りである。 ホン シュ ウヒミズ Urotrichushondonis 1個体， ホンドアカネズ

AJうodemussρeci osus 2個体。

2月の採集ではト ラッ プを前回と同じ ような環境に設置した。 その採集結果は次の通り

である。ホンシュウヒミズ Urotrichushondonis 2値l休，ホンドアカネズ ミA戸odemus

sρeciosus 3個体。

この地点では真正モグラjj'jの採集を試みたが失敗に終った。

3月の採集では湿地帯の周囲にトラ ップを設置した。 その採集結果は次の通りである。

ホンシュウ ヒミ ズ Urotrichushondonis 21固f本， ホンドアカネズミ Apodemussρe-

ciosus 4個体。

この地点では上記の2種のほかにホンドカヤネスミ Micromys minutus jaρonicus 

の巣 211~1体を採集した 。 ホ ンドカヤネズミの既知の分布は山北町， 秦野市， 厚木市，および

藤野町などの山麓地帯に限られ相模湾よりの地域からは記録されていない。 この意味てや鎌

倉地域でホンドカヤネズミの生息が確認されたことは， 特記すべきことであろう 。また，

この調査地域ではホンドヒ メネズミを採集することができなかった。

'j) fi.!.g取山地域（逗子市） 一一この調査地域では1973年12月22日より23日，および1974

年3月3日より 4日の2巨l採集をおこな った。
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12月の採集ではトラップを神武寺より辺、勝寺に通ずる道にそった標高50～somにある落
京広葉樹林の中に設置した。その採集結果は次の通りである。 ホンドアカネスミ Aρode-

mussρeciosus 1個休。

採集地点は非常’に乾燥していたためか， 採集結果はよく なかった。

3月の採集は標高80～90mの？存葉広葉樹林の中にトラッ プを設置したの その採集結果は

次の通りである。 ホンシュ ウヒミズ Urotrichushondonis l個体，ホン ドアカネズ ミ

Aρodemus sρeciosus 2個休。

各調査と もホンドヒメネズミを採集でき なかった。再度の採集が望まれる。 なお，1973

年8月10日，および8月24日におこなった昆虫夜間採集の際， 神武寺境内の杉林にムササ

ビ Petauristaleucogenysが生息することを確認した。

⑮ 大楠山地域（三浦市） ・この調在地域では1974年2月3日より 4日，および3月

27日より28日の2回採集をおこなった。

2月の採集では標高246mの大楠山1Lil寅附近の務葉広葉樹林の中lこトラッ プを設置した。

その採集結果は次の通りである。 ホンシュ ウヒミ ズ Urotrichushondonis 3個体，ホ

ンド アカネズミ Apode1何ussρeci osus 2個体。

この地点では真正モグラ類のトンネルが多かったので， その採集を試みたが失敗に終っ

た。

3月の採集ではトラッ プを大俳ii-Liの般の前田川にそ った標高約40mにあたる混合林のc/I 

に設置したのその採集結果は次の通りである。ホンシュウヒミズ Uァotrichushondonis 

3個体，ホンドアカネズミ Aρodemussβeciosus 3値｜休。

なおなおトラッ プ設置に向う途中でホンドイタチ A1usteleitatsiを目撃した。

この調査地域でも他の三浦半島の調査地域と同じようにホンドヒメネズミは採集できな

かった。

⑮ 久里浜地域（横須賀市〕一・・この調査地域では1973年12月17日よ り18日，および

1974年 3月14日より 151=1の21豆｜採集をおこな った。

12月の採集では標高50～somの落果広葉樹林の中に， トラッ プを設置したの その結果は
次のようである。ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 211間休。

この地点で真正モグラ知の採集を試みたが，失敗に終った。

3月の採集てボは久里浜病院近 くの標高約60mの落葉広葉樹林の，＿，コにト ラップを設置したの

その採集結果は次の通りである。ホンドアカネズミ Aρodemussρeciosus 2個体。

この調査地域で2回採集をおこな っているが3ホンドヒメネズミ Aρodemusargenteus 

argenteusは採集できなかった。

言か 岩神地域〈三浦市〉 ー・・この調査士山城では1974年6月10日から11日および9月3日

から 4日にかけて小松が池の四りの混合林とブッシ ュの中に， トラップを設置したが， 日前

乳煩は採集できなかったの

IV考察

各調子王地ごとに採集した小型地仁被口市乳知の問主1t 頭数，および優占J立を示すと表1の
ようになる。 採集した禍.J'.J'ilま，もちろん調査地に生息する全種類の小型地上桜llilJ乳類を綱

羅したものではない。 この調査で丹］＼、た採集方1L、によ って捕獲できる日m乳類は，食虫簡で
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＼ Uγ・otγichus ho札do坑isEothenomys f?ageus Aρodeinus sρeciosus Apodemus aγgenteus aγ・ge礼teu

ホンシュウヒミズ カ ゲネス ミ ホンドアカネズミ ホンドヒメネズミ

星ケ山 （1)I 2 (15. 4〕 6 (46. 1〕 5〔38.5) 13 

最乗寺（2) 1 (14. 3) 4〔57.1〕 4 (28. 6) 7 

高松山（3) 4 (66. 7〕 2 (33. 3) 6 

渋沢（1) 2 (25. 0) 5 (62. 5) 1 (12. 5〕 8 

木郷（5) 3 (42. 9) 3(42.9) 1〔14目2) 7 

Nt取山 （GI 4〔42.9〕 8 (47. 1) 5 (29. 4) 17 

IEII馬山（7) 3〔17.6) 2 (11. 8) 11(64. 7〕 1 ( 5. 9) 17 

がそ ill (8) 5 (26. 3) 1 ( 5. 3) 7 (36. 8) 6 (31. 6) 19 

飯 山 （9) 2 (66 7) 1 (33. 3〕 3 

.i:"it尾山 （IO) 2〔33.3) 4 (66. 7) 6 

仏果山 （11) 7〔70.0) 1 (10. 0〕 1 (10. 0〕 1(10.0) 10 

不1老山（12) 1 (20. 0〕 4〔80.0) 5 

jlf'. 原 （13) 1 (14. 3) 6〔85.7) 7 

城 ｜」」（11) l〔20.0〕 3 (60. 0〕 1〔20.0) 5 

Ii.力団（15)

鎌倉（lG) 5 (35. 7) 9 (64. 3) 14 

JJ.＂！ ~~!11 (17) 1 (25. 0〕 3 (75. 0) 4 

大楠山 （18) 6 (54. 5〕 5 ( 45. 5〕 11 

久里浜（l!J) 4 (100. 0) 4 

岩ネ1f1(20) 。

II 
50 4 86 23 

表 1. 各調査地点に於ける地上桜小llfll乳類の採集個体数と優占度（カツコ内〉
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はカワネズミを除くトガリネズミ利， アズマモグラ， ミズラモグラ等の真正モグラ類を除

くモ グラ科， 認l*i' 目では ド ブネズミ ， クマ ネズミ等大型ネズミ ~j~ を除くネズミ科ネズミ亜

科， 1Jく棲のマスクラットを除くネスミ不｜ハタネスミ亜科の各種に限られており ，この中で

もトガリネズミ不｜の捕獲率は極めてイ品、ことがHt祭される。 もちろんリス知，イタチ矧そ

の他のに｜こl大型哨乳傾は今回用いた採集）j法では捕獲不rrJ能である。 したがってここに示し

た小型地上被哨乳灯！の利矧組成は極めて片・寄ったものである。 しかしそれでもなおこの種

類組成は，調査地の自然度を判定する尺度として， ある程度有用であろうと思う。

使占度は一地域の総捕獲数に対するそれぞれの捕獲数を百分率で示したもので， 捕獲率

に大差がないと思われるネズミ知に関する限り生息数の大体の比率を 示すものと考えられ

る。種の捕獲率は， トラッ プの極知（スナッ プ式，箱型等の構造の違いと大きさ〉， 性能

（新らしい古い等によるス プリングの強さの変化等〉，セットのしかた（トンネルに援して

トラッ フ をセットするか， ~lfl して置くか等〕，餌の種'l'.J' i，季節等に左有される 。 しかし，

これらの条件を一定にした場合には， 捕獲率は極によ って大休定まっていると考えてよか

ろう 。 もちろん捕獲率は，同じ穐でも幼獣の}"jが成獣よりはるかに高いし仰雄差も無視で

きなL、。 しかしAB二つの地域を同じ季節に比較した場合，それぞれの同種偲l休群におけ

る幼獣と成獣， ltil＇雄等の 害lj合は， 気候条件に大差がなければほぼ同ーと見てよいであろう。

したがって同一種内の捕獲率は， 少なくとも今次調査の範囲内では等しいと考えて大過な

さそうであるの

極1の捕獲E容を k1，陪2のそれを lく2とし， A地域の種1の生息数を Na1，極2のそれ

をNa2とすると， 一定のトラップ数による一定時間内の捕獲数Cは， 種1では Na1k1,

種2では Na2k2であるη またB地域における種1の生息数を Nb1,組2のそれを Nb2と

すると，それぞれの捕獲数は Nbil<1,Nb2k2となる。これで明らかなように同じ種の捕獲

数はほぼ正確に生息数に比例する筈であるから， A B両地域聞の同じ種類の生息数を比較

することは可能であるの しかし和1と柿2の生息数の大こかを比較することは， 捕獲率が明

らかにならない限りできないの

このように捕獲数によ って生息数を比較しようとする場合に最も大切なのは， トラップ

数とセットした時聞を一定に保つことである。 だが残念なことに， 今回の調査ではこれら

の点，特にトラッ プ数に難点があり ，地域により或は調査時によ って多少の変動があ った。

これは主と して， トラップをセットする時聞が短か過きて， 予定していたトラッ プを全部

セッ トできない場合があったためである。 このようなトラッ プ数と時間の不規則に基づく

重大な欠点を除こうとしたのが催占度てーあるの

仮占J主は，A地域における種1の捕獲数を， この士山J或の総捕獲数で除すことによ って，

トラッ プ数と時間の要素を除いたもので， ー商極めて便利である。しかしこのような処理

のために，AB両地域の種1の優占度から， 両地域における種lの生4白、密度を推定するこ

とは不可能になるの たとえばAB両地域における種1の捕獲数が，何れも50頭だったとし

ても，種2の捕獲数がAでは50頭，BではOだとすると， 種1の優占度はAでは50%なの

に， Bでは100~ちとなるからである 。 B地域の種1の催占l支100%/i，その地域の種2との

割合を示すものであって種lの捕獲数とは関係がないn したがって，陀lの優占度がA地

域では50%なのに， B地域では 100mだといっても， 阻1の生息密度がA地域よりもB地
域の方が高いとは言えなし、。 だが，極1の生息密度の植2のそれに対する割合が， B地域

ではA地域よりも 2倍高いと言うことはできる。 また，同 地域の種lと極2の優占度か
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ら，両者の生息密度を推定することも， 捕獲率が異なるため，理論的には不可能で、あるの

捕獲率は，ネズミ類とヒミズ等の食虫類では顕著に異なることが予想される。 しかし， ア

カネズミ，ヒメネズミおよびカゲネズミの捕獲率は， 今回の採集方法では大差ないと見ら

れるから， それらの生息密度を優占度から推定しても， 大きな誤りはないて”あろう。この

ように優占度は， 種類組成をta：的に比較検討する場合には有用である と思う。
このような優占度を， 表lに示した調査地域別に眺めて， まず気がつくのは，久里浜

(19）の特異性である。ここではホンドアカネズミの優占度が1009ちを占め，他の凡ての

地域に見られるホンシュウヒミズが1頭も採集されていなL、。 しかしここの総捕獲数は僅

か4頭にすぎないから，ホンシュウヒミズが捕獲されなかったのは， 恐らく偶然の結果に

すぎないであろう。

ホンシュウヒミズはモグラ不｜ヒミズ亜平｜に属する原始的な 日本特産種で， 本州の低山帯

以下の土壌層と腐植層の発達した地域に広く分布し， 表層近くにトンネルを掘って生活し

ている。 だがそグラ科モグラ亜科の真正モグラ類（ミズラモグラ，アスマモグラ等）ほど

は地下生活に適応しておらず， 関東地方の裸地が多くて地面の硬い農耕地や市街地には殆

んど生息していない。

限類組成の点で次に目につくのは，ホンドアカネズミが捕獲されているにもかかわらず，

ホンドヒメネズミの捕獲されなかった調査地が少なくないことである。 ホンドヒメネズミ

の俊占度は，星ケill(1）では， 38.5% (N二 13），沢lLJ c 8）では31.6% (Nニ 19）で，
それらの959杉信頼限界はそれぞれ12.1 < p < 65. 0%および10.7< p <51. 5%, 999ぢ信頼限

界でもそれぞれ3.7< pく73.3%，および4.1 < p < 59. l ~ちであった。 後の3.7%は総捕獲数

が27頭で， そのうち l頭だけホン ドヒメネズミが含まれている場合，4.1%は25頭弱のう

ちホンドヒメネズミが1頭含まれていた場合に相当し， ホンドヒメネズ ミが，これ以下の

ことは星ケ山と沢山では 100回の採集に1回しか起りえないことを示している。 ところが

三浦半島の鎌倉 (16）と穴楠l」I(18）では総捕獲数がそれぞれ14頭および11頭で， 星ケ山

のそれと大差ないにもかかわらず， ホンドヒメネズミは1頭も採集されていない。両地域

を合せると総捕獲数は25頭になるから， もしホンドヒメネズミが沢山と同じ密度で生息し

ているものなら，1頭も捕獲されないようなことは999ちあり得ないわけである。

しかし， これだけで鎌倉と大楠i.Lrlこホンドヒメネズミが生息、していないとは断言て、きな

い。 その生息密度が低いために，このような結果が出たのかも知れないからである。だが

三浦半島の鷹取山 (17）と久里浜 （19）でも同様にホンドヒメネズミが採集されていない

ところを見ると， 三浦半島には本種が生息していないのではないかと疑われる。なぜなら

渋沢（4)のようにホ ンドヒメネズミの優占度が低く，僅かに 12.5%にすぎない場合で

も， 三浦半島の4地域を合せた33頭とLづ総捕獲数があれば，95%信頼限界は 1.2～23.8 

頭となり， Hil~ も捕獲できない確率は僅か 5%にすぎないからである 。

ホンドヒメネズミは， 本ナ｜、｜中古I）では平地から高山帯まで広く分布するが，一般に密生し

たH討し、森林に生息し，ホンドアカネズミの好んで生息する林縁や疎林には少なし、。 しかし

両者の生息域はかなり犬l同に重なり合っているから， 三浦半島の4地域で本種が1頭も捕

獲されなかったことは極めて興味深い。 生息しているとしても，その密度は恐らく極て低

いに違いないが， その原因が地史的な要因に基づくものか，それとも森林の破壊にあるの

か， 今後に残された興味ある研究課題のーっと言ってよかろう。

ホンドヒメネズミは高松山 c3），飯111c 9 ), 鳶尾山 (10），石老山 (12〕，栗原 (13)
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からも採集されていなし、。 しかし総捕獲数の少ない場合のホンドヒメネズミの優占度の95

%信頼限界は， 最乗寺 （2）で， －4.9< P <62.1% (Nニ 7), 渋沢 （4）で－32.4<p 

57.4% (N = 8），仏果lL1 (11）で－8.6< p <28. 6~ぢ（ N=10）であるから， このような

場合には偶然に艦占度がOを示すことは決して稀でないと考えられる。 したがって総捕獲

数が7以下の前記の諸地域でホンドヒメネズミが採集されなかったのは偶然にすぎないと

見るべきであろう。 ただし栗原だけは例外で，その環境からHr：察すると ホンドヒメネズ ミ

は既に絶滅した公算が大きし 、。

ホンドヒメネズミが捕獲されている調査地の うち，その優占度が披も高いのは沢｜」1(8〕

の31.69ぢ（N=19）で，最も低いのが仏果山 （11）の10.0銘（N=10）と陣馬山 c7)の
5. 9% (N =17）である。しかしそれらの95%信頼限界は，沢山の10.7< p <52.5%1こ対し

p, P? 
仏果山が－8.6< P <28. 6%, [lf[I馬山が－5.3<P<17.1弘 Z＝ーニ一一三ーは沢山対仏果ρi -sρ2 
山が1.51，沢山対陣馬山が1.61, 有意水準α＝0.5の棄却域は 9.6以下および1.96以上で

あるから，これらの聞には有意の差がないとみるべきである。すなわち， 今次調査の結果，

三浦半島と栗原以外の各調査地の聞に現われたホ ンドヒメ ネズ ミの仮占度の違いは， 実は

見掛け上のものにすぎず，信頼に値する数値を得るためにはさらに調査を重ねることが必

要である。 これらはもちろんホンドアカネズミやホン シュウヒミズについても言えること

てーある。

種類組成の上で注目すべき ことの一つは陣馬山 c7 ）， 沢山 （8）および仏果1-Li(11)が
カゲネズ ミの生息、が確認されたことである。 本極はネズミ不｜ハタネズミ不｜に属する本j十｜！こ［=i

部特産種で，山麓帯から亜高山帯上限までの森林に生息しているが，分布は極士山的で個体

数も多くなく ， 自然度を計る尺度としては貴重なものである。しかしその俊占度は陣馬山

〔7）で11.8% ( N = 17），沢IL1 ( 8）で5.3% (N =19), 仏果11」(11）では10.0% (N = 

10）であり，その95%信頼限界はそれぞれー3.5<P<27.1%,-4.8<P<15.4%, -8.6 

< p <28. 65ちであるから， この程度の調査では優占がOとして現われてもおかしくない。

したがって今後調査を続けることによ って， 他の調査地域からも採集される可能性が充分

に残されている。

ホンドアカネズミは岩神（20）を除く全調査地域で捕獲され， その俊占度は高松111c 3 ), 
飯i-11c 9），仏果1-11(11），大楠｜上I(18）以外では市’に 1位を占めていた。第1位をホンシ
ユウヒミズに譲ったこれら 4地域のうち，高松山， 飯山および大楠111ではホンシュウヒミズ

p, - pー
とホ ンドアカネズミの仮占度の聞には959ぢ有意水準で差が認められない（Z=----dc一一τ と

sPi-sρ2 
は， それぞれ1.74, o. 87, o. 42で， －1.96以下および1.96以上の棄却域にない〉。しかし
仏果111(11）ではz=3. 46て、有意差があ り， ホンシュウ ヒミズの優占度 （95%信頼限界は
41. 6< p <98. 4%）よりも明らかに高L、。しかしこの地域の総捕獲数は僅か10頭にすぎず，

その上11月 にはホ ンシ ュウヒミズだけが 5 頭 も採集されると L づ 異－，：；~－な事態を見たので，

ホン シュウヒミズの異常に高い優占反ーが正常な状態のものかどうか疑わしL、。 ホンド アカ

ネズミは異常1こ増殖した後数年間，殆んど姿を消すことがあるのが知られている。

その他の調査地域では， ホンドアカネス ミの優占度がホンンュウヒミズのそれよりも高

いが，959ぢ有意水準で差が認められたのは陣馬山 (7）においてだけであ った。 ここでの

959ぢ信頼限界はホ ンシュウ ヒミ ズが －0.4< p <35. 6%, ホンドアカネズミが42.0<p < 

87. 4%, z =31. 8%である。
ホンドアカネズ ミは，本州中部では普通低山帯tJ、下の疎林や林縁部に広く分布してお り，
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東京都区内にも今日なお局地的に残穫するほどで，最も生活力の小知、日時i乳煩の一つである。

それだけに，本種が生息、していない低山帯以下の森林や低木林は，著るしく自然度が低い

と見ることができょう 。今回の調脊地域でホンドアカネスミさえも採集できなかった所に

岩神（20）がある。 ここでは 1月と 2月の2回採集をおこなったにもかかわらず， 1 頭も

nflj乳類を捕えられなかったのであるから， 白然度が低いことは確かなようである。しかし

結論を出すためにはもう少し調査を重ねてみる必要があろう。

今回の調査を通じて最も芯；外であったのは， コウモリ類をどの調査地でも一度も見るこ

とができなかったことである。 コウモリ傾を対象とした夜間観察は，少なくとも次の地域

では，それらが採餌のため盛んに飛朔する筈の季節におこなわれた。すなわち仏果IJ_I(11) 

では5月下旬，星ケi-11(1）と最来寺 （2）では6月上旬， 陣馬lねc7）では6月中旬と
9月中旬，鷹取1-Lic 6）と石老l11 (12）では9月下旬におこない， コウモリ類の飛朔に最
適と思われる地点を選び， 強力ライトを使い細心の注意を拡って観察したが，つL、に 1頭

も目撃できなかった。森林被コウモリ類の観察は，それが余程多数生怠していないかぎり，

慨して困難な ものである。 しかし 7回も観察を試みて，なお目撃できなかったのは，筆者

らの日高，早池峯，五葉lLi，尾瀬，奥日光， 富士山等の経験からみて， コウモリ類が殆ん

ど生息していないことを示すものとしか考えられないの シナノホオヒゲコ ウモリ，カグヤ

コウモリ ，クビワコウモリ，モリアフラコウモリ， コテングコウモリ等の森林棲コウモリ

類は， Yfiんど洞窟に入らず， 森林内の主として樹洞に生息する。もしこれらの調査地域に

コウモリ類がいないとしたら， そのような樹洞をもった穴木が少ないことが， コウモリ類

の生息を阻んでいるのではないだろうか。 その他にコウモリ煩の主食となる昆虫類の少な

いことも， 生息不能の環境を作り 出す一因となっているのかも知れなL、。何れにしても森

林被コウモリ類が極端に少ないのは， 観察をおこな った調有地域の自然j支がかなり低いこ

とを示すものである。

以上の他， 今回の調賓でホンドカヤネズ ミの生息、が鎌倉 (16）で確認され， ムササビが

飯IL!( 9），仏果山（11），石老i-11(12），逗子の鷹取1-Li(17）に生息することが確かめられ

た。ホンドカヤネズミはかつて東京都区内にも多数生自、していたほどで， 少くとも関東平

野では最も分布の広い晴乳類の一つであった。 しかしその生息地が，殆んどイネ科植物の

草原に限られているため， 宅地造成その他の自然破駿の結果，急速に姿を消し，現在では

少数が局地的に残棲するに過ぎない模様である。 この意味で本種の生息が鎌倉で確認され

たことは興味深いが， 他の調査地域で発見される可能性は大いにある。

ムササビは普通低山帯以トの老大木の多い森林にすむので， 杉林などに固まれた古い寺

社の周辺に見ることが多く， 今回目撃したのも多くはそのような所である。と言ってもそ

の行動圏は， 必ずしもそのような老大木に限られず，森林にそ ってかなりの長距離を移動

することもある模様である。 しかし高木のない広い草原や農耕地，市街地などをi横切って

移動することは考えられないから， 逗干鷹取山のムササビは古い！時代からの遺留個体では

ないだろうか。 その意味で間取111のムササビは，個体併を生物学的に研究するための材料

として，極めて貴重のような気がする。

大型日前乳類としてムササどの他， ホンドイタチの生.~、がilfjl馬山（ 7）と大楠1J1(18）で，

ニホンイノシシが沢山（8）で確認された。 ホンドイタチはホンドアカネズミと殆んど同

程度に分布の広い種類であるから， 今後の調査により調査地域の多くで生息が認められる

可能性が高L、。 これに反してニホン イノシシは，恐らくはるかに局地的であろうから，そ

65 



66 今泉 ・小林.IS'行・111ロ：神奈川県の小晴乳類相について

の分布の調査は自然度を計る上でかなり重要である。今後の調査を期待したい。

V結び

ムササビ，ホントイタチ，ニホンイノシシおよびホンドカヤネズミの記録は， 偶然に得

られたものであるから， 調査地域聞の種類組成を比較するために適当てなし、。したがって

そのような比較を目的とした種類組成は， 積極的な採集で得られた種類に限定すべきであ

ろう。このような種類組成には次の4群がみられた。

第u作：ホンドアカネズミだけからなるもの。久里浜 (19)
第2j作：ホン ドアカネズミとホンシュウヒミズからなるもの。高松iLr ( 3），飯山 （9 ), 

鳶尾山 (10）， 石老山 (12）， 栗原 (13），鎌倉 (16〕，鷹取111(17）， 大楠山 (1針。

気~ 3 君下 ・ホンドアカネズミ，ホンシュウヒ ミズ， ホン卜ヒメネズミからなるもの。 星ケ

ill (1 ），最釆’寺（2），渋沢（4)，本郷〔5），胞取山（6〕， 城山 (14〕。

気き4lif：ホンドアカネスミ ， ホンシュウヒミズ，ホンドヒメネズミおよびカゲネズミか

らなるもの。附馬山（ 7〕，沢1-lr( 8〕，仏果J_Lr (11）。

4種類の小型口甫乳類の組合せには， 例えばホンシュウヒミズだけからなるもの，ホンド

ヒメネズミだけからなるもの， ホンシュウヒミズとホンドヒメネスミからなるもの等，15

通りがある筈であるが， 上記の4通りしか見られなかったのは， 全 くの偶然とは考えられ

ない。これは今次の調査がおこなわれたような関東低地では， カゲネスミが生息するよう

な環境には常に他の3種も生息し， カゲネズミを欠くが，ホンドヒメネズミを産するよう

な所には必らずホンシュウヒミスとホンドアカネズミも同時に生息、するためである。 言葉

を変えて言えば，ホンドアカネズミは分布が最も広く， 岩神以外の全調査地に分布してい

るが，ホンシュウヒミズ，ホンドヒメネズミ， カゲネズミはこの順序で分布が狭くなって

いて，後の種は必らず前の種の分布域内に生日、する。 そのため，このような組合せしか生

じないのである。

これら 4種の小型口市乳類は， それぞれ異なったニッチェを持つ筈であるから，犬まかに

言えばより多くの種類が生息する地域ほど植生その他が変化に富み， 自然度が高いとみる

ことができる。

このような意味て前記の4通りの種類組成は自然度を計る尺度としてある程度有用と考

えてよかろう。但し今次調査地域における上記の4通りの組合せは， l止に卜分に考察を重

ねたように， 調査を充分におこなうことによ って第1群の久里浜が第2群に加えられ， 3 

通りになる可能性が高い。 そして第2群に残るのは， 三浦半島の4地域と栗原だけで， 残

りは第31洋または第4群に移行することになりそうである。

VJ要約

① 1973年5月より1974年3月末日 まで， 県下20ケ所において，主として小型哨乳類の

分布状況を把握するため，各調査地域において小型｜往生日前乳類の採集をおこなった。

① 各調査地域において採集した結果， 4種163個体を得ることができた。各調査地域に

おける種類組成は表 1の通りである。なおホンドカヤネズミ，ムササビ，ホンドイタチ，

ニホンイノシシのように生息が確認できたもの，および陣馬山地域のように， 今回の調査以

前に生息が確認されている種をも加えると， 全部で9種の生息、が確認できたことになる。

① 五カ田地域を除く全調査地域で探集調査をおこな ったが， 岩神地域を除くどの地域



Bull. Kanaga wa Pr巴f.Mus. No. 12 December 1980 

、
「f
 

＼
 

1
ι
 

67 

一弘

〈

吾、4
〆、ー’、
( 、
＼ 
／ 

＼ 
フ、
／ 
／ 、、
可 ．
／ 
／ 

I 
い〆

、ρン 」／＼一／／ 
r 
〆，

／ 

戸ノ・

ノ
9犬包路

( 1！.＿！王ケ岳
f 〆 ． JO宇曹洞丸山

/-- ＿！ゴーラ訳出合 13丹沢山
／／（ピ ？零沢 t5札接

//  l • ？~ ・5煎木沢 H 塔ケ岳
ノ '1 J ,, 6銑翻訳
I / ,....) 1 ＝＜ーシン
., I • 

) f 3 llli.次郎習で
ノ ＼ I A 」
( rムー、、♂ーム ／へて~
l，ー一一一 ー、 ' 

、

12短to

・,_{ 

／ 

ノ
ノ ．

( / ..／＼＿、

I ( ＼ 空＼仙石原

' i . ，，、 ・
叶 ＼． 二〉
¥ "i¥ . 〆J

、F「3
、、

〈入

＼ 

図 2 調査地域

＼
 

2 I) 

｜揖問仙石川向ユーシノ侃州側沢間ゴーラ訳犬也路間L !1ケ岳融
I 2 3 < 5 6 7 8 9 IO 11 12 

Uro"i<hw ulpoldo hoodoo泊 1 1 J 2 5 2 5 ι12 ・ 16 5 
ホノシs ウヒミズ 目

Uym≪吋oopolo，。柿，s
ヒ〆ヒミズ

Croc1dura d”nc.zum1 di回’
＂＇ン y , ウジ＂＂ミ
Ec<h<MmY' hg<w 
カグ才J ミ

I) 

hfoo<w mO"l<h<lh m<oo≪l"ll' 
"' rドρ タネズミ

Ap吋乞mlUugcnu:ul a『gcn !cu~

オミノドヒメネズミ
3 らJ J 27 15 

Ap似kmm•p＜τimw 'I'=＂雪印
才ンドアカネ；.；ミ

Chionmog'k pl,.mph"' 
カワネヌミ

丹沢山塔ケ岳札鱗 蛙沢
13 H lS IG 

18 

表 2. 各調査地点に於ける地上楼小[I市乳類の採集個体数

2 I) 



68 今泉 ・小林 ・吉行・山口：神奈川県の小11111乳類相について

にもホンドアカネズミの生息していることが明らかにな ったの またホンンュウヒミズもそ

れに次いで広 く分布していることが確認できた。

④ ホンドヒメネズミとホンドカヤネズミは， 今回の調査では三浦半島ていは生息が確認

できなか った。これら 2種はこの地域には生息していないのかも知れない。

① 真正モ グラ好！の調査もおこな ったが採集できず， それらの分布状況の把握はできな

かった。

① コウモリ類の生息確認を積極的におこなったが， 全調奪地域において確認すること

ができなかった。 これは森林被 コウモリの生息に必要な樹洞をもっ老木が，調査地域に極

めて稀なことに関連があるかも知れない。

⑦ 大型晴乳類の調査は， 今回は積極的には実施しなかったが，ムササビ P ホンドイタ

チ，ニホンイノシシの分布について若干の資料を得ることができた。

③ 小型陸棲llMJ乳類の種類組成は，自然度の判定にある程度有用なようである。

附 記

小林 ・1J1仁l〔1971〕が3 1968年より1970年の3ヶ年間にわたり調査した丹沢山塊におけ

る地上棲小暗乳類の採集地と採集個体数を参考資料として図2及び表2に示した。
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神奈川 県平塚 市沖のカニ類幼生

村岡健作水 ・柴田勇夫料

On the Megalopa Larvae of Brachyuran Crustacea collected 

from Sagami Bay 

Kensaku MURAOKA and Isao SHIBATA 

Abstract 

This paper deals with the brachyuran megalopae collected from the coast of 

Hiratsuka, Sagami Bay, during the period 1972 to 1974. The materials consisting 

of 131 megalopae specimens were obtained by towing a larvae net of 50 cm in 

mouth diameter, mesh size 2 mm square. They are classified into 21 species, 

7 families including the larvae of unidentified species. Th巴 detaileddescription of 

these larvae is given below, several species of which have already been r巴ported

by the author. Portunid and Xanthid larvae aboundantly occur巴din August and 

September of 1973, but the occurrence of Sesar mine larvae belonging to family 

Grapsidae were very poor in the surface of water through the four seasons. 

はじめに

1972年から1974年にかけて， 神奈川県水産試験場相模湾支所では相模湾沿岸重要生物調

有事業のーっとして， 有用カニ類の採捕を白的としたカニ篭に よる漁獲試験を実施し，ガ

ザミ ，ジャノメ ガザミ， およびヒラツメガニの3種の生態についての調査を行った。 この

調査結果については既に報告してきたが（柴田 ・村岡，1974a, b），この調査と併行して平

塚沖を中心とした表層域のカニ頒幼生，特にメガロパについても調べてきた。

今回， 幼生の出現極と出現季節並びに外部形態の観察結果についてと りまとめるこ とが

できたので，その概要を報告する。

材料および方法

観察した材料は神奈川県平塚市川！の海域で， 1972年9月から1973年11月にかけての毎月

11己I（但し，1972年10月～12月，1973年5' 7 '10月は天候不順等で調査は実施しなかった〉

ド 神奈川県立博物館 KanagawaPrefectural Mus巴um,Yokohama 

料神奈川ノk試相模湾支所 Sagami wan branch, Kanagawa Prefectural Fishery Experiment 

Station, Odawara 
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70 村岡 ・柴田 ：神奈川県平塚市沖のカニ類幼生

と1974年3月に採集したものである。 採集方法は日没後1～2時間を経た後にプランクト

ンネット（口径5Qcm，モジ綱 （Minnownet) 250径，クレモナ 6本合せ〉を用いて，水深

5～30mの海域を沿岸に沿って10分間表層曳きを行＇ ', カニ類幼生のうちメガロパ期のも

ののみを集めた。採集した材料の一部はプラスチック容器に入れて， 実験室に持ち帰り，飼

育するとともに，他は検鏡のため70~ぢアルコールで固定し ， 保存した。

記載の凡例

幼生の種名については， 同定できたものはその種名を， 同定でき るまでにいたらなかっ

た種はアルプアベットを用いて表示した。

幼生の記載は甲殻の長さ， 採集年月日，棋本番号，個体数（丸カッコ内〉の順に記した。

なお，甲般の長さは$1＇！~味の先立掛から 甲殻後縁までの長さとし， 甲幅の長さは両側縁の帽の

最大値を示した。 腹部の腹肢の刺毛配列は第2腹節から第5腹節にかけての順に，外肢の

末節側縁に列生する羽状毛数を， 尾肢については，原節と末節にかけての順にそれぞれ記

した。

結 果

1. 幼生の種類

1972年9月から1974年3月までの期間， プランクトンネットによる表層域で採集したカ

ニ類幼生は次の7科21種である。 このうち，種名を明らかにすることができたのは9種で

あった。

1. Kraussia integra (DE HAAN) 

2. Cancrid larva A〔Cancersp.) 

3. Portunus (Portunus) trituberculatus (M1ERs) 

4. Portunid larva A (Charybdis sp.) 

5. Portunid larva B (Charybdis sp.) 

6. Portunid larva C (Charybdis sp.) 

7. Portunid larva D (Thalamita sp.) 

8. Thalamita sima H. M1LNE EowARDS 

9. Portunid larva E (Thalamita sp.) 

10. Xanthid larva A 

11. Xanthid larva B 

12. Xanthid larva C 

13. Xanthid larva D 

14. Pinnotherid larva A (Tritodynamia sp.) 

15. Ocyρode stimPsoni ORTMANN 

16. Planes cyaneus Dana 

17. Hemigraρsus sanguineus (DE HAAN) 

18. Hemigrapsus Jうenicillatus(DE HAAN) 

19. Gaetice deρressus (DE HAAN) 

20. Helice tridens tridens DE HAAN 

21. Grapsid larva A 
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Table 1. Seasonal occurrence of brachyuran megalopa巴 from

September 1972 to March 1974 

1972 1973 
9 1 2 3 4 6 8 

Kraussia int巴gra 3 

Cancrid larva A 2 

P. (P.〕tritu bercula tus 

Portunid larva A 

Portunid larva B 

Portunid larva C 

Portunid larva D 

Thalamita sima 2 

Portunid larva E 

Xanthid larva A 54 

Xanthid larva B 32 

Xanthid larva C 

Xanthid larva D 3 

Pinnoth巴ridJarva A 

Ocypode stimpsoni 

Planes cyaneus 

Hemigrapsus sanguineus 3 

Hemigrapsus penicilla tus 2 

9 

LJ 6、
1 

2 

1 

2 

1 

2 

Gaetice depressus 2 • 7 

Helice tridens tridens 2 

Grapsid larva A 

2. 幼生の出現時期と個体数

1974 
11 3 

表 1は調査期間中の幼生の出現種と個体数について月別に整理したものである。 出現｜｜寺

期は夏季から秋にかけてが多く， 冬から春にかけては全 く得ることができなかった。月別

の出現個体数では， 1973年8月と 9月が最も多く， 特にオウギガニ科の2種の幼生は仙と

比べて多数得るこ とができた。 また，種類数では1973年9月がl設も多く， 4科10種で，こ

のうち，ワタリガニ科の幼生が過半数を占めていた。

3. 出現した幼生の形態学的特徴

I Family ATELECICLIDAEクリガニ科

① Kraussia integra (DE H AAN）ゴイシガニの幼生 figs.1-6. 

1梨本 ：甲長1.46mm, 甲l陥l.12mm,23. VIII. 1973, No. 104 ( 3 specs.) 
l手lは長方形で，背面には微細な短毛がまばらに生じる。 額上或は両端わずかに前方に突出

する。第4歩脳jを収容するくぼみは顕著ではない。第2触角は11節からなり， ＇.！＃ sm'iの末
端に顕著な長い感覚毛を備える 。 ~Jlj毛配列は基部から末端にかけて， 2, 1, 1, 0, 0, 2, 

o, 3, 0, 4, 5。針tJ}t1Jは強｜孟｜で，j坐節の腹面側に鈎状林を備える。歩胸lは4対で，第4歩!Jt11
の末節末端に3対の感覚毛を備える。 腹部には腹肢 （4対〉と尾l技 (1対〉とを備える。

腹肢の鈎毛数は3～4本，jJ夏肢の外肢と尾肢の刺毛配列は17,18, 17, 14 15と1,9-10。

本幼生の形態学上の特徴は渡部 (1971）の報告とよく一致する。
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72 村岡 ・柴旧 神奈川県平塚市沖のカニ知幼生

IT Family CANCRIDAE イチョウガニ科

(1) Cancrid larva A (Cancer sp.) イチョウガニ属の幼生 figs.7-11. 

＊~＇！オz ・ 甲長1.77mm, 市中／r¥1.3mm, 21. VI. 1973, No. 76 ( 1 spec.), No. 77 ( 1 sp巴c.)

l'jJは消’らかで， 後縁近くの中火に 14ての背1＇止を備える。第3顎JUqlは内外肢に分かれ，外

JJ支の末節末端には 7本の羽状毛をイ＝1する。 胸JUqlは5対で， 左右相称。第5対の末節末端に

は3本の感覚毛を有する。 腹部には 4対の腹肢と 1対の尾）］止とを備える。ll変肢の内肢の鈎

毛数は3～4本。 腹肢と尾肢の刺毛配列は16,16, 15, 13と1'8 9である。

ill Family PORTUNIDAEワタリガニ科

¥..D Portunus (Poァtumts)trituberculatus (M1ERs）ガザミの幼生 figs.12-15. 

楳本 ・ 甲長 と 甲 1/1~＼の長さ は甲殻損傷のため計以ljは不能であるが3 ほぼ甲長2.4mm, 甲1／同

1. 5mmほどである。20.IX. 1973, No. 114〔2sp巴cs.)

甲は背面m’らかである。持1V或は前方に突出する。U1l l1'1!fr1は内外1151:に分かれ，外肢は4
節0 tfj 2～第4節には約22本の感覚毛を生じる。 第2触角は11節。第SEi[＇〕には 長短各2本

ずつの剛毛が生じる。 剣JU,jlは左手I相称で座節側縁と腕節内縁に鈎状似を｛耐える。歩腕は4

対で，第4歩！胸lの指節は似状， ）阪）皮および尾肢の剛毛配列は2224, 23 24, 20, 20と1'

11 12. 

(g; Portunid larva A (Charybdis sp.）イシガニ属のとlj生 figs.16-22. 

4栗本 ・甲長3.28加盟， 甲1/1/j¥l.63mm, 20. IX. 1973. No. 116 ( 1 sp.) 

甲は背面滑らかで，制1！止は納長 く前ノゴに突出する。第l1~0！角は内外肢に分かれる。内肢

は1節，外肢は4節認められる。 第2触角は11節からなり，第8節は細長い。剣JJJqlはj五五節

に鈎状糾を備える。第 4 歩！刷lの指~j］は権状で，内縁には 9 本の感覚Eを備え るが， そのう

ちの2本には先端に微締｜な羽状もが生じている。 腹肢と尾l伎の刺毛配列は28-29,29-30, 

27, 24とl, 13である。

本幼生は蒲生 ・村l河 (1977）によ って版告された Charybdissp. 1と甲の形態や腹肢

と尾肢の刺毛配列などが致する。

① Portunid larva B (Charybdis sp.〕イシガニ属の幼生 figs.23-27. 

標本 ：甲長2.34mm, 甲1/1/i¥1. 32 1. 48冊目. 20. IX. 1973, No. 113 ( 2 specs.) 

第lj似角は外肢5節， 第2触角は11節で， 第8節に生じる 2本の長い感覚毛のうち 3 1 

本は末節末端に達するほどの長さである。鉛IJJqlは左右柵称で，座節には鈎：伏線を備える。

l度肢および尾肢の刺毛配列は2023, 21, 19 21, 18-19と1'11-12である。

本幼生の形態学的特徴は叫に報告されている Charybdissp. 2 （油生 ・村岡，1977）の

それと比較してよく一致する。

① Portunid larva C (Charybdis sp.）イシガニ属の幼生

襟本 ：甲：1:2. 55mm，甲l陥1.73胴， 21.VI. 1973, No. 74 ( 1 spec.) 

本幼生の腹肢と尾！伎の京ljE配列はj補生 ・村岡 (1977）が報泊した Charybdissp. 3の幼

生とf(j似する。

① Portunid larva D (Thalami-ta sp.）べニツケガニ屈の幼生 figs.28 32. 

襟本 ：甲長2.14mm，甲1/11,¥1.22mm. 15. XI. 1973, No. 79 ( 1 spec.) ; 20. IX. 1973, No. 

102 ( 1 spec.〕

第1触角は外肢5節。第2触角は11節からなる。 紺脚は鈎状線を周五節のみに備える。第

4歩l山lは指節権状で，その内縁に6本の感覚毛を生じる。
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本幼生は KuRA l八 (1975）の分畑出に従えば， ilii=lIJ1i[lの民節に鈎状11止を備えることから，

Charybdis属の幼生になる。しかし，メガロ パから変態した第1HJ'ガニの年lの形態、は前側
縁に51お備え，その第4佐［は著しく小形である。

ここでは Tha!amita属の幼生としたが，第u羽稚ガニJ.;)、後の成長に伴う形態、の変化に
ついては詳細に観祭を行う必要がある。

⑤ Thalamia sima H. M1LNE EDWARDSブタハベニツケガニの幼生 figs.33-36. 

標本 甲長1.89mm，甲胴0.91加盟。27.IX. 1972. No. 92 ( 1 sp.）； 甲長 1.71.8伽， 甲幅

1. 0 l. lmm. 23. VIII. 1973. No. 103 ( 2 specs.). 

第 l 触角は外肢 4 節。第 2 触角は11節。 紺l悩lは左右相称で， ）~色j］と腕節には鈎状川は認

められなし、。 腹部は腹肢と尾肢を備える。腹肢の内fJ支には2-3本の鈎毛を有する。腹肢

の外肢と尾肢の刺毛配列は22,20 21, 18 20, 17と1'10である。

第l稚ガニは甲長1.Smm，甲rj.回2.Omm0 Efciの前側縁には 51お認められ， 各歯の先端は前方

に向う。第4歯は縮小している（fig.36）。

⑦ Portunid larva E〔Tha!amitasp.）べニツケガニ属の幼生 figs.37 40. 

標本 ．甲長2.14mm，甲師1.22mm, 20. Iふ 1973.No. 111 ( 1 spec.). 

第 1 1~1：角は内肢 1 節，外肢 5 j'if］ 。 第 21~虫角は11節からなる 。 主［j 倒的座節と IJ宛節には鈎状

料！は認められなし、。 第4歩脚は指節内縁に 5本の感覚毛を備え，このうちの3本は先端に

微細な毛を有する。 腹肢と尾肢の京IJ毛配列は20-24,25, 23, 18-19と1'11-12. 

N Family XANTHIDAEオウギガニ平｜

① Xanthid larva A オウギガニ科の幼生 figs.41 47. 

桔~本 ： 甲長1.7mm, 甲帽l.2mm,23.VIII. 1673. No.105〔54specs.) 

甲は前後に細長く，背面は微細な妹でおおわれている。もI＇！は両端が前方にわずかに突出

する。~~ 2触角は11節で， 第3' 8' 10節には 3～4本の感覚毛がl愉生する。錨酬は左右

相称で，脚節と掌節の外面は小林が一面に生じている。第1から第3歩脚は各節に小林が

生じ， それに長毛が混在している。 剣脚と前3対の歩間lの長iii節にIi＼、ずれも鈎状腺を備え

る。第4歩脚は各節に小林と長毛とが生じる。座色j］には鈎状刺は認められなL、。指節には

末端に 3本の感覚毛を有する。腹部は4対の腹肢と 1対の尾11支とを備える。腹肢の内肢に

は3 4本の鈎毛が認められる。l度肢の外肢と尾肢の車lj毛配列は 1819, 17 18, 17-18, 

15と1,10. 

② Xanthid larva Bオウギガニ科の幼生 figs.48 53. 

t!¥'i本 ：甲長1.5mm, 甲中日1.3担m,23. VIII. 1973. No. 106 (32 specs.). 

背甲は前極の幼生と同様に小林でおおわれる。 ＠Iの前縁はW字型。第2触角は11節。第

3, 8, 10節に長い剛毛が輪生する。鉛l山lは/J宛節， 掌：節共に肥大しp 甲面同機に小耕でおお

われている。座節の内II/I＼には鈎状刺！を備える。歩m11は4対で，いずれも小糾でおおわれて

L、る。第3歩！出lの座節には鈎状刺は認められない。第4歩IJL1Jは指節内縁に 4本の感覚毛が

認められ，このうちの3本は末端に生じる。 腹肢は内肢に 4 5本の鈎毛を有する。11夏肢

の外肢と尾肢の刺毛配列は18,18, 18, 14 15と1, 9である。

本幼生は前種の幼生と 甲の形態は類似するが， 歩IJ111の座節の鈎状似の有無により容易に

識別することができる。

③ Xantbid larva C オウギガニ科の幼生 figs.54-63. 

標本． 甲長2.24仰， 甲l陥2.04mm, 21. IX. 1973, No. 118 ( 2 specs.) 
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l甲は丸味ある六角形を呈し，背面は平滑。 傾は前方に突出し，l｜！失わずかにへこみ2民

に分かれる。第1触角は内外肢に分かれ， 外JJ支は6節認められる。第2触角は11節。鮒！山l

は左有相称で3 肥大し，長節の基部近く の内縁は波状を呈している。 歩m11は4対で，tr〕2
歩脚は他よりもやや長く，第3，第4歩脚はほぼ等しい。第4歩脚の指節末端には3本の

感覚毛を備え，このうちのl本には先端に毛を有する。 jJ反l肢は4対で，内肢の鈎毛数は4

-5本。外肢および尾肢の刺毛配列は29-30,29 30, 25 27, 23 24と2'16 17。

① Xanthid larva D オウギガニ科の幼生 figs.70-76. 

楳本： E~長2. 7脚， 甲 111~＼2 .Omm, 23. VIII. 1973, No. 107 ( 3 specs.); 20. IX. 1973, No. 

117 ( 1 spec.). 

甲 は背面滑らかである。 ~H域はわずかなくぼみで二葉に分かれる 。 前側縁は鋸歯状を呈

する。 後縁には歩脚を収容するための浅い くぼみが認められる。第1触角は内外肢に分か

れ，内肢は1節，外肢は4節認められる。 第2触角は11節からなる。鉛凶lは左右中目称。歩

JJJ,jJは4対で，前3対の長さはほぼ等しい。第4対の指節内縁には 7本の感覚毛が認められ

る。これらのうち，4本は直ちで，短く， 毛縁には小形の突起物が対になって列生してい

る (fig.75）。腹部には腹肢と尾肢とを備える。腹肢の内肢には4-6本の鈎毛を生じる。

jJ夏肢と尾肢の刺毛配列は29-30,30, 27, 21-22と1'15である。

本幼生はイワガニ科の幼生と甲の形態が類似する。 しかし，既知のイワガニ亜科やイソ

ガニ亜科の幼生とは，第4歩！日11の指節末端に備わる感覚毛数が相違しているの ここでは3

;;r; 2触角や尾節の形態からオウギガニ不！としたが， 今後検討すべき標本である。

V Family PINNOTHERIDAE カクレガ二平｜

① Pinnotherid larva A (Tritodynamia sp.）ヨコナガピンノj認の幼生 figs.64 

-69. 

標本 ：甲長2.34mm，甲111面2.24mm, 20. IX. 1973, No. 110 ( 1 spec.). 

甲は背面の後縁近くに 1本の刺：を有し，Ab型（村岡， 1979）を呈する。第1触角は内外

JJ主に分かれ，内肢は 1 節，外！肢は 4 節認められる。貨当 2 111~角は 9 節からなり， 11=} 5節から

末節までの各節には長い感覚毛が生じる。第3顎！山lは内外岐に分かれる。内肢は5節認め

られ，このうち， 前節の基部の関節は腕節におおわれている。 illl:llJJqlは左右相称。歩l仰は第

2歩脚が最も長L、。第4歩!Jlilは最小で，その指節の末端には3本の感覚毛を備える。腹部

には腹肢と尾肢を備える。 腹l伎の内肢には2-4本の鈎毛を 有ーする。腹肢の外肢と尾肢の

京lj毛配列は20,20, 19-20, 18-19とl, 12である0

VI OCYPODIDAEスナガニ手ヰ

① Ocyρode stimρsoni ORTMANN スナガニの幼生

標本 ・甲長5.7mm, c~1 r陥4.4mm, 23. VIII. 1973, No. 108 ( 1 spec.) 

1世 GRAPSIDAEイワガニ科

① Planes cyaneus D ANA オキナガ レガニの幼生

楳本 ：EJ3長：4.omm, EF1 M¥2. 9mm, 19. III. 1974, No. 73 (1 sp巴c.)

本幼生は平塚許＇＂で得たものではなく ， 調査の帰路に酒匂川 河I付近で採集したものであ

る。尾肢の刺毛配列は 4'22である。

② H仰 zigrゆ sussang-uineus (D E H AAN）イソガニの幼生

楳本・甲長1.5mm，甲111市1.lmm, 27. IX. 1972, No. 87a (2 specs.), No. 90 (1 spec.); 20. IX. 
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1973, No. 100〔2sp巴cs.)

① HemigraρSUSρenicillatus〔DEHAAN）ケアサイソガニの幼生

1草木 ．甲長1.4mm, 甲111吊1.Qmm, 27. IX. 1972. No. 87b, ( 1 spec.), No. 89 ( 1 sp巴c.).
① Caetice dゆressus〔DEHAAN）ヒライソガニの幼生

標本： 甲長1.9 2. 2mm，甲11日1.5mm, 21. VI. 1973, No. 78 (1 spec.), No. 98 (1 spec.〕， 20.

IX. 1973, No. 100 ( 1 spec.), No. 109 ( 3 specs.), No. 112 ( 1 spec.), No. 115 ( 2 spec.). 

⑤ Helice tridens tridens (DE HAAN〕アシハラガニの幼生

標本 ：Ej'I長1.5伽，甲幅1.2mm, 27. IX. 1972, No. 93 ( 1 spec.), No目96( 1 spec.). 

① Grapsid larva A イワガニ科の幼生 figs.77 80. 

標本・ 甲長4.52mm，刊！日3.2問。27.IX. 1972虫 No.88 ( 1 spec.〕．

大型のメガロパで，背甲は滑らかである。額域は先端下呈ーし，腹聞で第u虫角簡の側壁
を形成する。 甲の後側縁には歩脚を収容するくぼみが顕著に認められる。胸部腹甲は末節

の末端の一部が左右ともにU字形を呈して後方に伸びる。腹部には腹肢と尾肢を備える。

腹肢の内肢には4-6本の鈎毛を生じる。腹肢のタト肢と尾肢の刺毛配列は44,40, 35 36, 

28と6,20 21である。尾節は台形状。

本幼生は胸部腹甲の末端が後方に伸びていることから， イワガニ亜平｜の幼生とも思われ

る。 しかし， 第2j~虫角の鞭節数はこれまでに知られているメガロ パ とは異り，その所属は

明確ではない。

むすび

今回の調査域での幼生の出現種は 7科21砲で，I重rn数ではワタリガニ不｜とイワガニ科が
多く ，個体数ではオウギガニ科が最も多かったの

沿岸性カニ類の幼生ではワタリカニ科のものが多く， 特に 9月に多くの種知が観察され

た。 平塚y1:1:1の水深5mから30mまでの海底にはワタリガニ科のガザミ，ジャノメガザミ，

ヒラツメガニが多数生息している（柴田 ・村岡， 1974a）。他にアカイシガニ，イシガニ，

シマイシガニなどもカニ篭による漁獲調査の際に個体数は少ないものの生息を確認してい

る。したがって，調査域にワタリガニ科幼生の種類が多いことは考えられる。

オウギガニ科の幼生は8月に多数出現している。 しかし，この付近は砂質もしくは砂泥

質でオウギガニ科のカニの生息には不向きで，生息種類はさほど多いとは思われなし 、。恐

らく平塚付近に生息する種ではなく， 他地域の種と思われるが，種名が不明のため明らか

ではない。

海岸や干潟に生息するカニの幼生についてはイソ力ニやヒライソガニなどのイワガニ科

のものが多かった。 調査域の東側を流れる相模川の河口千潟にはイワガニ科のべンケイガ

ニ類やスナガニ科のチゴガニやヤマ トオサガニなど内湾性の種頒が多数生息している。し

かし，調査した海域は相模川の河川水の影響を強く 受けるにもかかわらず， アシハラガニ

とケフサイソガニの幼生のみであった。

これらのことから， 平塚沖のカニ類幼生については， 1.出現種数は季節的な較差が大き

いこと。2.調査域以外に生息するカニの幼生も認められること。3.内湾性の種類が少ない

ことなどがあげられる。
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Explanation of Plates 

Plate 1. 

Figs. 1-6, Kraussia integra (De Haan), m巴galopa.1, dorsal view; 2, antenna, 3, cheliped, 4, 5, 

third and fourth ambulatory legs 6, telson and uropod. Figs. 7-11, Cancrid larva A (Cancer 

sp.), megalopa. 7, dorsal view, 8, external maxilliped, 9, cheliped; 10, fourth ambulatory leg, 

11, telson. Figs. 12 15, Portunus (Poi’tun us〕t円！ubeiculatus (Miers), megalopa. 12, antennule, 

13, ant巴nna;14, cheliped, 15, propodus and dactylus of the fourth ambulatory leg. Bar scales 

represent O. 5 mm. 

Plate 2. 

Figs. 16-22, Portunid larva A (Charybdis sp.〕， megalopa.16, dorsal view, 17, thoracic sternum; 

18, antennule, 19, antenna, 20, cheliped; 21, dactylus of the fourth ambulatory leg, 22, telson. 

Figs. 23-27, Portunid larva B (Charybdis sp目〕， megalopa.23, antennule; 24, antenna, 25, cheli-

ped, 26, dactylus of the fourth ambulatory leg, 27, telson. Bar scales r巴presentO. 5 mm. 

Plate 3. 

Figs. 28 32, Portunid larva D (Thalainita sp.〕， megalopa.28, antennule, 29, antenna , 30, is 

chium and merus of the cheliped; 31, dactylus of the fourth ambulatory leg; 32, telson. Figs. 

33 36, Thalainita sima H. Milne Edwards, m巴galopaand young crab. 33, ant巴nnule;34, ant巴nna;

35, dactylus of the fourth ambulatory leg, 36, anterolat巴ralmargin of the first crab. Figs, 37 

-40, Portunid larva E〔Thalainitasp.), megalopa 37, antennule, 38, antenna; 39, dactylus of 

the fourth ambulatory leg, 40, telson and uropod. Bar scales represent O. 5 mm. 

Plate 4. 

Figs. 41 47, Xanthid larva A, megalopa. 41, dorsal view, 42, antenna, 43, cheliped 44, palm, 

outer view, 45, 46, third and fourth ambulatory legs, 47, telson and uropod; Figs. 48 53. 

Xanthid larva B, megalopa. 48, dorsal view; 49, antenna, 50, cheliped; 51, 52, third and fourth 

ambulatory l巴gs,53, telson and uropod. Bar scales r巴presentO. 5 mm. 

Plate 5. 

Figs. 54-63, Xanthid larva C, megalopa. 54, dorsal view, 55, antennul巴， 56,antenna, 57, 58, 
external maxillip巴cland distal segment of the exopod, 59, chelipocl, 60, 61, 62, second, third 

and fourth ambulatory legs, 63, telson and uropod, Figs. 64-69, Pinnotherid larva A (Tritody 

namia sp.〕，megalopa.64, dorsal view , 65, antennule, 66, antenna , 67, ext巴rnalmaxilliped , 

68, 69, third and fourth ambulatory l巴gs.Bar scales represent 0. 5 mm. 

Plate 6. 

Figs. 70 76, Xanthid larva D, rηegalopa. 70, dorsal view, 71, antennule, 72, antenna 73, exter 

nal maxilliped, 74, cheliped, 75, dactylus of the fourth ambulatory leg; 76, telson and uropod. 

Figs. 77-80. Grapsicl larva A, megalopa. 77, dorsal view, 78, antenna; 79, external maxilliped 

(omit the setae）守80,dactylus of the fourth ambulatory leg. 
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A Revision of the family Philopotamidae from Japan 

(Trichoptera : Insecta) 

Mineo KOBAYASHI 

カワトビケラ科の再検討

カワトビケラ不｜は昆虫綱毛旭日に属する多くの種を合む1不｜で， 世界的に広く分布をし

ている。わが匡｜でも多 くの種が知られている。1956年に Rossによ って， わが国からの既

知種も含めて，カワトビケラ平｜の再検討がおこなわれた。 その後，わが国に生息する毛題

目の分類学的研究の過程において， カワトビケラ平｜について再検討をする必要が生じたの

で，ここに再検討を試みるとともに 1新属12新種の記載をおこなった。 （小林峯生〉

The Philopotamidae are world wide in distribution, and are aboundant in rapid, 

clean stream from subarctic to tropical areas. The abults vary considerably in 

size and shape. The smallest are 3 or 4 mm. long and drab in color. These exter 

nal features offer little aid in grouping the species into matiral unites. Th巴 best

criteria for this have proven to be differences in wing venation and male genita-

lia. As was pointed out by ULMER (1930) and Ross (1956), the Philopotamiclae 

contain three principal groups, based on the shape of the anal veins in the hind 

wing. 

The Sortosa complex, whose members have all three anal veins present (Pl. 1, 

2), including a few with the second (2A) represented by only a stud. 

The Chimarra complex, in which 2A is couvecl up and fused with lA to form 

a loop at the base of lA (Pl. 1, fig. 1). 

The Wormaldia complex, in which all trace of 2A has disappeared, so that the 

anal veins give the appearance of a divergent fork 〔Pl.1, fig. 11〕

In the course of the study on the Japanese Trichoptera, I found undescribed 

many species belong to Philopotamidae. In this paper, 1 genus and 12 species are 

newly described, give keys to the species. Among the known species 2 species 

were not examinded becaus the material of those species were not available. Those 

are Chimarra conco!or UrMER 1915, Wormaldia kisoensis ( TsuDA) 1942. 

I wish to express my gratitude to Dr. Kintaro BABA, Mr. Sigikazu UcHIDA, Mr. 

Kδtaro S1-1rnAHATA, and Mr目 HisashiKA1コow.A.Ki,who allowed me to study the spici-

mens clolected by them. 

Fam. Philopotamidae W ALLENGREN, 1891 

Type genus; Philoρotamus STEPHENS 1829 

Philopotamidae W ALLENv町内 1891,K. Sv. Vet. Akad, Handle., 24 (10) ; 143 
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Philopotamidae. ULMER, 1907, Gen. Insect., 60a, 195 

Philopotamidae. BETTEN, 1934, Bull. N. Y. State Museum., 292: 164 

Philopotamidae. TsuoA, 1942, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. (B), 17; 255 

Philopotamidae. Ross, 1944, Bull. Ill. Nat. Hist. Surv., 23, 44 

Philopotamidae ・ MosELY & K1MM1附 ，1953,Trichoptera., Australia and New Zelend. 

British Mus., 285 

Philopotamidae: Ross, 1956, Evolution and classification on the mountain caddis-

flies. Urbana; 52 

Diagnosis: Spurs 2, 4, 4 or 1, 4, 4. Ocelli present. Maxillary palpi with the first 

joint always short; terminal joint fairly long and articulated; the intermediate 

joints varying according to genus. Apical forks nos. 1, 2, 3, 4 and 5 or 1, 2, 3 and 

5 present in front wing. Discoidal cell always present in both wings. Additional 

costal cross-vein and gener叫lyan addition oblique cross vein between Sc and R 

in front wing. 

Key to Gen巴ra

1. Hind wing with 2A curved up and fusing with lA to form large loop (Pl. 1 

fig. 1); front tibiae with one apical spur ......... Chimarra STEPHENS 

Hind wing with 2A with apex free (Pl. l, fig. 2) or absent; front tibiae with 

two apical spurs・ ・ .. ・ .. .. .. ・ ・ ・ ー..・ ・・ ・・ 0・0・0・・・ ・ ・2

2. Hind wing with veins 2A atrophi巴dbeyond cross veins A2 (Pl. 1, fig. 11) 

.. VVorma!dia Mc LAcHLAN 

-. Hind wing with veins 2A extending beyond cross-veins A2 (Pl. 1, fig. 2) 

.. sortosa NAvAs 

Genus Chimarra STEPHENS 1820 

Typ巴 species:Phryganea margょnataL1NNE 1815 

Chimarra SrnrHENs, 1829, Syst. Cat. Brit. Ins. ; 318 

Chimarra. CuRns, 1835, Brit. Ent., pl. 61 

Chimarrha: BuRMEISTER, 1839, Handb. Ent. 2, 910 

Chimarrha: ULMER, 1907, Gen. Insect. 60a, 199 

Chimarrha: BETTEN, 1934, New York State Mus. Bull., 292; 171 

Chimarrha: TsunA, 1942, Men. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ. (B), 17, 256 

Chimarra: MosELY & K1MM1Ns, 1953, British Mus. (Nat. Hist.), London,, 398 

Chimarra: Ross, 1956, Evoulution and classification of the mountain caclclisflies. 

Urbana, 52 

Diagnosis: Antennae much shorter than the wings, widely separated at the point 

of insertion. Basal joint short and stout, not so long th巴head.Maxillary palpi long 

and thick. First joint very short, s巴condand third very long, the second longer 

than the third and with a tuft of bristle like hairs at its apex; fourth triangular 

and very short; fifith longer than the fourth and slightly shorter than th巴 third.
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Wings long and narrow, front with the costal and anal m巴rgins nearly parallel. 

Pubescence slight, generally there is a large, shining, mucle space below the sector 

just before it furcates. Apical forks nos. 1, 2, 3, 4 and 5 present in front wings. 

Hind wings scarcely broader than the front. Apical forks nos. 1, 2, 3 and 5 gene-

rally present. Spurs count 1-4-4. This genus is set off from all others in the family 

by the fusion of 2A with lA in the hind wing to form a larg巴 closedcell. The 

claspers are composed of a single segη1en t. 

Distribution. Equatoria, Argentia, Peru, Japan. 

Two species which belong to the genus Chimarra have been recorded from 

Japan. 
Key to species 

1. The lob巴Sof the tenth tergite capitate shaped・ tsudai 

- The lobes of the tenth tergite not capitate-shapecl .. ・・・・・・ーー一－－.. ・ conco!or 

Chimarra concolor ULMER 1905 

Chimarrha concolor ULMER, 1905, Steet. Zeitg., 66, 97 

Chimarrha concolor: ULME1i, 1906, Not. Leyden Mus., 28; 96 

Chimarrha concolor ULMER, 1911, D巴utsch.Ent. Zeitschr., 4; 396 

Chimarrha concolor. ULMER, 1930, Trebuia, 11; 420 

Chim arr ha concolor: TsuoA, 1939, An not. Zool. Japon巴nses,18 , 295 

Chimarrha concolor: TsuoA, 1942, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., (B), 17; 256 

Chimarra concolor. Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain 

caddisflies. Urbana; 72 

The original description of this sp巴cieswas based upon both sexes from Suma-

tora. The first record of this species from Japan was described by TsunA (1942〕

But I had no chance to examine this sp巴cies.ULMER (1905) described the species as 

follows. 

“Kopf schwarz, Fuhler dunkelbraun, schmal h巴llergeringelt, Kiefertaster sch-

warzlich, wie die cler vorigen Art gebaut. Brust und Hinterl巴ibschwarz; letzterer 

an den Seiten mehr braunlich, am Ende gelb oder braun. B巴inebraun, Huften und 

Schenkel dunkelbram; Sporne 1, 4, 4; Sporn der Vordertibie sch on mit Lupe zu sehen; 

Sporne innerhalb cler Paare fast gieich. Fliigel subhyalin, mit kurzer, anliegender, 

sp品rlichergelbbaruner Behaarung, Adern dunkelbraun, nur 4 Queradern (eine 

verbindet die Discoiclaizelle mit elem Stiel der dritten Endgabel, die zweite schliezt 

die Medianzell die dritte schliezt die Thyridiurnzelle, und di巴 viertebefindet sich 

am Arculus〕irnVorclerfliigel hyalin , die Fliigel irisieren. Im Vorder fliigel ist der 

Stiel cler Discoiclalzell sehr stark gekri.immt, dis Thyr・icliurnzellist der Medianzell 

sehr ahnlich; im HinterfliigeJ ist auch Gab巴15 kurz gestieit, keine nackte Zell巴

irn Vorclerfliigel. - Das Hinterleibsencle des ♀ ist lang Lmci spitz ausgezogen. Die 

Anhange des合sinclwegen cler Flugellage in elem Objekte nicht cleutlich erkennbar; 

die unteren Auh品ngesind dreieckig zugespitzt (Ventralansicht), viel breiter als bei 
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Chim arr ha押zarginata L1NNE 

Korperlange 4 bis 5 mm, Lange des Vorclerflugels, 6 bis 7 mm；♀ grりZ巴rals合．

Distribution. Sumatra, Java, Japan (Kyoto Pr巴fectur巴〉

Chimarra tsudai Ross 1956 

(Pl. L fig. L &. Pl. 2, figs. 1-3) 

Chimarra tsudai Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain caclclis 

flies, Urbana.; 71 

Male. Length 7 mm. Color medium shaded of brown, the venter lighter. General 

structure typical for・genus. Genitalia as in Figs. Ninth segment with lateral and 

ventral portions moderately long, the venter with a long but shallow k巴el. Tenth 

tergite with central membranous portion apparently atrophied; there are two pairs 

of lateral lobes, an outer lobe which is wide-set, constricted at the base, then 

tapering to apex, the whole covered with sensillae, arising from the inner side of 

the base of each of these lobes is a short, curved, capitate process. This process 

appears to be connected jointly to the bottom of the tenth tergite lobe. Clasper 

long, th巴 lateralaspect thin, with to blunt t巴ethat apex, the ventral aspect para-

llel-sided, having to pairs of sclerotized rods which are slender and of moderat巴

length. 

This species b巴longsto the conclor group but differs from conco!or in th巴

shape of lobes of the tenth tergite. 

Specimens examined . 4合合 1♀，Ochiai,Aralくawa-mura,Chichibu, Saitama Pref., 

Aug. 16, 1954 (M. KosA vAsH1), 5 Ci)合，Hayakawa, Hakone-machi, Kanagawa Pref., 

May 12, 1967 (M. KosAvAsH1); 3合合，samelocality, Sept. 4, 1968 (M. KosAYASH1); 

2合合，Kamiange,Hachioji shi, Tokyo, May 31, 1973 (M. KosAYAsH1); 1合，Dintyu,

Fujino-machi, Kanaga wa Pref., June 16, 1973 (M. KosA v AsH1〕，I合，Nozawa,Yusa-

machi, Yamagata Pr巴f.,May 24, 1977 (K. SH1RAHATA), 5（）合，Tainozawa, Yamakita 

-machi, Kanagawa Pref., May 30, 1979 (S. UcH10A); 2合合，Yakurazawa,Minami 

ashigara shi, Kanagawa Pref., Aprel 15, 1979 (S. UcH10A). 

Distribution_ Sumatra, Java, Formosa, Japan (Nagano, Kanagawa, Saitama Yama-

gata Prefectures). 

Genus Sortosa NAvAs 1918 

Type species: Sortosa fusca NAVAS, 1918 

Sortosa NAVAS, 1918, Bol. Soc. Aragon, 17, 227 

Sortosa LESTAGE, 1925, Bull. Ann. Soc. ent. Belg., 65; 35 

Sortosa: Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain caddisflies. 

Urbana.; 29 

Diagnosis: Antennae somewhat shorter than anterior wings. In the maxillary 

palpi the basal joint is short, second still shorter and globular in form, third longer 
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than the first and s巴condtogether, fourth about as long as th巴 firstand second 

together, fifith about as long as the first and fourth together. Front wings mo 

derately broad, hairy clothing sort and dense; discoidal cell clos巴d,short, a cross 

-vein uniting the costa and subcosta towards the center of the costal area, another 

the subcosta and radius, and the radius is united to the radial sector by a cross 

V巴inmeeting it towards the distal encl of the discoidal cell, apical forks nos. 2, 

3, 4 and 5 present. In hind wings forks nos. 2, 3 and 5 and three anal veins are 

present, and there are cross veins uniting the subcosta and radius and the radus 

with its sector as in the front wings. Spurs count 2 4 4. Clasper tow segmented, 

the apical segment unbranched. 

This genus Sortosa found in Japan has be巴ndivided by Roos (1956) into two 

subgenera Xisaur and Daloρhilodes, and I describes the new subgenus. There 

have b巴enrecorded five species of this genus from Japan. 

Key to subgenera 

1. Male genitalia with simple, 2-segm巴ntclasper, clasp巴rwithout mes oven tr al 

plate between the two segmens e ・・ ・0 ・0 ・・..・ e・・ 0・e・・ ・・ ..・・・ ・・2 

Male genitalia with a pair of long process between the tenth tergite and 

cerci, clasper simple, 2 segmented, with mesoventral plate developed 

between the two claspers ・ー ・ ーーーー ー ••• •• ・・・KisaurαRoss 

2. T巴nthtergite cleft narrow ・ ・・ー ・・・・ー ・・…・ ・・・・・・ • Dolophilodes ULMER 

Tenth tergite without cleft ・・・・ ・ ー・・・・・・・・・・・・ Hisaurαnew subgenus 

Subgenus Kisaura Ross 1956 

Type species: Sortosαobrussa Ross, 1956 

Kisaura Ross, 1956, Evolution and classification on the mountain caddisflies. 

Urbana.; 57 

Diagnosis. Front and hind wings with primitive V巴nationexcept R which is 

varible; it may be near on considrably beyond s, or may be atrophied. Male 

genitalia with a pair of long processes betw巴enthe tenth tergite and cerci; clasper 

simple. 

Distribution: Asia. 

Key to speci巴5

1. Lateral processes of tenth tergite shorter than median lobe of tenth: lateral 

aspect of basal segment of clasper n巴arlyrectangular・・・・ ・ ・ ・ ・ niitakaensi s 

- Lateral processes of tenth tergite same length as median lobe of tenth; lateral 

aspect of basal segment of clasper nearly ovoid ・・・ ・・・ ・・・ ・kisoensis 

Sortosa (Kisaura) kisoensis ( TsuoA) 1939 

(Pl. 1. fig. 2, &, Pl. 2, figs. 4 6) 

Dolophilodes kisoensis TsuoA, 1939, Annot. Zoo!. Japonenes, 15; 396 
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Do:oρhi lodes !?isoensis. TsunA, 1942, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., (B〕，17;

255 

J(isaura !?isoensis, KoBAYASH1, 1964, Bull. Nat. Sci. Mus., (Tokyo), 7; 86 

Kisaura l<isoensis: KoBAYASH1, 1971, Res. Rep. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. Hist.), 

3; 22 

Sortosa !?isoensis. Ko1iAYASH1, 1973, Bull. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. Hist.), 6; 30 

Male・ L巴ngth6 mm. Color various shades of brown, the venter lighter. Front 

w111gs with complete venation, and with R2+3 branched beyond s a distance about 

equal to length of s. Male genitalia as in figers. Ninth segment deep but modera-

tely long. T巴nthsegm巴ntmuch longer, with its central portion m巴mbranousat 

th巴 base,the apex lightly sclerotized and divided into a pair of closely appressed 

halves. A long sclerotized process arises on each side where the base of the tenth 

tergite joints the ninth segment. Th巴 C巴1℃lare about half as long as the tenth 

tergit巴andaris from the base of the tenth. They bear a scatering of seate on the 

apical portion. Clasper with basal segment short and irregular, apical segment 

cosiderably longer, sl巴ncler,and bearing on the mesa! surface a straight comb of 

black, sclerotized teeth目 Aed巴agusmoderately巴longateand cylindrical, with men-

branous apex. 

Specim巴nsexa『ll日1巴cl. 1υ，Nukalコira.Hokkaido, June 26, 1956 (H. 0HoNo), 3o合

Hayakawa, Hakone-machi, Kanagawa Pref., May 23, 1967 (M. KosAYASH1); Kaeru-

zawa, Tsukui-machi, Kanagawa Pref., July 4, 1968 (M. KosAYAs1-11), 1合，Miwa,

Yusa-machi, Yamagata Pref., Sept. 14, 1977 (K. SH1RAHA「A〕

Distribution: Japan (Nagano, Kanagawa, Yamagata, Hokkaido Prefectures). 

Sortosa (Kisaura) niitakaensis KosAYAsH1 1973 

(Pl. l, fig. 3, &. Pl. 2, figs. 7-9〕

Sortosa nittahaensis KosAYASH1, 1973, Bull. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. Hist.). 6; 29 

Male: Length 5 111111. Color medium shaded of brown, the venter lighter. General 

str℃ture typical for g巴nus. Front wings with comp！巴tevenation, with R2十3bran-

ch巴dmidway between s and tip of wing. Male genitalia as in figers. Ninth seg-

ment fairly large, poteto shaped. Tenth tergite elongate, the lateral and ventral 

sclerotized portion appar巴ntlyclividecl into two halves which are closely appressecl 

and covered with membranous folds which unite with the sclerotized part at apex; 

the entire dorsal portion is me111branous and this membrane unites with that of 

the eighth segment. On each sicl巴 ofthe bas巴 ofthe tenth arise a long selencler 

sclerotizecl process. The cerci are about half as long as the tenth tergite. Clasper 

long, irregulate base, apical segment longer and shallower, and bearing on the 

mesal surfcae a straight comb of black, sclerotized teeth, the articulating process 

at the apex of the basal s巴gmentis small and almost hidden by the membranous 

folds between the segment. Aedeagus moderate by elongate and cylindrical. 
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Specimens examined. 1合，NukabiraOnsen, Hokkaido, Aug. 16, 1956 (M. KocuRE); 

l合，Himekawa-Onsen,Kotani rnura, Nagano Pref., July 26, 1964 (K. BA日A),2合合，

Shirahone Onsen, Kotani-mura, Nagano Pref., Aug. 5, 1964 (K. BABA); 2合合，Oh

kura, Hatano shi, Kanagawa Pref., July 4, 1968 (M. KosAYASH1〕；266,Akuzawa, 

Yamakita machi, Kanagawa Pref., July 4, 1968 (M. KosAYAsm); 2芯合 1♀，Tsukiya

rnashizu, Asahi mura, Yamagata Pref., Sept. 18, 1967 (K. S日IRMlATA);4合合1♀，

Mt. Hayachine, Iwate Pref., Aug. 4, 1969 CK目 SHIRAHATA),23合合5♀♀，Niitakayu,

Mt. Azuma, Yamagata Pr巴f.,Aug. 27, 1970 (K. SmRAHATA): 10, Kurokawa-rnura, 

Kitakanbara-gun, Niigata Pref., Setp. 20, 1971〔K BABA} 

Distribution: Japan (Nagano, Kanagawa, Niigata, Yamagata, Hokkaido Prefe 

ctures) 

Subgenus Dolophilodes ULMER 1909 

Type sp巴cies:Daloρhilodes arnata ULMER, 1909 

Dolophilodes ULMER, 1909, No. Leycl巴nMus., 31; 125 

Trentonius BETTEN & MosELH, 1940, The Francis Walker types of Trichoptera of 

the British Museum. London. , 11 

DoloPhilodes: TsuDA, 1942, M巴rn.Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ.〔B〕， 17,255 

Dotoρhilodes: Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain cacldis-

flies. Urbana.; 58 

Diagnosis. Venation complete, front wings with R3ト3branch巴Sclose to the wing 

margin and distant from s. Male genitalia with simple, 2-segrnentecl clasper and 

with the t巴nthtergite cleft; aecleagus a long and chifly rn巴mbranoussac, with one 

long, thin, internal sclerotized rod; cerci large. 

Distribution: Asia, North America 

Key to species 

1. Lobes of tenth tergite with lateral flanges, with apical points appressecl, and 

with basal portion of segment framing a high, sharp mesa! er巴stending 

at the base of the tergal lobes; cercus larg巴，concavelaterrally and 

ear shap巴d ・・ ・ ・0・ー・ ー ー.. ・ . ・ー ー.......・ー αuriculata 

- Lobes of tenth tergite simple, tenth with no mesal crest, cercus moderate 

siz巴 andnot ear-shaped ・ ・0・ ー...・... .. .. . .....・ e・・・ 2

2. Apical segment of clasper with dorsal margin cancave at extreme end, the 

tip therefore app巴aringsuddenly marrowed ・0・0・・ 0・・・ e・ー ・田・・－• jajウonica

- Apical segment of clasper with dorsal margin evenly concaves ..ー.....3 

3. Front wings R2+3 branched ・ .. ・ ・ 』 ・e ・ ・・・ .... . ....... . ・4 

Front wings R2+3 unbranched ・・・0 ・ ・・・・ ・・・・ ー5

4. Lat巴rallobes of tenth segment an arrowhead-shaped ...... shinboensis sp. nov. 

- Lateral lobes of tenth segment elongate, rounded at apex, basal portion of 

clasper with two pairs of long bristles ... ... ... ..... ・iroensis sp. nov. 

5. Lob巴sof tenth segment a triangular・ .. .. .... ・ －一・－ .. .. ..babai sp. nov. 
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一 Lobes of tenth segment stout, rounded at apex・・ 0・・・・・ nomugiensi s sp. nov. 

Sortose (Dolophilodes) auriculata (MARTY Nov) 1933 

(Pl. l, fig. 4, &. Pl. 3, figs. 1-3) 

DoloPhilodes auriculatus MARTvNov, 1933, Annot. Zoo!. Japonenses, 14; 142 

Do loρhilodes auriculata: TsunA, 1942, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., (B), 

17; 255 

Sortosa (Daloβhilodes) auriculata: Ross, 1956, Evolution and classification of 

the mountain caddisflies. Urbana., 59 

Male: Length 6 mm. Color various shades of brown, the venter lighter, and front 

wings with dark pubescence superimposed on a uniform light brown membrane. 

Venation complete, with Rz+3 branched between s and third from tip of wing. 

Male genitalia as in figers. Ninth segment are broad, but narrowed in the base. 

Tenth segment short, composed of two subquadrangular side portion and of one 

very narrow median brownish elevation. Lobes of tenth tergire with lateral flages, 

with apical points aprressed, and with basal portion of segment forming a high, 

sharp mesa! crest ending at the base of th巴 tergallobes. Cerci large, concave 

laterally and ear-shaped. Clasper with basal segment long; apical segment short, 

acuted at apex. Aedeagus:a large and membranous sac, with one long, thin internal 

sclerotized r巴d.

Specimens examined 5占δ，Asahi-mura,Kitakanbara gun, Niigata Pref., Sept. 

25, 1968 (M. KOBAYASHI} 

Distribution: Japan (Shiga, Niigata Prefectures) 

Sortose (Dolophilodes) japonica ( BANKs) 1906 

(Pl. l, fig. 5, &. Pl. 3, figs. 4 6) 

Philoρotamus japonica BANKS, 1906, Proc. Fnt. Soc. Washington, 7; 11 

Daloρhilodes exscisus MARTYNov, 1933, Annot. Zoo!. Japonens巴s,14; 140 

Sort asα（Daloρhilodes) japonica Ross, 1956, Evolution and classification of the 

mountain caddisflies. Urbana.; 59 

DoloJうhilodesjaponica, KoBAYASHr, 1971, Res. Rep. Kanagawa Mus. (Nat. Hist.)., 

3; 21 

Male. Length 6 mm. Color yellowish brown, and front wings with an irrorate 

pattern of lighter makings caused by light on a uniform light brown membrance. 

Venation complete, with Rz十3branched midway between s and tip of wing. Male 

genitalia as in figers. Ninth tergite with somewhat concave posterior edge, dorsal 

portion very narrow. T巴nthsegment very short, subtriangular, subdivided into two 

minute lobes by median narrow cleft. Cerci rounded, triangular, with tuberclulecl 

inner edge, bearing erect bristles. Clasper large; basal segment broad, truncated 

at its broaded end; apical segment shorter than basal segment, with dorsal margin 
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concave at extreme end, the tip therefore appearing sudd巴nlynarrowed. Aedeagus 

a large and membranous sac, with one long, thin internal sclerotized lod. 

Specimens examined ・ 1合，Nukabira,Hokkaido, June 26, 1959 (H. OHoNo), 10合合，

Kurokawa mura, Kitakanbara-gun, Niigata Pref., June 27, 1964 (K. BABA〕；7合合，

same locality, Sept. 3, 1964 (K. BABA〕，106合，BudoPass, Iwafune gun, Niigata 

Pref., June 27, 1964 (K. BABA); 11合合l♀，Akuzawa, Yamakita-machi, Kanagawa 

Pref., May 17, 1967 (M. KosAYASH1), 19合合，Genjirozawa,Ohokura, Hatano shi, 

Kanagawa Pref., May 24, 1968 (M. KOBAYAsH1); Kaeruzawa, Tsukui-machi, Kana 

gawa Pref., July 4, 1968 (M. KosAsAsHI); 7合合3♀♀，Asahimura, Iwafune-gun, 

Niigata Pref., Sept. 25, 1968 (M. KosAvAsHI), 2合合，Sanhoku-machi,I wafune-gun, 

Niigata Pref., Sept. 25, 1968 (M. KosAvAsHI), 2色合，Shiraishizawa,Yamakita machi, 

Kanagawa Pref., July 29, 1970 (M. KosAvAsH1); 1合，Kamiange,Hachioji shi, Tokyo, 

May 31, (M. KosAvAsH1); 3合合，Riv.Niizaki, Odahara-shi, Kanagawa Pref., June 

24, 1973 (M. KOBAYASHI)' 1合，Saijoji,Minamiashigara shi, Kanagawa Pref., July 

2, 1973 (M. KosAYASH1). 

Distribution: Japan [(Kyoto, Shiga, Nagano, Niigata, Kanagawa, Hokkaido Pre-

fectures). 

Sortosa (Dolophilodes) shinboensis sp. nov. 

(Pl. 1. fig. 6, &. Pl. 3, figs. 7 9) 

Male. Length 7 mm. Color shades of brown, and the wings with an irrorate 

pattern of lighter markings caused by light on a uniform light brown membrane. 

General structure typical for genus. Spurs count of the legs 2-4-4; inner spurs 

longer than outer spurs. Vanation complete, with R2+3 branched midway between s 

and tip of wing. Male genitalia as in figers. Ninth segment with lateral and ventral 

areas broad. Lateral lobes of tenth tergite with curved ventrad. Cerci more or less 

triangular, the apical margin slightly incised, with erect hairs. Clasper with basal 

segment sightly longer than apical segm巴nt, the basal segment is very clefinited 

constricted beyond the base and the apex forms a circular, spatulate area. Aecleagus 

a large and chiefly membranous sac 

Holotyp巴.Male, Mt. Shinobo, Asahi mura, Iwafue-gun, Niigata Pref., May 21, 

1977. ; (K. BABA) 

This species is most closely related to j aρonica; it differs from the structure 

of the apical segment of the clasper and tenth tergite. 

Distribution: Japan (Niigata Prefecture). 

Sortosa (Dolophilodes) iroensis sp. nov. 

(Pl. l, fig. 7, &. Pl. 4, figs. 1 3) 

Male: Length Smm. Color yellowish brown except for indefinite areas on the 

femora and tibia which are a slightly shade. G巴neralstructure typical for genus. 
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Spurs count of the legs 2-4-4, inner spurs longer than out巴rspurs. Front wing 

with R2+3 branched between s and third from tip of wing. Genitalia as in figers. 

Ninth segment annular, constricted ventrad to form a veryηarrow. Tenth tergite 

divided into two long lobes, the mesa! line shaped carinate and very high. Cerci 

large, nearly leaf shaped, rounded at apex; they are clothed with erect hairs. 

Clasper with basal segment slightly longer than apical segment, the basal segment 

definitely constricted beyond the base and the apex forms a angulaer, the apical 

segment with ventral margin curved呂tthe inside and the apex forms a circulat 

and with a conspicuous b1.・ush of black peg like setae on the mesa!, the base of the 

clasper with two pair of very long spines. Aedeagus largely membranous indistinct目

Holotype. Male: Mt. Iro, Tsukui machi, Kanagawa Pref.,; Sept. 23, 1973目；（M.

KoaAvAsH1} Paratype.一1合，KanagawaPref.,; Setp. 23, 1973.; (M. KosAvAsm), 1合；

Kamiangi, Hachioji-shi, Tokyo,, 16, 1977,, (M. KoBAYASHi). 1合 ，Riv.Tochiya, 

Fujino-machi, Kanagawa Pref., Sept. 15, 1973,; (M. KosAYAs111) 

This species differ from the former in having two pair of the long spines at 

base of the clasper and brush of black peg like setae on the mesa! of the clasper. 

Distribution: Japan (Kanagawa, Tokyo prefectures) 

Sortosa (Dolophilodes〕babaisp. nov. 

(Pl. 1, fig. 8, &. Pl. 4, figs. 4-5) 

Male. Legth 6mm. Color dark brown, the legs slightly paler than body. General 

structure typical for genus. Spurs count of the legs 2 4 4, inner spurs longer than 

outer spurs. Front wing with Rz十3unbranched. Genitalia as in figers. Ninth seg-

ment annular ventrad to form a very narrow; apical margin rounded; dorsal face 

of ninth tergite with brush of long, stout setae. Tenth tergite triangular, divided 

into two v like lobes. Cerci longer than tenth tergite and rounded at apex; they 

are clothed sparse erect hairs. Clasper with basal segment longer than apical seg-

ment, the basal segment is definitely constricted beyond the base and the apex 

emarginat; the apical segment very slender than the basal s巴gment,rounded at 

apex, inner face con ca v巴.Aedeagus chiefly membranous sac, with internal scleroti-

zed rod, 

Holotype. -Male, Kurokawa-mura, Kitakandara-gun, Niigata Pref., Sept. 20, 1971; 

(K. BAsA). Para type. -1 () , same elate as for holotype. 

This species differ from the other species belong to subgenus Daloρhilodes in 

the structure of tenth segment. 

Distribution. Japan (Niigata Prefecture) 

Sortosa (Dolophilodes) nomugiensis sp. nov. 

(Pl. l, fig. 9, &. Pl. 4, figs. 6-8) 

Male: Lenth 6mm. Color dark brown except for indefinit area the femora and 

tibiae. General structt』retypical for genus. Spurs count of the legs 2-4 4; inner 
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spurs longer than outer spurs. Front wing with R2+3 unbranched. Genitalia as in 

figers. Ninth segment annular, constricted ventrad to form a very narrow. Tenth 

tergite triangular, divided into two lobes. Lobes of tenth tergite simple, elongate, 

slightly acuted at apex. Cerci sinuate, slightly longer than tenth tergite and 

rounded at apex, inner margin serrated, they clothed with sparse hairs. Clasper 

with basal segment slightly longer than apical segment, the basal segment wide 

and long, apical margin巴rnarginate,dorsal and ventral corners slightly produced 

into a sharp but short point, inner face concave, the apical segment wide, finger 

shaped. Aecleagus chiefly membranous sac, with short, thick, internal sclerotizecl 

rod. 

Holotype. Male, Nomugi Pass, Takane mura, Ohno-gun, Gifu Pref. , Aug. 16, 

1977.; (M. KoBAYASH1). Paratype. 1合；Shinmezawa,Ohokura, Hatano-shi, Kanagawa 

Pr巴f.,Sept. 13, 1977., (M. KoBAYAsm) 

This species is most closely related to auricu!ata (MAIHYNov); it differs from 

in the structure of tenth tergite and ceri, aedeagus. 

Distribution: Japan (Gifu, Kanagawa Prefectures〕

Hisaura New subgenus 

Type species: Sortosα（Hisaura) commata new species 

Diagnosis Front and hind wings with cmplete venation; R2+3 forking midway 

between s and tip of wing in fornt wing, hind with cross vein betw巴巴n2A and 

3A. Clasp巴relongate and simple. tenth tergite without cleft, round巴dat apex, 

C巴Ici simple from dorsal view, comma shaped. Aedaegus chiefly membranous sac, 

with long internal sclerotizecl rod. 

This subgenus is most closely related to the subgenus Do!oρhilodes ULMER in 

the general structure. It differs from that subgenus, how巴V巴r,in the different 

shape of the tenth tergite. 

Sortosa (Hisaura) commata sp. nov. 

(Pl. l, fig. 10, &. Pl. 5, figs. 1-3) 

Male: L巴nght15mm. Color cla1 k brown except for indefinite areas on the femora 

and tibiae are slightly shade. General structure typical for genus. Spurs count of 

the legs 2-4 4, inner spurs longer than outer spurs. Front wing with R2+3 bran叩

checl midway between s and tip of wing, hind wing RH5  sessile目 Genitaliaas in 

figers. Ninth segment annular, constrict巴dventrad to form a very narrow, the 

dorsal portion membranous, rounded at apex; the mesa! lin巴black,sclerotized. Cerci 

shoter than tenth tergite, comma-shaped; they are clothed with sparse hairs. 

Clasper with basal segment as long as apical segment; the basal segment is clefinity 

constricted beyond the base, the apical segment finger shaped, rounded at apex. 

Aedeagus lar g巴 membranous,egg-shaped, with a long internal sclerotized rod and 
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five sclerotized internal lobes. 

Holytype. -Male, Geihoku-machi, Yamagata-gun, Hiroshima Pref., March 21. 

1977,, (K. BAsA). Paratype目 － 3合合 ；sam巴 dateas for holotyp巴．

Distribution・ Japan (Hiroshima Prefecture) 

Genus Wormaldia McLACHLAN 1865 

Type species, Hydoゆsycheocciρita!ia Pie丁目

W ormaldia McLAcHILAN, 1865, Trans. Ent. Soc, London, (3), 5, 140 

W ormaldia. McLAcHLAN, 1878, Tev. and Syn. Trich., 380 

Wormaldia: ULMER, 1907, Gen. Ins. 60, 190 

Worm al diα：MARTYNov, 1934, Tab!. analyt. Faune URSS 13, 168 

Wormaldia: Ross, 1949, Rroc. Ent. Soc. Washington, 51, 154 

Wormaldia. Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain caddisflies. 

Urbana; 60 

Diagnosis: Antennae stout. shorter than the wings; the basal joint swollen, 

shorter than head. Ocelli present. Maxillary palpi long; the two first joints short, 

stouter than the rest, the second joint shorter; third joint very long; forth sort, 

scarcely longer than the second, fifith about as long as the third. Labial palpi 

small, with two moderately long basal joint and a very long terminal one. Prmi-

tive forms with full complement of veins巴xceptin hind wing, in which 2A has 

atrophied deyond the basal cross veins and the basal anal cell are realigned 

as in figer, with the basal cross veins framing a linear bar, and lA and 3A diver-

gent. Spurs count of the legs 2-4-4. Cerci elongate or large and rhombic, sometimes 

fused to ninth pleural region. 

In the course of the study on Japanes Philopotamidae, I foud undescrib巴dspecies 

belong to subgenus 防1ormaldiain Japan. 

Key to subgenera 

1. Hind wing with Ri and R2 ending some distance apart at with margin 

W orma!dia MALAcHLAN 

. Hind wing with Ri and R2 fused just befor wing margin 

・ ・ Dolcalanes BANKS 

Subgenus Wormaldia McLAcHLAN 1865 

Type species: Hydro1うsycheocciPitalis P1cTET 

W ormaldia McLAcHLAN, 1865, Trans, Ent. Soc. London (3〕5,140 

Daloρhilus McLAcHLAN. 1868, Tran. Ent. Soc. London.; 303 

Pa ragaρet us BANKS, 1914, Can. Ent., 46, 202 

Daloρhiliella BANKS, 1930, Psyche, 37；おO

W ormaldia: Ross, 1949, Proc. Ent. Soc. Washington, 51; 154 
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Wormαldiα：Ross, 1956, Evolution呂ndclassification of the mountain caddisflies. 

Urbana.; 61 

Diagnosis・ General structure typical for genus. Hind wing with R1 and R2 ending 

some distance apart at wing margin. Tenth tergite triangular or bottle shaped. 

Cerci selender, stick-shaped. Clarper two segment巴d; basal segment broadecl; apical 

segment rounded, with black spines on mesal face of the apical portion. 

Distribution: America, Eurasi, Africa, Asia (New Locality) 

Key to species 

1. Seventh and eighth sternite with triangular processes .. ... ... ... .. ...... z 
Seventh sternite with triangular process; eighth sternite without process; 

apical segment of clasper curved dorsad・ ・ .. ... uonumana sp. nov. 

2. Apical segment of clasper wide, very shorter than the basal segment; tenth 

segment nearly triangnlar ..・..・・・ 0・・ a ・..・・・..・・・ 0・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ 0・・ ・ . 3 

Apical segment of clasper slender, longer or as long as the basal s巴gment;

tenth segment bottle shpaed ・ ・ .. ・ ・ ・ ・ .. ・ .. ・ ・ .. .. .. ・ .. 6 

3. Apical segment of clasper with seven brush lines of black peg like setae on 

the mesal face at ap巴X ・・ ・ー ・ .... .. • .. • .. • .. yunotakiensis sp. nov. 

Apical segment of clasper with numerous black peg-like setae on the mesal 

face at apex .. ・・・・ ・・・・ ・・・・・ーーー ー・..........・4

4. Apical margin of the eighth tergite projected ..........・・・・ー・・ー .. kurokawanus 

Apical margin of the eighth t巴rgiteconcaved inwardly .. ・ ......... ・ ・ ・・・・・5

5. Cerci elongat巴，a pointed knife shaped ・ .. ・ ・ ・ e ・・・ 0・・・・・・・・・目・・・・・・－ ・rarus 

-. Cerci elongate, rounded at apex, stick shaped・ －－・.. .. .. saekiensis sp. nov. 

6. Apical margin of eighth tergite with a procees ..・・・ー・ー ・・・ .......... 7 

Apical margin of eighth tergite without proc巴SS・・・ ・・ e ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・8

7. Apical margin process of eighth tergite elongate・・・ 0・e .. nabewαrnus sp. nov. 

Apical mar gin process of eighth tergite short, nearly trianular 

.. sumuharana sp. nov. 

8. Cerci elongat ・0・0・e・e・・a・・・・ ー・・ー・ 0・・ ー・・・・ー ・ーー...・・ 0・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ e・・・・.... e・・ ・ ・・ ・9

- Cerci spearhead-shaped.. .. .. .. ・ ー・・・・・・ー・・・・・ ・・ ... yakuensis sp. nov. 

9. Tenth segment with lateral flang・ ー・…ー・ー・・・・・－ ・fujinoensis sp. nov. 

- Tenth segment without lateral flange. .. ・ ...・.. .... .. .. kadowkii sp. nov. 

Wormaldia (Wormaldia) uonumana sp. nov. 

(Pl. l, fig. 11, &. Pl. 5, figs. 4-7) 

Male: Length 7mm. Color various shades medium brown, the pubescence on the 

wings lighter, appearing almost golden. General structure typical for genus. Seventh 

sternite with narrow truncate projection from posterior margin. 

Eighth tergite with shallow median notch on apical edge; remainder of apical 

margin crenulate. Genitalia as in fingers. Ninth segment annular and long, reduced 
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to a narrow shap巴onthe dorsal margin. Tenth tergite elongat巴， taperingto a point 

without lateral process, the apex with a large hook, recuvecl dorsally. Cerci cylinclr-

ical, bluntly pointed, Basal S巴gmentof clasp己rshort, pomegranate-shaped; apical 

segment constricted at center, with apical spinose area wicl巴， obliqu巴lytruncate. 

Aecleagus large ; apical portion with a sclerotizecl rod. 

This species is most closely relatatecl gαbrie:la ( BANKs), differing from it in the 

structure of clasp巴r.

Holotype. Male; Yunotaki mura, Kitauonum乱－gun,Niigata Pref. , March l, 1966 

(K. BABA} Paratypes. 3合合2♀♀ ，sameelate as for holotyp己，

Distribution: Japan (Niigata Prefecture) 

Wormaldia (Wormaldia) yunotakiensis sp. nov 

(Pl. 1, fig. 12, &. Pl. 5, figs. 8-11) 

Male: Langth 6111111. Color various shaded of medium brown. Wings with lighter 

brown hairs. General structure typical for genus. Seventh and eighth sternites each 

with large, triangular processes目 Genitaliaas in figers. Ninth segment annular and 

long, reduced to a narrow strap on the ventral margin. Tenth tergite elongate; 

apical portion narrow, rounded at apex. Cerci elongate, crenulate; the apex rounded. 

Basal segment of clasper wide, nearly rectangular, with apical margin concaved 

inwardly, apical segment very shorter than basal segment, with outer margin 

concaved at basal portion, th巴 innersurface bearing eight lines of short black 

setae. Aedeagus with three sclerotizedfrods, two rods very shorter than other rod. 

This species deffers from the existing species in the structure of clasper. 

Holotype. Yunotaki-mura, Kitauonuma gun, Niigata Pref., March 1, 1966 (K. 

BABA} Paratype. 18, same elate as for holotype. 

Distribution; Japan (Niigata Prefecture) 

Wormaldia (Wormaldia) saekiensis sp. nov. 

(Pl. 1, fig. 13, &. Pl. 6, figs. 1-4) 

Male: Length 6111111. Color various shades of brown, dorsally. wings with daker 

brown hairs. Front wing without M4・Generalstructure typical for genus. Seventh 

and eighth sternites with apical processes. Eighth tergite with deep central inden-

tion of its apical margin. Genitalia as in figers. Tenth tergite elongate and tapering 

smoth to rather round point. Cerci elongate, narrow, parallel sided. Basal segment 

of clasp巴rshort, thick, cylindrical, truncate, apical segm巴ntthick, very shorter 

than the b旦salsegment, rounded at apex. Apical spinose area nearly egg shaped. 

Aecleagus with thre日internalsclerotizecl rods, one rod very longer th乱nother rods. 

This species is most closely related to the preceding, differing from it in the 

structure of clasper. 

Holotype. Male, Yoshiwa-mura, Saeki gun, Hiroshima Pref., May 11. 1976 (K. 
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BARA) 

Distribution. Japan (Hiroshima Prefecture) 

Wormaldia (Wormaldia) kurokawanus KosAYAs1-11 1968 

(Pl. L fig. 14, &. Pl. 6, figs. 5-8) 

Wo円少ialdiakurokawanus KosAYAsH1, 1968, Bull. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. 

Hist.)., 1 Cl〕；1

Male: Length 5mm. Color dark-brown, the under parts lighter. General structure 

typical for genus. Wing uniform gray-brown. Front wing without M4. Seventh and 

eighth sternites with a median processes; one of the seventh sternite clothed 

with membranous sac, rounded at apex. Posterior margin of eighth tergite produced 

into short, rounded at apex. Genitalia as in figers. Ninth segment with lateral 

margin produced anteriorly into a wide flange within the eighth segment. Tenth 

tergite tapering smoothly to a round point. In this feature the species closely resem-

bles saekiensis. Cerci long and slender, rounded at apex. Clasper with basal segment 

fairly long and deep; the apical segment is acuted at ap巴xand bear an angular 

mesal patch of black spicules at the apex. Aedeagus with three internal scleroti-

zed rods; one rod very short. 

This species is most closely related to the preceding, deffering from it in the 

structure of eighth tergite and clasper. 

Specimens examined ・ 1合1♀，Kurohawa-mura,Kitakanbara gun. Niigata Pref., 

Aug. 20, 1954〔K.BABA); 1合，samedate locality, July 2, 1977 (K. BABA); 2合 1♀，

Oyu, onsen, Niigata Pref., March L 1966 (K. BABA); 1合，Yoshiwamura, Hiroshima 

Pref., May 11, 1976 CK. BABA). 

Distribution Japan (Hiroshima, Niigata Prefectures) 

Wormaldia (Wormaldia) nabewarinus KosAYAsH1 

(Pl. L fig. 15, &. Pl. 7, figs. 1-3) 

Wormaldia nabewarinus KoBAYASH1, 1965, Bull. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. 

Hist.).,l (2); 20 

Male: Length 5mm. Color dark-brown, the under parts lighter. General structure 

typical for genus. Wings uniform gray brown; front wing without M4. Seventh 

and eighth sternites with a median processes. Apical margin of eighth tergite with 

a long proc巴ss,rounded at apex. Genitalia as in figers. Ninth segment wide, nearly 

round shaped, frontal and apical margin produced at central portion. Tenth tergite 

elongate, the one thirds n巴alyparallel sided, the apex narrowed to a point; along 

each side is a row of four long setae. Cerci slender, shorter than tenth tergite. 

Clasper with basal segment narrowed towards apex, shorter and stockier than 

apical segment, which is slightly narrowed just beyond midle and expended into 

a slightly spatulate apex. The inner face of this spatulate apex bears a brush of 
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short, stout, black setae. Aedeagus with three internal sclerotized rods; all rods 

short. 

This species is distinguished from all other species belong to subgenus Wormal 

dia in the structure of eighth and tenth tergites. 

Specimens examined: 1合，Monzen,Murakami-shi, Niigata Pref., June 28, 1964 

(K. BABA); 2合合，Sumuhara,Nagaoka shi, Niigata Pref., May 15, 1966 (K. B A日A);

1合，Nab巴warizawa,Yamakita machi, Kanagawa Pref., June 5, 1967 (M. KosAYAsH1); 

2合合，Dintsu,Fujino machi, Kanagawa Pref., June 16, 1973 (M_ KoBAYASH1). 

Distribution: Japan (Kanagawa, Niigata Prefectures〕

Wormaldia (Wormaldia) sumuharana sp. nov. 

(Pl. 1, fig. 16, &. Pl. 7, figs. 4 6) 

Male: Length 5mm. Color various shades of medium brown, the pubescence on 

the wings darker, appearing almost black. Front wing has lost M4. General struc-

ture typical for genus. Seventh and eighth sternites with mesa! projection of the 

posterior margin. Posterior margin of eighth tergite produced on the meson into 

a long process, in lateral view deep. Genitalia as in figers. Ninth segment with a 

deep anterior projection but without any posterior projection. Tenth tergite elon-

gate, swollen just beyond middle and from there tapering to a point, bearing a 

pair of lateral flanges, and along each side a series of three long peg like setae. 

Cerci long and slender. Clasper with two segment of about equal, apical segment 

shallower, slightly enlarged at apex, and with black spine on mesal face one rod 

of the apical portion of the segment. Aedeagus with two internal sclerotized rods, 

elongate and other rods large, box-shaped. 

This species is most closely related to nabewarinus KoBAYASH1, differing from it 

in the structure of the posterior margin of eighth tergite and clasper. 

Holotype. Male; Sumuhara, Nagaoka-shi Niigata Pref., May 15, 1966 (K. KoBA・ 

v;1sH1). Paratype. -1合，samedate as for holotype. 

Distribution: Japan (Niigata Prefecture) 

Wormaldia (Worwaldia) rarus ( KoBAYAsH1) 1959 

(Pl. 7, figs. 7-8〕

Daloρhilodes rarus Ko日AYASH1,1959, Bull. Nat. Sci. Mus. (Tokyo), 44; 345 

Male: Length 4mm. Color shades of black-brown, the dorsum darker; the pube-

scence on the wings darker, appearing almost black; front wing has lost M4. Ge-

neral structure typical for genus. Seventh and eighth sternites with mesa] projection 

on the posterior margin, one on the seventh sternite long, stout. Genitalia as in 

figers目 Nenthtergite with deep concaved at apical margin. Tenth tergite elongate, 

nearly traingular, rounded at apex. Cerci slender, a pointed knife-shaped. Clasper 

two segmented ; basal segment very longer than apical segment, apical margin 
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shallower, rounded at apex, and with black spines oηmesa! face of the apical 

portion the segment. 

Specimens examined: 2合合，Yoshii-machi,Ukiba-gun, Fukuoka Pref., May 3, 

1957, (N. GvoToKu). 

Distribution: Japan (Fukuoka Prefecture) 

Worwaldia (Wormaldia) kadowakii sp. nov. 

(Pl. 1, fig. 17, &. Pl. 8, figs. 1-3) 

Male: Length 6mm. Color various shades of dark brown, the dorsum darker. 

Front wings has lost M4. Ganeral structure typical for genus. Seventh and eighth 

sternites with mesal projection of the posterior margin, one on the s巴venthsternite 

longe, stout. Genitalia as in figers. Ninth segment with anterior margin froming 

a broad. Tenth tergite elongate, typical bottle-shaped; the dorsal face with two 

pair long setae; in lateral view apical portion curved upwardly. Cerci long and 

slender. Clasper with two segment of about equal, apical segment shallower slight-

ly enlarged at apex, and with black spines on mesa! face of the apical portion of 

the segment. Aedeagus with three internal sclerotized rods. 

This sp巴ciesmost closely related to sumuharana, differing from it in the strue-

ture of tenth tergite and clasper. 

Holotype. Male; Daito-machi, Ohara-gun, Shimane Pref., July 25, 1964, (H. KA-

oowAK1), Paratype 1合；samedate丘sfor holotype. 

Distribution: Japan (Shimane Prefecture) 

Wormaldia (Wormaldia) fujinoensis sp. nov. 

(Pl. 1, fig. 18, &. Pl. 8, figs. 4-6) 

Male. Length 5mm. Color various shades of dark brown, the dorsum darker; 

the pubescence on the wings dark巴r,appearing almost black. Front wing has lost 

M4・Generalstructure typical for genus. Seventh and eighth sternites with mesal 

projection on the posterior margin, one on the seventh sternite long, stout, clothed 

with membranous sac. Genitalia as in figers. Ninth segment wide and large, its 

anterior margin produced into round point. Tenth tergite elongate, bottle-shaped, 

bearing a pair of long lateral flanges, rounded at apex. Cerci long and slender, 

shorter than tenth tergite. Clasper structure similar to kadouakii, with two segments 

of about equal，呂picalsegm巴ntshallower, slightly enlarged at apex, and with black 

spines on mesal face of apical portion of the s巴g巴ment.Aedeagus with four internal 

sclerotized rods. 

This sp巴ciesis most closely related to !wdowakii, but differs from it the stru-

cture of tenth tergite. 

Holotype. Male; Dintsu, Fujino machi, Kanagawa Pref., June 16, 1973; (M. Ko-

BAYAStt1} Paratype. 1合，samedate as for holotype. 
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Distribution. Japan (Kanagawa Prefecture) 

Wormaldia (Wormaldia) yakuensis sp. nov. 

(Pl. l, fig. 19, &. Pl. 8, figs. 7 8) 

Male. Length 5mm. Color various shades of dark brown, the pubescence on the 

wings darker, appearing almost black. Front wing has los M4. General structure 

typical for genus. Seventh and eighth sternites with mesa! projection on the posterior 

margin, seventh sternite process acuted at apex; eighth sternite process rounded 

at apex. Genitalia as in figers. Ninth segment froming a wide lateral and ventral 

bands. Tenth tergite tapering, and pointed, with a pair of roughed dorsolateral 

flages at middle portion. Cerci巴longate,v巴ryshorter than tenth tergite, spearh丘ed

-shaped. Clasper with is lightly narrow巴djust beyond middle and expended into 

a slightly spaculate apex. The inner face of this spaculate apex bears a brush of 

short, stout, black setae. Apical segment of clasper with a pair of triangular flages 

on ventral margin in dorsal view. 

This sp巴ciesdiffers from other sp巴ciesbelong to subgenus W ormaldiαin the 

structure of tenth tergite and clasper. 

Holotype. Male; Yaku Island, Kagoshima Pref.; July 31, 1974; (M. KoBAYAsH1). 

Paratype. -2合，samedate as for holotype. 

Distribution・Japan(Kagoshima Prefecture) 

Subgenus Dolocanes BANKS 1937 

Type species: Dolocanes montana BANKS, 1627 

Dolocanes B凶 Ks,1937, Philippine J our. Sci., 63; 168 

Naganaga1うetusTsuDA, 1942, Mem. Sci. Kyoto Imp. Univ. (B〕， 17;253 

Catlina Ross, 1948, Ann. Ent. Soc. Amer., 41; 22 

Dolocanes: Ross, 1956, Evolution and classification of the mountain caddisflies. 

Urbana.'. 65 

Diagnosis . Gen巴ralstructure typical for genus. Front wing with R l旦ndR2 fused 

just before wing margin. Tenth tergite elongate stick-shped. Gerci short, fingeト

shaped. Clasper two-segmented; apical segment with black spines of the apical 

portion. 

Distribution . Asia, Eastern North America 

Wormaldia (Dolocanes) kisensis ( Tsuoi1) 1942 

Naganagαρetus kisoensis TsuoA, 1942, Mem. Coll. Sci. Kyoto Imp. Univ., (B), 

17; 253. 

Wormaldiαkisoensis Ross, 1957, Evolution and classification of the mountain 

caddisflies. Urbana.; 66 

The orginal descr・iptionof this species was based upon from Japan ( TsuoA, 1942). 
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But I have no chance to examine on this species. 

Tsuoλdescribed the species as follows. 

Korper braun. Kopf und Pronotum sind gemische mit goldiggelb巴nund schwarzen 

Haaren bedeckt. Fliigelmembran grau, Adern braun. 

Beim合 sinddie Appendices praeanales in Lateralansich stabchenformig, in 

Dorealansicht etwas breiter, schwach nach sussen gebogen. Die Riickenschuppe des 

10. Segments ist in Dorsalansich trapezformig, in Lateralansicht unregelmassig 

viereckig, an der postero-ventalen Ecke spitz. Die Genitalfiisse sind zweigliedrig; 

das Basalgli巴dgross, an der spical巴nInnenecke stark vorgezogn (Dorsalansicht.); 

das Endglied ist etwa 1/2 male so Jang als das Basalglied, am Apex (innerseits) 

kurz und dicht beborstet目 Derpenis nach dem Apex him schmaler, in Dorsalansicht 

gerade, in Ventralansicht etwa S-formig (an apicalen Tei! nach oben) gebogen, in 

der Mitte jederseits mit einem dornigen Fortsatz, welcher sich nach dorso lateral 

richtet. 

Korperlange 3. 5 mm; Lange des Vorderfliigels 4 mm; Fliigelspannung also etwa 

9mm. 

Distribution: Japan (Nagano Prefecture). 
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PL 1. 
Front and hind wings of Chimarra and Sortosa. 

Wormaldia. 
1. Chimaγγa tsudai, 2. Sortosa kisoensis, 3. S. 

叫iitakαensis,4. S. auriculata, 5. S. japonica，も．
S. shi叫boensis, 7. iγoe抗sis, 8. S. babai, 9. S. 

nomugiensis, 10. S. commata, 11. W o”maldia 
uo批uma附， 12.W. yunotaki側 sis,13. W. saeki-

開 sis, 14. W. kuroka甜抑制， 15.W. nabe加＇ari-
nus, 16. W. su慨 uhaγa托a, 17. W. kadowakii, 

18.切に fujinoensis,19. W. yakuensis 
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Pl. 3. 

figs. 1-3. Genitalia of Sortosa auriculata (MAR-

TYNOV) 

1. Lateral aspect, 2. Dorsal aspect of tenth 

segment, 3. Aedeagus 

figs. 4-6. Genitalia of Sortosa ja戸onica(BANKS) 

4. Lateral aspect, 5-Dorsal aspect of tenth 

segment, 6-Aedeagus. 

figs. 7-9. Genitalia of Sortosa shinboensis sp. 

nov. 

7. Lateral aspect. 8. Dorsal aspect of tenth 

segment, 9. Aebeagus. 
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Pl. 4. 
figs. 1-3. Genitalia of Sortosa iroensis sp. nov. 
1. Lateral aspect, 2. Dorsal arpect of tenth 
segment, 3. Aedeagus. 

figs. 4-5. Genitalia of Sortosa babai sp. nov. 
4. Lateral aspect, 5. Dorsal aspect of tenth 
segment. 

figs. 6-8. Genitalia of Sortosa nomugiensis sp. 
nov. 
6. Lateral aspect, 7. Dorsal aspect of tenth 
segment, 8. Aedeagus. 
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Pl. 6. 
figs. 1-4. Woγmaldia saekiensis sp. nov. 
1. Lateral aspect of genitalia, 2. Dorsal 

aspect of apical segment of clasper, 3, 

Dorsal aspect of tenth segment, 4, Aedea-

gus. 
figs. 5 8. Wormaldia kuγoka世間IUS KOBAYASHI 
5. Lateral aspect of genitalia, 6. Dorsal 

aspect of apical segment of clasper, 7. 

Dorsal aspect of tenth segment, 8・Aedea-

gus. 



Pl. 7. 

figs. 1 -'3. W ormaldia nabewarinus Ko BA v ASHI 

1. Lateral aspect of genitalia, 2. Dorsal 

aspect of tenth segment, 3. Aedeagus. 

figs. 4 6. Wormaldia sumuharana sp. nov. 

4. Lateral aspect of genitalia, 5. Dorsal 

aspect of tenth segment, 6. Aedeagus. 

figs. 7 8. W ormaldia rarus KoBA YA SHI 

7. Lateral aspect of genitlaia, 8. Dorsal -11 

aspect of tenth segment ・
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